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第1章 研究の概要
はじめに
何か忘れ物をしているような気持ちがずっとあり、そのことを明確にしたい思いで大学
院に入学させていただきました。そして、それが何であるか、研究を通して明確にすること
ができました。
40年前、私は新任教師として尼崎の中学校に数学の教師として着任しました。当時、中
学校は全国的に荒れており尼崎でも同じでした。数学の授業を行う以前に、まず生徒を教室
の中に入れることから始まり、そのことでトラブルがあり、着席指導をすることでトラブル
があり、やつと授業に入つていました。授業の中では机にうつ伏せになつている生徒や授業
妨害をする生徒もいました。エンドレスな課題を前に、日々対応していました。そのような
中で、ホッと一息つける場所が、職員室ではなく私が担任をしていた学級集団でした。
中学校3年生での進路を決定するとき、状態が良い学級集団では、子どもたちの希望する
高校へ次々合格していました。状態の悪い学級集団では予想外の子どもまでも不合格にな
つていました。このような様子を目の当たりにして、学級集団を育てることの重要性に気付
かされました。
学級集団の状態を良くするためには、学級集団の状態を把握する必要がありました。教科
を教えに来られる先生方に授業中の様子を聞いたり、生徒からも聞きに行かしたりしてい
ました。教科担任と普段から良い関係を作つておくことが、授業を整えることにつながつて
いることを感じていました。その場で指導せず後からトラブルの様子だけを言いに来る先
生方もいましたが、生徒たちから何気なく聞き出して指導しておくこともありました。学級
集団の状態を良くすることは、単に子どもたちへの指導だけではなく、学級集団を取り巻く
地域や教師、家庭などとも関係を良好にしておくことの大切さを教えられました。
学級担任として長年にわたり続けていたことがあります。それは相互評価を使つて「行動
の記録」の資料を作り、懇談会で子どもたちの学校生活の様子を保護者に知らせていたこと
です。「行動の記録」は、生徒の長所や特性に関する内容で、生徒の個性や適性を見極める
大変重要な部分を担つているのですが、指導者の主観に委ねられたり、自己評価の信憑性に
疑間があつたりすることから、相互評価も加味する必要がありました。それは、指導者だけ
では分からない事があり、何より仲間や友だちの影響を強く受けているからです。友だちか
ら認められていることは、本人にとつて何よりもの意欲の源になるからです。先生の評価を
中心に、本人の評価だけでなく周りの子どもたちからの評価も取り入れた評価が大切なの
です。そうして得られた様子は、家庭の様子と一致していました。
今回、研究をさせていただく機会を得て、これまで行つてきた学級集団の状態把握と指導
方法をさらに発展させることができました。多くの学級担任の先生方に活用していただく
ことが、私の忘れ物を解消することになると思います。
第1節 研究の目的
1 研究の課題と研究主題
善明宣夫(2013)は学級集団の特徴として、次の3つを挙げている。
「学級集団には、①教育の目的を達成するために、意図的、人為的に編成された集団
であり、②児童。生徒ばかりでなく、教育制度によって公的に認められた教師によって
構成され、③通常は1～3年の周期で形成と解散が繰り返されるという特徴がある。
特徴の1つは、企業集団に見られる経済活動を通じての利潤の追求などとは異なり、
集団での学習や生活を通じて児童・生徒の望ましい人格形成を図るといつた、きわめて
価値的で抽象度の高い目標が設定されている。
特徴の2つは、学級は児童・生徒と教師からなる社会集団であり、そこでの諸活動は
多かれ少なかれ教師の関与によつて進められる。教師の学級集団への影響力は極めて
大きく、教師の教育観、児童 。生徒観、対人魅力、あるいは風土の形成に作用するので
ある。
特徴の3つは、『クラス替え』が定着した背景には、教育の機会均等という理念の影
響が大きいとされている。個性の違う教師や生徒との交流機会を拡げることで、質的な
面での機会均等を図ることがめざされているのである。時間的制約は学級集団に別の
特徴をもたらすことにもなる。いわゆる家庭集団とは異なり、集団内の葛藤や問題の解
決を自然の時間的解決に任せることができにくいという点がそれである。こうした特
徴からも、学級集団の望ましい発達には、教師の積極的で計画的な介入が求められてい
るといえる。」(P。122)と指摘している。
学級集団は、子どもたちの成長に資するために編成されているものであり、学習活動
や生活指導、進路指導などのすべての学校教育活動が展開される中で、子どもたちの社
会性を育て、諸能力を引き出し伸長する重要な環境である。そうした環境に適応した子
どもたちは、自分に秘められた能力や才能を開花させる。学級の皆を笑わせることに適
性を見出した子は落語家や芸能人となったり、歌うことやスポーツに適性を見出した
子は歌手やスポーツ選手となつたりしている。
しかし、どの学校においても安定して学級集団の良い状態が確保されていると言い
切れるだろう力、残念ながらそう言える学校は少ない。それは、アセスメントの方向が
部分的であつたことに起因している。
水野治久、石隈利紀、田村節子、田村修一、飯田順子(2013)は「これまでの教育現場
における児童生徒に関するアセスメントは、特別な配慮が必要な児童生徒の個別援助
の方針と計画を立案するために、その基礎的資料を得るという目的で行われることが
ほとんどでした。そして、学級集団のアセスメントも、個別援助が必要な児童生徒の環
境要因に関する情報収集の1つとして行われていました。しかしながら、学校心理学で
は心理教育的援助サービスの対象は、特定の児童生徒だけではなく、すべての児童生徒
と考えます。このような観点から、すべての児童生徒に良い学校教育サービスを提供す
るためには、児童生徒が所属している学級集団の状況を的確に把握できるアセスメン
トがきわめて重要になります。」(P,50)
また、「これまでの多くの教師たちは、自分が担任する学級集団に対して、日常的な
観察を通してアセスメントを行つてきました。しかしながら、観察はどうしても主観的
になりやすく客観性を欠くために、学級集団の状況がかなり悪化してはじめて気がつ
くことも少なくありませんでした。その場合、学級集団を正常な状態に回復させるため
には、教師は膨大なエネルギーと労力を必要とします。」(P.50)と指摘している。
学級集団は学校組織の土台であるにもかかわらず、学級集団は学級担任の力量に任
され、組織的な学級集団の点検 0向上がなされていないことが多い。学級集団の状態を
客観的に把握・点検することは難しく、状態を指摘されてもその学級集団に合つた具体
的な改善策が分からず、放置されることが多い。
従来、学級集団の状態を把握する方法として、周りの教職員から情報交換をすること
が多く、教師の経験則に委ねられていた。しかし、ICT化により、教員同士の情報交換
の場が少なくなつたり、同僚性の希薄化から先輩が後輩を指導する機会が失われたり
していることから、情報交換の中で学級集団の状態を指摘し合い改善を図る機会は失
われつつある。また、子ども達からアンケー ト調査を行うにしても、学級の状態が悪化
すればするほど実態を正確に捉えることが難しくなり、調査となれば準備や分析に時
間が費やされ、簡単に状態を把握することは難しかった。
こうしたことから、学級集団の状態を簡単に的確に把握したり、集団特性を知つたり
する方法が必要であつた。さらに、子ども一人一人の状態を明確に捉え把握し、その子
どもに応じた適切な個別指導が講じられるようにする必要もあつた。
そこで、すべての学校での安定した学級集団作りに貢献できるために、学級集団の状
態を把握できる方法とその活用を目標にし、下記のように研究主題を設定した。
学級集団特性の把握方法とその活用
一 自己・他者評価の調査を通して 一
本研究が目指す学級集団の状態
に)先行研究に学ぶ
学級集団の状態を客観的にアセスメントできる尺度がいくつか発表されている。
例えば、河村茂雄(2000が開発した Q‐Uは、児童生徒一人一人に対してアンケート
を取り集計することから、学級集団の状態を把握している。2つのアンケー トから構
成されており、一つは「いごこちのよいクラスにするためのアンケー ト」でもう一つ
は「やる気のあるクラスをつくるためのアンケー ト」である。前者のアンケー トでは、
内容を 2つに分け、友だちから励まされたり認められたりしている内容と、暴力や
からかわれる内容の質問に対して 4段階で答えるようにしている。それぞれの合計
点を2つの軸「承認得点」と「被侵害得点」の表に表わすことから、4つの群に分け
て学級集団の状態を分析できるようにしている。また、後者のアンケー トでは、3つ
の領域(中学・高校生は5領域)で友達関係、学習意欲、学級の雰囲気について内容を
質問し、4段階で答えた得点合計を学校生活意欲プロフィールや学校生活意欲総合点
の分布などで表している。調査観点にふさわしい質問により、子どもの心理アセスメ
ントが適切に行われ、学級集団の状態把握につながっていると考える。
しかし、子ども自身の自己申告・自己評価による調査であることから、調査時の子
どもの状態や学級集団の状態、教師との関係に大きく影響されやすいことが問題と
なる。子どもたちの素直な状態での調査が前提となり、教師に対して「おべんちゃら」
を言つたり、過剰な評価や投げや り的な評価をしたりすることがない状態で調査す
る必要があつた。
こうしたことから、自己評価の正確性を高め、他者との関係性からも調べ友だち相
互の関係も調べることができるようにした。
他者評価の導入に関する長所として、
・ 普段の生活の中で、友だちの頑張りや良さを見る観点ができる。
・ 友だちから認められたい内面的な欲求を満たすことができる。
・ 認められていることに気付き、内発的な意欲喚起にする。
・ 指導者が気付かなかつた視′点を教えてくれる。
・ グループ化の様子が分かり友だち関係が分かる。
・ 他者からの視点に立って考える事かできる。など
友だちからどのように思われているか気になる年齢や、メタ認知の発達段階も考
慮し小学校高学年以上の調査が適していると考える。
121 目指す学級集団の状態
「学力が高い学級」「授業が静かな学級」などの学習に力を置いた日標をいきなり設
定する学級集団はない。学習やスポーツなどの目的達成に向け機能する学級集団にな
るためには、まず生活の中で共同的な関わりを深めることができる学級集団が必要で
ある。こうした意味から、本研究で目指す学級集団の状態は、共同体の学級集団の状態
であると考える。質問内容も、教師や学級集団に対する質問ではなく、子どもたち相互
に視′点を向け、普段の学校生活向上を意識させている。
多くの学級集団は学級目標を設定している。「互いによいところを認め合う学級」「友
だちのよさを認め合う学級」「協力する学級」「何事にも一生懸命に取り組む学級」など
が多く見られ、こうした学級集団の目標には、周りの友だちの頑張りやよさを認め合う
共同体の観点が見られる。本研究が考える学級集団の状態が良いとは、自他の頑張りを
互いに認め合う集団である。そうした学級集団からリー ダー的存在の子どもたちが多
く現れ、子ども一人一人が兼ね備えている個性が発揮されることが期待される。
第2節 研究の方法
1 研究計画
平成26年度は、先行研究書籍から学ぶことを中心に進めると同時に、調査内容や分
析方法について考察していつた。大阪市内の小。中学校からアンケー トを取つたり聞き
取つたりしながら調査内容に修正を加え試行錯誤を繰り返した。
・ 先行研究書籍から学ぶ
・ 調査の内容・方法について考察
・ 学級集団の状態を構成する要素についての考察
・ 資料の数値化についての考察
・ 資料のグラフ化についての考察
・ 実際の学級集団からの聞き取り
。 調査資料の分析
平成27年度は、平成26年度で修正し作成した調査内容をベースに、いろいろな学
級集団で調査を行つていつた。特に、一年間を通した学級集団の状態を把握することか
ら、学期毎の変化を提え学級集団の特性も分析ができるようにした。子どもへのアンケ
ー トだけでなく、指導者へのアンケー トも作成 し指導者の意識についても考察してい
くようにした。
・ 学級集団調査の実施と分析
・ 調査の整合性、修正と改善
・ 指導者意識調査の分析と改善
・ 調査の活用(教育相談)
平成28年度は、これまで積み重ねてきた調査・分析を基に作成した調査内容・方法
を、いろいろな学校で活用することに取り組んだ。調査した学級集団の指導者に直接会
い、整合性についての意見を聞き取ることも行った。
・ 調査分析結果と実際の学級集団の様子との関係について
。 実践(報告と助言)
・ 研究のまとめ
2 研究の視点
指導者が学級集団の様子がおかしいと感 じるのは、子どもたちのどのような様子で
あろうか。いろいろな様子が見られるが大きく二つに分けることができる。一つは、相
手に威圧感を与えるような暴言や暴力が見られ、子ども同士の対等な関係が崩れてい
る様子である。一つは、授業規律が乱れ授業が騒がしく集中できない様子である。こう
した様子が見られるとき、指導者は生活を振 り返らせルーズになつている気持ちを引
き締める指導をする。しかし、一時的な事として考えたリー 部の子どものせいにしたり
して指導が放置され、悪化の一途をたどることも多く見られている。そこには、状態を
示す根拠としてのデーターが必要となる。最小限、どのような視点が必要であろうか。
そうしたことから、状態を把握する視点として以下のように設定した。
視′点1
視点2
視点3
視点4
学級集団がどのような過程にあるのか。
規範に対する意識から学級集団を捉える。
学級集団のまとまり具合から学級集団を提える。
配慮を要する子どもたちから学級集団を提える。
3 調査実施・資料収集の方法
本研究は、学級集団内における子どもの自己0他者評価による調査研究であるため、
メタ認知が可能となる小学校高学年以降の学年を対象にしていることから、小学校 5年
生、6年生、中学校 1年生、2年生を対象にして調査を行つた。調査の時期は、 1学期
の調査は7月、2学期の調査は 12月、3学期の調査は3月である。各学級のホームル
ームで学級担任が 15分程度の時間を取り実施した。
平成26年度は、大阪市内の小学校2校、中学校 1校、計 12学級を抽出し調査した。
その内訳は、A小学校から3年生 1学級、4年生 1学級、5年生 1学級、6年生 1学級。
B小学校から5年生2学級、6年生2学級。T中学校から1年生 2学級、2年生2学級
である。その内、 1年間を通した調査学級は 2学級、2学期間のみの調査学級は 2学
級、1学期間のみの調査学級は6学級で、合計 16ケースの調査を取ることができた。
調査に協力していただいた学級のうち、3学年の学級集団があつたが、子どもたちの発
達段階から自己や他者に対する評価が漠然とした捉え方が見られ難 しい様子が見られ
たことから、分析対象の学級から除くようにした。また、3月に中学校でも4つの学級
集団で調査を行つたが、その時期にインフルエンザの流行があり、それに伴 う欠席者が
多くいたことから、全体の傾向を見る参考程度に資料を活用した。
平成27年度の 1学期には、4つの小学校の 11学級で調査を行つた。内訳は6年生
6学級、5年生5学級である。学校の所在地は大阪市の港区、城東区、都島区、住之江
区と広範囲に広がっている。1学級を除き 10学級全てにおいて、1,2,3学期を通した
調査を取ることができた。その 1学級は 1,2学期のみで、全部で32ケースの調査を取
ることができた。
平成28年度は、実践校として大阪だけでなく京都市内の小学校からも調査を取る
ことができた。大阪市内は2つの学校の5,6年生、計8学級について実践を行つた。京
都市内の小学校では5年生、1学級の実践を行つた。大阪市内の小学校では、すべての
学級担任と直接会い、調査内容の報告について整合の有無を確かめることができた。京
都の学校については、手紙での整合の有無について確かめることができた。
以上、59ケースの学級集団の資料を得ることができた。
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第2章 調査の内容と方法
第1節 子どもたちアンケー トについて
1 調査内容について
(1)調査項目の設定と期待される把握内容
新指導要録(様式 2)には「行動の記録」があり、その中に 10項目がある。無藤隆、
石田恒好、高岡浩二、桑原利夫 (2010)は「学校生活の全体を通して、個々の児童の行
動についての特徴を、分析的に把握し、総合的に解釈して、一人一人の児童の個性の理
解と指導に資するためにある。したがつて、それぞれの項目は、児童の行動の特徴、個
性を理解する観点であるとともに、指導の観点として活用すべきものである」(P.95)と
述べている。
そこで、「行動の記録」の10項目を、子どもの日常生活から具現化しアンケー トの質
問にするようにした。項目の趣旨と質問内容、期待される把握内容は以下の通りである。
① 基本的な生活習慣
・ 趣旨「自他の安全に努め、礼儀正しく節度のある生活をする」
。 アンケー ト質問内容 「落ち着いて学習やスポーツにがんばれましたか」
・ 調査により把握が期待される様子
この項目は、毎日元気に登校したり挨拶をしたりして落ち着いた学校生活の様子が
現れると考えられるが、反対に、生活に不安を抱え欠席や遅刻が多く、友だちに乱暴し
たり意地悪をしたりして学級集団が落ち着かない様子も現れると思われる。家庭0地域
との関連が強く表れる項目で、家庭や地域での安心した生活が学校での落ち着いた生
活に強く影響を与えている。学校では日々、時間割を通してパターン化した生活から子
どもたちの安定・安心感を育てているが、外部からの影響も強くあることから、今回の
調査では補助的な項目として扱うようにした。
② 健康 0体力の向上
0 趣旨「運動する習慣を身に付け、元気に生活をする」
・ アンケー ト質問内容 「毎日、休み時間は友だちと元気に遊んでいましたか」
。 調査により期待される把握内容
この項目の本来の趣旨は、自分の健康に関心をもち、自分をより良くする意識の向上
である。しかし、この趣旨を調査の質問にすることは難しいことから、元気に遊ぶ内容
の調査にすることから学級集団の中で元気でやんちゃな子どもたちの様子が現れるこ
とが考えられ、表出度が高くなることが学級集団の状態をよくすることには必ずしも
ならないことが考えられる。そうしたことから、この項目は、補助調査として扱うよう
にした。この調査で分かる具体的な様子として、休み時間に運動場で友だちと元気に遊
んでいる様子から子どもたち関係やストレスの様子がうかがわれる。反対に、外で遊ぶ
様子が見られない状態では、教室内で子ども同士のトラブルが起こりやすい様子が考
えられる。
③ 自主 。自律
・ 趣旨「目標をもつて進んで行い、課題に根気よく取り組む」
。 アンケー ト質問内容 「先生がいなくて、きちんとできましたか」
・ 調査により期待される把握の様子
この項目は、集団の中で自分をより良く発揮していく際にはなくてはならない項目
である。自主的に行動したり自らを律しコントロールしたりして、自分で正しく考え、
判断し実行しているかが現れると考える。具体的には、学級会でルールに従い話し合つ
たり考えたりすることや、授業規律が定着し自主的に自習中も自分たちで静かに学習
に取り組むことができているかなどの規範意識に関係していることである。反対に、自
分のすべきことが終われば遊んでいる様子や任された仕事がいい加減になり、しんど
いことを避けようとしている様子にも現れることが予想される。
④ 責任感
・ 趣旨「自分の役割と責任を自覚し、信頼される行動をする」
・ アンケー ト質問内容 「任された仕事は最後までやり遂げましたか」
0 調査により期待される把握の様子
この項目は、任された係や仕事に対して責任をもつて最後までやり遂げようとして
いる様子を知ることができると考える。学級集団の向上には、まず一人一人が学級組織
の役割を担当しやり遂げることが必要である。やり遂げることから達成感や信頼を得
ることになり、さらに互いに支援し合う関係が作られ多くのリー ダーを作ることとな
る。具体的には、自分達ですべきことに頑張つたり、生活ルールをしつかり守ろうとし
たりする規範意識に関することで、「僕も悪かつた」と言う自己責任感にも関係してい
ると考えられる。反対に、任された仕事もいい加減になり言い訳や責任転嫁、無責任な
言動が見られることが予想される。
⑤ 創意工夫
・ 趣旨「新しい考えや方法を求め工夫して生活をよりよくしようとする」
・ アンケー ト質問内容 「アイデアを出したり工夫したりできましたか」
・ 調査により期待される把握の様子
この項目は、自分らしい工夫やアイデアを進んで発揮することができる学級の雰囲
気が現れると考える。学級会や班活動などでアイデアを出したり、図画工作では面白い
作品を作ったりしている様子が見られる。自分の良さが発揮できる背景には、自分を受
け止めてくれる友だちや、自分を守らなくてもよい安心した学級集団がある。そうした
ことから、学級集団の安心感を知ることができると考えられるが、学級集団の中での他
者との関わりを必要としない様子も考えられることから、今回の調査の補助的な項目
としている。
⑥ 思いやり・協力
・ 趣旨「相手を思いやり、力を合わせて集団生活の向上に努める」
0 アンケー ト質問内容 「相手の気持ちや立場を考えて行動できましたか」
。 調査により期待される把握の様子
この項目は、友だち同士の対人関係に関する事柄であり、学級集団の目的が達成され
るためには友だち作りや仲間作りが不可欠である。いろいろな行事や活動を通して相
手の気持ちや立場を考え、子ども同士の関わりを深めている。調査により学級集団の中
で友だち同士の関わり具合が分かることが考えられる。具体的には、誰に対しても優し
く接し、互いに良いところを認め合えている良好な対人関係が見られ、気持ちよく皆と
協力して行おうとする他者意識がうかがわれる。反対に、自己中心的な子どもの様子や、
しかたなく協力し関わりが希薄化している様子を知ることができると予想される。
⑦ 生命尊重 0自然愛護
・ 趣旨「自他の生命を大切にし、自然を愛護する」
・ アンケー ト質問内容  「自然や人に対して優しくできましたか」
0 調査により期待される把握の様子
この項目は、動植物の生命を尊び、自然を大切にする気持ちを問う項目である。しか
し、この趣旨を調査の質問にすることは難しいことから、自然や人に優しく接する内容
の調査にすることから学級集団の中で、集団から孤立しやすい日立たない子どもたち
の様子が現れることが考えられ、表出度が高くなることが学級集団の向上とは必ずし
もならないことが考えられる。そうしたことから、この項目は、補助調査として扱うよ
うにした。この調査から具体的に分かることは、動植物の世話をすることが好きで、毎
日忘れずに掃除や水やりをしている様子である。
③ 勤労・奉仕
・ 趣旨「人や社会の役に立つことを考え進んで仕事や奉仕活動をする」
・ アンケー ト質問内容  「友だちや、学級、学校、地域のために活動しましたか」
。 調査により期待される把握の様子
この項目は、自分以外の人や社会に貢献しようとする様子を問う項目で、地域や家庭、
学年、学級や友だちのためにできることを考え行動する様子が分かると考えられる。そ
うした意味から地域や家庭からの影響もあるが、学校では学級の問題に対して皆で解
決を考えたり、友だちが困つている事を自分のこととして一緒に考えたりする様子が
現れると考える。学級集団での話し合いや友だちとの関わり具合にも関わつていると
考える。具体的には、地域行事へ参加したり、先生や友だち、家族、学級のことを考え
て行動したりする他者意識の様子がうかがわれる。反対に、自分の事が忙しく自分以外
の人や社会に関わろうとしない子どもの様子も伺うことができると予想される。
⑨ 公正・公平
・ 趣旨「誰に対しても偏見をもつことなく、公正 。公平に行動する」
。 アンケー ト質問内容  「誰に対しても、同じように接することができましたか」
・ 調査により期待される把握の様子
この項目は、異質性の育ちと関係 し互いの違いを尊重する友だち関係に関連した項
目である。誰に対しても対等に公平に接する様子を問い、友だちとの対等な関係がどの
くらい学級集団で築かれているかを知ることができると考える。具体的には、学級集団
の中で、誰に対しても好き嫌いがなく、対等に尊重し合う関係が築かれている他者意識
の様子が分かると考えられるが、反対に、偏った友だち関係から好き嫌いのグループ化
や、上下関係や力関係から不公正な様子がうかがわれると予想される。
⑩ 公共心 。公徳心
・ 趣旨「規則を尊重し、学校や人の役に立つことを進んで行う」
・ アンケー ト質問内容  「トイレや掃除道具などをていねいに使つていますか」
・ 調査により期待される把握の様子
この項目は、皆の物を大切に使う様子を見る項目で、公共物や公共の施設設備を使う
ときのマナーやルールを守る規範意識に関係している。また、家庭や地域で公共施設を
使つていることを考えると、家庭や地域の影響を強く受けている項目でもある。学校で
は、掃除道具を丁寧に使つたり、理科の実験や教材 0教具を大切に使つたり、校外指導
での公共施設の利用について指導している。具体的には、自分のことだけではなく、皆
のことを考え皆で使うものを片付けたり整えたりしている様子がうかがわれる。反対
に、皆の物を個人的に遊びながら使つていたり、乱暴に取り扱つていたりする様子が予
想される。
12)2つの意識から学級集団の状態を把握
「行動の記録」10項目のうち、「基本的生活習慣」「健康 。体力」晴J意工夫」「生命尊
重、自然愛護」の4つの項目を補助項目とした。補助項目とした4つの項目は、本来の
趣旨に合つた質問にすることが難しかつたり、学級集団の状態を調査する趣旨からず
れてしまったりする可能性が考えられるためである。6項目を他者意識と規範意識の2
つの意識に分けて学級集団の状態把握する要素として分析していくようにした。
「行動の記録」項目
・ 思いやり0協力に関すること
・ 勤労・奉仕に関すること
。 公正・公平に関すること
。 自主 。自律に関すること
。 責任感に関すること
。 公共心 0公徳心に関すること
① 他者意識から把握が期待されるもの
「思いやり0協力」「勤労・奉仕」「公平・公正」の3つの要素が「他者意識」を構成
している。この3つに共通することは、自分以外の周りの人や社会に対して、分け隔
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てなく誰に対しても対等に関わつたり、自分のできることから地域や学校・学級に貢
献したりする様子である。共通した目的を共有し、友だち同士の深い関わりや助け合
つたり補い合つたりする人間関係の様子が把握されることが期待できると考える。
また、互いに影響を受け合い1人では達成できないことも協力して達成していく中
で、相手の立場に立って物事を考えたり、相手の気持ちを考えたりして、自分以外の
友だちや学級集団のために役立ちたいという意識が把握できることが期待できる。
こうしたことから、学級集団における他者意識の向上は、子ども一人一人の安心感
を高め、生活への意欲や関心を高め、自分の個性の伸長を図る役割を果たしている。
まさに生きる力であり、子どもたちがこれからの社会をたくましく生きていく上で
身に付けさせたい意識である。
② 規範意識から把握が期待されるもの
「自主・自立」「責任感」「公共心・公徳心」の3つの要素から規範意識を構成して
いる。学級集団に様々な考えや生活習慣をもつた子どもたちが集い、共同した生活を
していくとき共通した約束が必要になる。互いの利益につながるためには各自で守
らなくてはいけない最低限の約束である。大切なことはそれを守ろうとする意識で
ある。学校では、時間割、学習規律、係の仕事、安全・衛生、公共施設の取り扱いな
どを通して、約束を守ることの意識を育てている。規範意識が高くなると、自分勝手
な行動が少なくなリルールに従つて行動したり、先生や友だちの指示に従つたりす
る様子が見られるようになり、全ての子どもの利益をもたらす学級集団となる。反対
に、規範意識が低くなるとルールや約束が守れないことになったり、指導者からの指
示が入らなくなつたりして、すべての子どもたちの利益が保証できなくなり、学級集
団としての意味が失われていくことになる。
最近は、個人生活の観点からの意見が通り集団生活の大切さが失われつつある。集
団生活は一人で生活することと異なり、集団で生活するには他者に合わす行動が必
要になる。自分がしたいことも我慢しなければならないこともある。しかし、多くの
ものや人の関わりがあり学びや成長に資しているものが多くある。けつして一人の
生活では、身に付けることができない大切な経験がある。その経験ができるためには、
だれもが守らなくてはいけない意識が規範意識でもある。日常生活でのルールが守
れず、他者に迷惑をかけている子どもも多い。学校の文化と強く関連し、家庭の文化
との差異からいろいろな教育問題が発生している部分でもある。
調査方法について
(1)アンケー ト実施方法
(調査の流れ
① 各学校ヘアンケー ト(子ども用、指導者用)の送付。
② 各学級集団でアンケー ト実施、実施後アンケー ト回収。
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③ 調査分析結果を学校・学級へ送付し懇談会等での活用。
指導者から整合性の評価を実施。
④ 担任からの分析の整合性評価を回収、聞き取り調査。
(調査の留意点)
子どもたちヘアンケー トを実施するときに、指導者が留意する点を以下に示し、
どの学級集団においても同じ条件で行えるようにした。
① アンケー ト用紙は、学級の人数分をプリントして配布・実施した。欠席者は後
日実施するか、また、しないかは担任の先生の判断で行つた。支援の必要な児童
については可能な範囲で実施した。
② 終わりの会や時間があるときに15分程度の時間を取つて実施。
③ 実施前に子どもたちへ、以下のことを説明。
・ 他の学級の友だちは書きません。
・ 名字で記名、あだ名や呼び名も正式な名字で書きます。ひらがなでも可。
・ 同じ名字があるときは、山本あ、山本い と記入してください。
・ 実施中、学級全員の名簿が必要なときは見てもかまいません。
・ 友だちとは相談しません。
④ 実施後は出席番号順に整え、本人の名前が右上に書いているかを確認。
・ あだ名や呼び名で書いているときは、名字を書き加える。
(2)アンケー ト実施の配布物
実施前の西己布物として
・ 子どもアンケー ト       (資料1)
・ 指導者アンケー ト       (資料 ②
。 調査に協力いただく担任の先生へ (資料9
実施後の報告書として
0 子どもアンケー ト
・ 調査にご協力いただいた先生方へ (資料0
・ 一覧表、分析結果、整合性評価
第2節 指導者アンケー トと内容と方法
1 調査項目1の内容と方法について
指導者の意識は高いように思われても実際の学級集団の状態は良くなかったり、意
識が低いようでも学級集団の状態は高かつたりする様子が見られる。指導者の意識が
学級集団の状態に影響を及ぼしているのは確かであるが、指導者の意識が効果的に指
導に生かされている様子は捉えにくい。
そこで、指導者が強く意識している項目と、学級集団に現れている項目とに関係が現
れているのではないかと考え、次のような調査を行うようにした。
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子どもたちへのアンケー トと同様に、指導要録様式2の「行動の記録」10項目につ
いて、指導者が特に意識して子どもたちに指導した項目を 3つ選択していただき、そ
の項目に学級集団の状態が高くなっているかを調べるようにした。
2 調査項目2の内容と方法について
指導者が学習や普段の生活の中で行つている指導方法について調査を行つた。様々
な指導方法がある中で、効果的な指導方法とはどのような方法であるのか、状態の良い
学級集団で行われている指導方法に共通したものがあるのか、などについて調べてい
くようにした。
調査方法は、指導者の指導の強さについて4段階で自己評価して答えていただいた。
他者意識や規範意識に関する指導内容を取り入れ、効果的な指導となるように質問内
容を改良していくようにした。平成27年度1学期、2学期では、次の7つの項目につ
いて調査したが、より効果的な指導方法にする必要から質問を変えていき、平成27年
度3学期、H28年度の実践と改善を図りながら下記調査内容に変更していつた。
平成27年度2学期までの質問
「全体指導が中心になつてしまう」 硝J除変更)     規範意識として質問
「言つたことはキッチリ最後までやらせる」       規範意識として質問
「学級のルールを基に指導している」           規範意識として質問
「話し合い、子どもに考えさせる」            他者意識として質問
「どの子どもに対しても人として尊重した対応をしている」 他者意識として質問
「じつと待つことができる」    網J除変更)      安心感として質問
「明るく注意している」      eJ除変更)     規範意識として質問
平成27年度3学期の質問
「時間割の変更を少なくしている」            規範意識として質問
「言つたことはキッチリ最後までやらせる」       規範意識として質問
「学級のルールを基に指導している」           規範意識として質問
「話し合い、子どもに考えさせる」            他者意識として質問
「どの子どもに対しても人として尊重した対応をしている」 他者意識として質問
「班活動を活発に行う」                 他者意識として質問
「事前指導に必ず時間を取つている」           その他の意識で質問
平成28年度の質問
・ 「友だちをバカにするような言動には、即指導を入れている」他者意識として質問
。 「一斉に活動するとき全員が揃うまで待つようにしている。」他者意識として質問
0 「班活動を学習や生活全般に行つている。」        他者意識として質問
。 「自分たちで決めたことは自分たちで守らせている。」   規範意識として質問
・ 「指導するとき、学級目標に照らし合わせて指導している。」規範意識として質問
「係や委員会など定期的な点検・振り返り活動をしている。」規範意識として質問
「行事や活動毎に児童の頑張りを皆に伝えるようにしている」その他の意識で質問
期待される把握内容(調査 2)
○ 「話し合い、子どもに考えさせる」項目について
子ども成長を促して行くには、他者との関わりをもたせる環境が必要である。いろ
いろな立場や思いにより異なる考え方があることに気付いたり、学級の一員として
の所属感を培つたりして、より深く友だちを理解していく指導である。自治的・民主
的な運営を学ぶことや、ルールに基づき話し合うことから学級集団の組織を意識す
ることにもなる。平成27年度調査では、状態のよい学級集団では全て行われていた
指導方法であることから、平成28年度では、「係や委員会など定期的な点検・振り
返り活動をしている」の質問に変え、より具体的な指導内容にして規範意識が期待さ
れる質問にした。
○ 「言つたことはキッチリ最後までやらせる」項目について
指導者の一言に重要な意味をもたせることから、子どもたちは集中して指導者の
言葉を聞くようになる。しかし、指導者の場当たり的な指導や、騒がしく子どもたち
が聞いていない中で指導していることから、子どもたちは指導者の指示をいい加減
に聞き流すようになる様子がよく見られる。指導者が自分の言葉に責任をもち決し
て譲らない姿勢をもつことから、子どもたちにも規範意識の育ちが期待される。平成
28年度からは、子どもを支援する指導方法に変え、「自分たちで決めたことは自分
たちで守らせている。」の質問に変更した。
○ 「学級のルールを基に指導している」項目について
指導者の気分により、その場その時で指示が変わつたり、指導内容がかわったりす
ることから、子どもたちは注意される基準、守るルールが分からなくなり、子どもた
ちを不安にさせていることが見られる。そのことから、学級のルールが曖味になって
しまい、自分たちで注意ができない、先生が注意するものとなつてしまう。ルールが
いい加減になつていくことから、学級集団の自治的機能が失われることになりやす
い。みんなが分かるルールやみんなが決めたルールに従つて指導がなされることが
必要である。平成27年度調査では、状態の良い学級集団で行われていた方法でもあ
り、平成28年度からは具体化し、「指導するとき、学級目標に照らし合わせて指導
している」として規範意識が期待される質問にした。
○ 「どの子どもに対しても人として尊重した対応をしている」項目について
指導者の子どもに対する関わり方は、子ども同士の接し方に影響を与えている。指
導者が、子どもに対して一人の人格をもつた人として対応すれば、子どもも相手に対
して同じように尊重した対応を学ぶようになる。そうしたことから、指導者の相手を
尊重する対応は、学級集団における他者意識と関わつていると考える。平成27年度
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調査で状態の良い学級集団では行われていたことから、28年度からは、友だち間の
関わりを直接指導する方法して「友だちをバカにするような言動には、即、指導を入
れている」に変更し、他者意識を育てる質問にした。
○ 「全体指導が中心になつてしまう」項目について
当初は、バランスが取れた指導を問い指導者の全体指導と個別指導との意識の高
低を捉えるようにしていた。しかし、指導内容や子どもの状態によリー 概には間えな
いことから、平成27年度3学期から「班活動を活発に行う」、平成28年度からは
「班活動を学習や生活全般に行つている」の質問に変更し他者意識が期待される質
問にした。
○ 「じつと待つことができる」項目について
子どもの話し合いについ口を出してしまい、結局、先生が決めてしまい話し合いの
意味を感 じない子どもたちにしていることが見られる。また、子どもが夢中になつて
しているときに、つい口を出してしまい主体性を奪ってしまうこともある。子どもが
起こした事象に対して、決めつけて話している様子も見られる。こうしたことから、
まず話を公平な立場で聞いたり受け入れたりする姿勢が、待つ姿勢に現れると考え
質問するようにしたが、平成27年度調査で状態の良い学級集団で取り入れられて
いないことから、平成27年度 3学期から「事前指導に必ず時間を取つている」と変
更し、さらに、H28年度からは指導者の意識ではなく指導方法として、「一斉に活動
するとき、全員が揃うまで待つようにしている」と質問を変え、他者意識を育てる内
容とした。
○ 「明るく注意している」項目について
日々起きる生活指導上の問題に対して、指導者はどのような雰囲気で対応 してい
るのであろうか。全体指導や個別指導により異なることもあるが、指導する指導者自
身の状態に大きく影響されているのではないかと考えた。すなわち、指導者の状態が
良いと問題事象に対しても余裕を持つて指導に当たることができ、明るく子どもが
反省できるように仕向けることができるが、状態が悪いと子どもの気持ちより指導
者の思いが優先し、暗く指導してしまう傾向が現れることが推測される。指導者のセ
ルフエステイームが現れていると考えたが、指導内容によつても異なることから削
除した。平成27年度3学期からは「時間割の変更を少なくしている」と変更したが、
あまり行われていないことから、H28年度からは「行事や活動毎に、児童の頑張り
を皆に伝えるようにしている」に変更し、他者意識を育てる質問に変えた。
調査項目3の内容と方法について
平成28年度より導入した項目である。この調査は、平成26年度、27年度の調査
で得られた情報を基に、実際の学級集団で見られる様子を予想 して作成したもので
ある。実際の学級集団の様子について指導者ヘアンケー トを行つた。学級集団で見ら
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れている子どもたちや教室環境などの様子について質問した。アンケー トによる学
級集団の実際の様子を調査結果から分析して、その学級集団で起きている事象の原
因や修正。改善策を提案できるようにした。学級集団の実際の様子を把握する方法と
して、状態の良い学級集団でよく見られている様子を項目にして、実態に近い様子に
ついて4段階で判断していただいた。
内容について
○ 「いろいろな子がリー ダーになっている。」「一部の子がリー ダーになつている」
○ 「遊びと授業の区別がついている」「授業中、騒がしく注意が多くなる」
○ 「教室の掲示物や道具は整つている」「教室の掲示物やものがよく破れる」
○ 「友だち同士の言葉かけはよくしている」「友だち同士の関わりが少ない」
○ 「誰にでも好き嫌いなく言葉かけている」「グループに分かれている」
○ 「人気者や個性的な子どもが多い」「力の強い子、弱い子の上下関係がある」
○ 「何事にも積極的に参加する」「一部の子に投げやりな言動が見られる」
期待される質問内容
○ 「いろいろな子がリー ダーになつている」「一部の子がリー ダーになつている」
26,27年度の聞き取りから、リー ダーが育つ学級集団と育たない学級集団があるこ
とが分かつた。それは係や委員会活動に関わつており、係分担をするときの様子に違
いがあつた。学級会の様子を見ると、積極的にいろいろな係を担当してみたいと係の
取り合いをしていた。係活動を担当するとき、周りの友だちは協力しており、誰一人
も文句を言う人はいない。誰がリー ダーになつても皆が従つているのである。これで
は係を担当したいはずである。
反対に、発言力の強い一部の子どもに学級全体が左右されている学級集団もある。
いろいろな活動に積極的で、いつも同じ子どもが日立っていることから、他の友だち
は日を出しにくく消極的になつている状態である。グループ化が生じやすい状態で
ある。
この質問を通して自他共に認められている学級集団の様子を提えるようにした。
○ 「人気者や個性的な子どもが多い」「力の強い子、弱い子の上下関係がある」
状態がよい学級集団の様子に、面白い子どもや個性的な子どもが多く見られ、学級
集団を活気づけている子どもたちが見られていた。ポジティブな子どもたちが多く
教室には笑い声がよく聞かれた。子ども同士の関わりが深く安心できる雰囲気の中
で、子ども一人一人の個性が発揮されている。
反対に、友だちにレッテルを貼り固定化した見方をしたり、偏った意見に流された
りして、思つたことや考えたことが自由に言えない。自分らしさが出せず傍観者的立
場になっている子どもたちもいる。学級集団の中で対等な関係が失われ、力の上下関
係から不公平感が漂う学級集団になつているからである。
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○ 「友だち同士の言葉かけはよくしている」「友だち同士の関わりが少ない」
27年度の学級集団を分析する中で、学級集団の状態の良し悪しに関わる要因の一
つに、友だち同士の関わり具合があることが分かった。関わりが希薄な学級集団で
は友だち関係で トラブルが生じやすく、関わりが深い状態では起きにくいことで
ある。その様子は、友だち同士の言葉かけの様子を見ればわかる。遊びに行くとき、
教室移動するとき、係の活動をするときなど、子どもたちの友だちへの言葉かけを
どのように行われているかを質問した。
反対に、友だち同士の言葉かけが少ないとき、友だち関係がスムーズに行つてい
ないことを察することができる。また、特定の友だち同士での言葉かけによっては、
グループ化が,い西己される。
○ 「遊びと授業の区別がついている」「授業中、騒がしく注意が多くなる」
○ 「誰にでも好き嫌いなく言葉かけている」「グループに分かれている」
学級集団の状態は、授業中の子どもたちの様子に現れることが多いことから、授
業規律の面から質問した。学級集団でグループ化が見られるとき、授業中が騒がし
くなる傾向が見られている。また、休憩が終わり授業に遅れて教室に入つてくる様
子にも関連していると思われる。授業より仲の良い友だちが気になるからである。
その様子は、子どもアンケー トの様子に現れ、特定の友だちを多く挙げている子
が多いか否かをみれば分かる。学級集団の中でグループ化が進行 しているかどう
かを見ることができるために質問をした。
○ 「何事にも積極的に参加する」「一部の子に投げやりな言動が見られる」
状態の良い学級集団では、指導者が子どもたちから好かれており、先生の言われた
ことを守り、頑張ろうとしている子どもが多いことである。先生に認められたい、褒
められたいと思い頑張つている子どもが多く、何事にも積極的に関わり参加 しよう
とする姿勢が見られる。しかし、そうした指導者の強いリー ドは、一方的な注意や叱
責となったり、一部の子どもたちをJF除することになつたりして、学級集団を2分し
てしまうことがある。指導が入りにくい子どもにして、投げやりな言動へと誘因して
いる事である。こうした様子を質問から調べるようにした。
○ 「教室の掲示物や道具は整つている」「教室の掲示物やものがよく破れる」
実際の教室の様子を見る中で、学級集団の状態を見るとき、それがよく目に見えて
表れているのは教室の掲示物や備品の置かれた様子である。特に、心を痛めている一
部の子どもたちにとつて、教室の目にするものが敗れていたり、あるものが無かった
りすることは、不安を助長するものに他ならない。破損しているものがあればすぐに
直したり、修理したりして子どもたちの日に入れない配慮こそ、指導者の目に見えな
い指導であり、安心感が漂う環境調整である。
反対に、敗れたものが放置されている教室は、子ども同士の関わりが希薄になり自
分に忙しくなつている様子が表れていると考える。
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第3章 分析の方法
第 1節 一覧表の作成                         資料 5
l A,B,C,D,グループの分類
「行動の記録」における10項目について、子ども一人一人に対して調査を行つた。
アンケー トでは、自己評価と他者評価を行うようにした。自己評価では、それぞれの調
査項目について、「特に頑張つた」「普通にした」「まったくしなかった」の3段階で評
価するようにした。他者評価については、その調査項目に頑張つていると思われる学級
の友だちの名前を記入するようにし、挙げる友だちの人数は限定しなかつた。そして、
アンケー トを整理する際に、一人一人の子どもについて項目毎に何人から自分の名前
が挙げられているかを集計していつた。さらに、自己評価と他者評価との関係から以下
の基準で5つのグループに分類した。
Aグループ・・自己評価は「特に頑張つた」
他者評価は2人以上の他者から「頑張つている」という評価を得ている。
Bグループ 00自己評価は「まつたくしなかつた」「普通にした」
他者評価は2人以上の他者から「頑張っている」という評価を得ている。
Cグループ・・自己評価は「特に頑張つた」
他者評価は 1人以下。
Dグループ 0・自己評価は「まつたくしなかつた」
他者評価は 1人以下。
無表出  ・・AB,C,Dグループ分けに該当しない
自己評価と他者評価の高低とグループ分けの関係 (図1)
他 高
者
評
価
低
自己評価
図1 自己評価と他者評価の高低とグループ分けの関係
こうした基準で子ども一人一人のアンケー トを集計していき、項目毎に分類したグ
ループ名を一覧表に書いていった。
2 予想されるA.B.C.Dグループの特徴について
アンケートをグループに分けるとき、子ども本人の意識が重要であつた。「自分が頑
張つている」という意識がベースとなり、他者からの評価により特徴のグループ分けが
される。すなわち、「自分が頑張つている」という意識が高かつたり、他者からの承認
Bグループ I Aグループ
Dグループ i Cグループ
?
低
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が多かつたりする状態はAB,Cグループの特徴の表出が高いという状態である。
このことから、各グループの特徴として次のことが予想される。
(1)Aグループの子どもの様子
自分の努力が他者からも評価されていることから学級集団に適応 し、多くの友だ
ちと協働的活動が考えられる。
・ 集団規律や人間関係など、集団に適応が見られ何事にも積極的な様子。
・ 自分の適性が認められ発揮される様子。
・ 相互理解が進み援助行動が見られる様子。
・ 多くの子どもたちがリー ダー的存在である様子。
(21 Bグループの子どもの様子
自分では意識 していないが、他者からの評価が高いことから、マイペースなタイプ
の傾向が考えられ、次の事が考えられる。
・ 誰に対しても対等な人間関係の様子。
・ 何事にも協力し周 りの友だちと楽しく活動している様子。
・ 任されたことは頑張ろうとする様子.
・ 一つ一つの活動にしつかり取り組み工夫やアイデアが見られる様子。
13)Cグループの子どもの様子
頑張つているが他者からはあまり認められていないことから次の事が考えられる。
。 そのときだけ頑張ろうとするが続かず、早く終わろうとする。
・ 指導者や友だちにより態度を変える様子。
・ 自己主張や他者の考えを受け入れず孤立する様子。
0 すべき事はするが友だちと協力することが苦手な様子。
14)Dグループの子どもの様子
頑張つた意識はなく他者からも認められていないことから次のことが考えられる。
・ 達成経験が少なく失敗を恐れ、何事にも消極的で経験が身につきにくい。
・ 相手に合わせ受身的で、友だちが限られ存在感が薄い。
・ 何かあれば責任転嫁する様子。
・ 思い通りに行かないと投げや りになる様子。
(9 無表出の子どもの様子
はつきりした主体性がなく、漠然とした生活や受身的な関わりが多く、次のことが
考えられる。
・ 自分の意見をあまり言わない。
・ 何事にも積極的な動きはあまり見られない。
・ 傍観者的な位置にいて目立つことはない。
・ 周りの様子をうかがいながら動いている。
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3 特定の友だちの名前を多く挙げている子の抽出
子どもたちアンケー トー 枚一枚を集計するとき、以下の特徴が見られるとき、その子
どものアンケー ト用紙に追記しておくようにした。
・ 自分は「頑張つていない」と評価している項目が3つ以上ある子。
・ 頑張つていると思う友だちの名前が特定の子に集中している子
こうした特徴が見られる子どもに対しては、自己肯定感が低かつたり、友だち関係
が限定されていたりする様子が見られる。その子が置かれている状態を知り、全体ヘ
の指導と並行 し、その子の状態の改善に向けた個別の指導を工夫していくことがで
きるようにした。
4 数値化
(1)A,B,C,D,無表出の表出度
A,B,C,Dの表出している割合を数値化した。
その計算方法は、
。 Aの表出度
一覧表の中に現れた全てのAの個数を合計し、調査人数×10項目で除した数値。
・ Bの表出度
一覧表の中に現れた全てのBの個数を合計し、調査人数×10項目で除した数色
・ Cの表出度
一覧表の中に現れた全てのCの個数を合計し、調査人数×10項目で除した数値。
・ Dの表出度
一覧表の中に現れた全てのDの個数を合計し、調査人数×10項目で除した数色
・ 無表出の割合
一覧表の中に現れた全ての無表出の個数を合計し、調査人数×10項目で除した
数値。 100%からA,B,C,Dの表出度を引いた数値でもある。
12)学級集団の状態を数値化
学級集団の状態は A,B,C,Dの表出する割合(表出度)と大きく関係している。Dや
無表出を除くAB,Cの表出度を合計した数値は、学級集団の状態を知る一つになる
と考え、学級集団の状態を表す指数として捉えることにした。
例えば、
Aの表出度 15%、Bの表出度 20%、Cの表出度 10%のとき、
15+20+10=45        学級集団の状態度 45%とした。
13)各調査項目の状態を数値化
10項目毎に表出したAB,Cの個数合計を調査度数で除した割合を、その項目の状
態度とした。例えば、調査度数 25、生活習慣の項目の表出でAが5つ、Bが4つ、
Cが3つのとき5+4+3=12 12■5=0.48 基本的な生活習慣の状態度48%
同じ方法により、他の項目についてもそれぞれ状態度を算出した。
○ 基本的生活習慣の状態度とは
基本的生活習慣の項目で、A,B,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を
「基本的生活習慣の状態度」とする。
○ 健康・体力の状態度とは
健康・体力の項目で、へB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を「健康・
体力の状態度」とする。
○ 自主・自律の状態度とは
自主。自律の項目で、AB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を「自主・
自律の状態度」とする。
○ 責任感の状態度とは
責任感の項目で、A,B,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を「責任感の
状態度」とする。
○ 創意工夫の状態度とは
創意工夫の項目で、AB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を 賄J意工
夫の状態度」とする。
○ 思いやり。協力の状態度とは
思いやり0協力の項目で、A,B,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を
「思いやり。協力の状態度」とする。
○ 生命尊重 0自然愛護の状態度とは
生命尊重・自然愛護の項目で、へB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値
を「生命尊重 0自然愛護の状態度」とする。
○ 勤労奉仕の状態度とは
勤労奉仕の項目で、AB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を「勤労奉
仕の状態度」とする。
○ 公正・公平の状態度とは
公正・公平の項目で、AB,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を「公正・
公平の状態度」とする。
○ 公共心 0公徳心の状態度とは
公共心・公徳心の項目で、A,B,Cの表出個数を合計し、調査度数で除した値を
「公共心・公徳心の状態度」とする。
に)他者意識 0規範意識の指標化
○ 他者意識の指標化
各調査項目の状態度のうち、他者意識に関する項目(思いやり、勤労奉仕、公正 。
公平)の状態度を平均した値を他者意識の指標とした。
例えば、思いやり55%、勤労奉仕60%、公正・公平70%のとき
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( 55+60+70)÷ 3 〓61.6
0 規範意識の指標化
四捨五入して   他者意識は 62%
規範意識に関する項目(自主自律、責任感、公共心)の状態度を平均した値を、規範
意識の指標とした。例えば、自主自律が65%、責任感 60%、公共心45%のとき、
(65+ 60+ 45)÷ 3 =56.6 四捨五入して 規範意識は 57%とした。
(51 0R度(子ども一人一人の状態を指標化)
子ども一人一人が学級集団に対してどのくらいの適応をしているか、他者・規範の2
つの意識からその状態を提えたのがOR度である。OR度とは、the sellse of Other、
the sense of Regula伍onのORを取つたもので、他者意識と規範意識の程度を表す指
標である。学級全体で使つている他者意識や規範意識と区別するためにOR度とした。
0%から100%の範囲で表している。
(OR度の計算方法)
子ども一人一人についてOR度を算出していく。他者意識の3つの項目(思いやり、
勤労奉仕、公正・公平)と規範意識の3つの項目(自主。自律、責任感、公共心)の合計
6つの項目について、へB,C,D,の配点により合計点を算出し、全体に対する割合を出
したものである。配点は、Aは2点、B,Cは1点、Dは-1点。
0 6つの項目全てがAのときは最大12点、全てがDのときは最小-6点となるこ
とから、全体の幅(レンジ)は18点。
○ 配点に基づき、子ども一人一人について 6つの項目について点数化し合計する。
そのとき合計得点がマイナスとならないように、予めその合計に6点を加えておき、
かさ上げをしておく。
○ 合計得点を全体の18で除して、OR度とする。例えば、Aが3つ、Bが2つ、
Cが0つ、Dが1つ のとき、
配点の合計点  2×3+1×2 + 1×0 +(-1)× = 7点
かさ上げ6点  7+6 = 13
全体で除して  13÷18 = 0.72 四捨五入して OR度は72%とした。
さらに、子ども一人一人の様子を他者意識と規範意識から分析するために、一人一人
の子どものOR度をOとRに分けて指標化し分布図に位置付けた。この数値は割合で
はなく9点満点の得点で表した。それぞれの意識の3つの項目について配点に基づき
合計点を出し、合計点がマイナスにならないように3点のかさ上げをした。
(Oの算出例)思いやりがA、 勤労奉仕が C、 公正公平が D、 の場合
西己点合計   2×1 + 1×  + (-1)×1 = 2
かさ」ュげ3点 2+3 = 5 0の値は5点
(Rの算出例) 自主 。自律がA、 責任感がD、 公共心が D、 の場合
配点合計  2×1+(-1)×2 =0
かさ上げ3点 0+3 =3       Rの値は3点
第2節 グラフ化
一覧表を基にして、子どもたちや学級集団の状態について数値化した。しかし、全体的
な傾向や子ども一人一人の置かれた位置などを把握するためには、数値だけでは分かり
にくい。そのために、視覚的なグラフ化の処理を行つた。
l A,BI C,D,無表出の割合を円グラフ化
ムB,Cの該当者の割合が多いことは、自己・他者評価が高い子どもたちが多いという
ことから、学級集団全体で へB,Cの該当者がどの程度を占めているのかにより学級集
団の状態を提えられる。AB,Cさらに「学級集団の状態」を、Aの表出度、Bの表出度、
Cの表出度についての割合を視覚的に提えDや無表出の割合と比較することから、自
治的な学級集団への過程を提えることができる。(図2
図2 A,B,C,D,無表出の割合を円グラフ化
他者・規範意識のグラフ化
ほ)他者意識、規範意識の棒グラフ化
規範意識を他者意識と比較し棒グラフから学級集団の状態を提えるようにした。
学級集団の状態を良くするには、1学期に規範意識を一定以上高めておくことが大
切で、規範意識が高ければ他者意識も高まる可能性が見られる。(図9
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図3 他者・規範意識のグラフ化
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(2 下位検査グラフ化による他者意識と規範意識の状態
2つの意識の下位項目の状態を棒グラフ化し、指導に生かせるようにした。(図0
図4 規範意識の下位項目
OR度から度数分布表化
子ども一人一人のOR度を度数分布表にまとめることから、学級集団のまとまり具
合を提えるようにした。何事に対しても消極的な子どもたちや何度も注意を繰り返し
ている子どもたちは、学級集団から離れている子どもが多く、下位と上位に分かれて
いる学級集団の構造的な問題でもある。 (図D
10
子ども一人一人の位置を分布図化
縦軸に O、 横軸にRを取つた分布図に、子ども一人一人の状態を位置づけ、学級集
団全体から見た状態を把握できるようにした。特に、特別支援学級在籍の子どもや、
行動面での配慮が必要な子どもとその周辺の友だち関係について捉える。(図0
0
図6 学級内の子どもの位置分布図
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第4章
分析の内容
第1節 学級集団の分析
l A,B,C,D,無表出と学級集団の状態との関係
に)へB,Cの該当者の割合合計に関すること
資料5
各学級集団の学期毎に へB,Cの該当者の割合合計を算出し、10%ずつの割合毎に各学級集
団を分類した。
70%台の学級集団は・ 0・u学級集団の2学期(700/OH.3学期(70°/OH
60%台の学級集団は・・・i学級集団の2学期(63%)、1学級集団の2学期(670/On.3学期(62%)
q学級集団の3学期(690/On、t学級集団の2学期(67%)3学期(650/OH
v学級集団の1学期(63%)、w学級集団の1学期(64%)
50%台の学級集団は・… h学級集団の2学期(59%)3学期(58%)、i学級集団の3学期(52%)
j学級集団の2学期(54%)3学期(54%)、1学級集団の1学期(540/OH
m学級集団の2学期(52%)、p学級集団の2学期(55%)3学期
(52%)、q学級集団の1学期(530/On 2学期(57%)s学級集団の2
学期(530/OH、t学級集団の1学期(570/02、u学級集団の1学期(590/OH
40%台の学級集団は000h学級集団の1学期(44%)、i学級集団の1学期(46%)、j学級集団
の1学期(400/Ob、m学級集団の1学期(430/OH、p学級集団の1学
期(48%)、s学級集団の1学期(41%)3学期(44%)
以上から、60%台以上の学級集団には、状態が良い学級集団が見られている。反対に、
40%台の学級集団には、状態の良くない学級集団が見られ、はつきりと分かれている様子が
分かる。その境目が50%台の中にあり、1学級集団は54%から向上しq学級集団は53%か
ら向上している。反対に、p学級集団は55%から下降し8学級集団は53%から下降してい
るいる。境目が55%前後に見られいる。
こうしたことから、学級集団の標準的な状態を 55%と設定することから、高い状態へ推
移していく際の経過の値として捉えたり、逆に、低い数値が学級集団の悪化している状態を
示す値として捉えたりして、学級集団がどのような過程に在るのかを知ることができると
考える。
12)Al自己・他者評価が共に高い)グループに関すること
① Aの該当者が多い学級集団について (表12)
Aの該当者が25%以上の学級集団として3つの学級集団q,u,vについて分析した。この
3つの学級集団は、いずれも他の学期においても20%以上ある。Dや無表出の割合は低く
実際の学級集団の状態は良い状態であった。
表12 A表出度が高い学級集団
学級集団 学期 他者意識 規範意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
q学級集団 3 77 65 26 26 17 23 8
u学級集団 2 70 76 26 18 26 26 4
v学級集団 62 72 28 15 20 34 3
・ q学級集団は、Aの該当者が1学期は20%、2学期は21%、3学期は26%と確実に向上し
それに伴い、Dの該当者は1学期 12%、2学期 11%、3学期8%と減少していつている。担
任は昨年6学年を担当した教諭で、規範意識も学期ごとに向上し1学期 55%であつたが 3
学期は 65%になつている。3学期の実際の学級集団の状態は良く、話し合いや集会活動を
多く取り入れ、集団から離れがちの子どもも集団の中に入つて活動している。
・ u学級集団は、Aの該当者が1学期は 18%、2学期は26%、3学期は20%で、Dの該当
者はどの学期も5%以下と少ない。Cの該当者がどの学期でも高いことは、この学級集団の
特徴と言える。実際の学級集団の様子は、学級集団が大変に明るく、子どもたちと担任の先
生との関係は良好で、先生に認められたいと頑張る子どもが多くいる。
・ v学級集団は、1学期だけの調査であるがDの該当者が3%と低く、規範意識は72%と高
い。昨年度は学校が研究指定を受けていたこともあり5学年集団の状態がよく引き継いだ
学級集団である。実際の学級集団の様子は、自治的な学級運営が継続してなされている。
3つの学級集団の様子について、その他にも聞き取りを行つた。共通した様子は、0 -部の子どもが目立ち活躍するのではなく、いろいろな子どもが係を分担し、周りの子ど
もたちが係の子の指示に従い協力的であることである。その仕事を任された子どもは話し
(%)
合いの司会をしたり、活動で仕切つたりしている。係りを決めるときにも積極的に立候補す
る子どもが多く、任された仕事に頑張ることが認められる機会にもなつている。
・ 教室環境は整つていることも共通している。美化係や掲示係などの係活動を通して環境整
備をしている学級集団も見られるが、物を大切に使うことは、友だちを大切にすることの延
長上であり、互いに良いところを認め合っている安心した環境を作つている。
・ 学級集団の雰囲気を明るくする人気者が多く、いろいろな特技や個性をもつた子どもたち
がいることも共通していた。面白いことを言つたりしたりする子ども、アニメを描くことが
得意な子ども、踊つたり歌つたりすることが得意な子どもなど、学習活動や集会活動ではそ
れぞれの持ち味を発揮している。
以上のことからAの該当者が多い学級集団では、子ども同士の認め合える環境が作られ子ど
もの個性が発揮され磨かれる環境になっていることが予想される。そのことはOR度の度数分
布表においても上位に分布が移つていることからも理解できる。ただし、Dの該当者が多い場
合は、学級集団が二つに分かれている様子が見られる。
② Aの該当者が少ない学級集団について (表19
Aの該当者が15%未満の少ない3つの学級集団i,j.p,について分析した。(表13)
表13 Aの該当者が少ない学級集団                       (%)
学級集団 学期 規範意識 他者意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
i学級集団 1 41 44 13 23 10 44 10
i学級集団 3 48 57 12 30 10 38 10
j学級集団 46 39 13 15 12 49
j学級集団 2 48 57 14 24 16 37 9
j学級集団 3 52 55 14 25 15 37 9
p学級集団 2 53 62 13 31 34
p学級集団 3 46 53 13 31 8 36 12
・ 1学級集団は、Aの該当者が2学期 16%と一旦向上したが3学期にはまた下がつている。規
範意識も同様に1学期は 41%、2学期 58%、3学期 48%と2学期は向上するが3学期は下が
つている。3学期の実際の学級集団の様子は騒がしく、なかなか指導者からの指導が入らない
様子が見られていた。
・ j学級集団は、Aの該当者はどの学期も14%前後で変わらない。規範意識は 1学期 46%、2
学期 48%、3学期 52%である。昨年の4学年時に学級集団が崩壊し、指導者からの指導が全
く入らない子どもが一部見られていたが、引き継いだ指導者は急な改善に走らずに2年間か
けて、ゆつくり指導をしている。分布範囲は1学期のときは満遍なく広がっていたが、2学期
は二つの山が見られるようになり3学期は下位に分布が見られている。実際に一部の子ども
に手を焼いていた様子が見られた。
・ p学級集団は、Aの該当者が 1学期は20%で2学期 3学期は 13%と下がつている。規範意
識も1学期 56%、2学期 53%、3学期 46%と徐々に下がつている。実際の学級集団の様子は
1学期当初、教師主導型で強い一方的な指導が見られていたが、2学期3学期は担任の先生が
いない授業では騒がしくなつていた。
3つの学級集団に共通することは、Dの該当者が10%前後と多いことや、Dと無表出の該当者
の割合を合わせると 50%前後になっていることから、学級集団の状態としては良くないことが予
想される。実際に3学期の学級集団の様子は一部の子どもたちへの指導が入りにくくなつたり、友
だち同士の トラブルも見られたりしている。
他に聞き取つたことは
。 一部のリーダー的な子どもたちの発言力が強く、話し合いになると偏つた方向に決まりやす
い所があることから、自分たちで話し合いをすることが難しいと判断し、指導者は話し合いの
場を避けるようになつていた。反対に、そうした子どもたちが動けば、まとまつて動いている
こともあるが、対等な関係ではない。
・ 友だち関係の中で、先生の前では目立たないが仲良しグループや力関係が見られている。
・ 係 りを決めるとき、やつたことのある係を担当する子どもが多い。皆をリー ドする係は避け
ようとする態度も見られ、係活動が十分にできていない係がある。
8)Bの該当者に関すること
① Bの該当者(自己評価は低いが他者評価は多い)が多い学級集団について (表10
Bの該当者が多い30%以上の学級集団として、i,Lpの学級集団について分析をした。
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表14 Bの該当者が多い学級集団
学級集団 学期 他者意識 規範意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
学級集団 2 70 58 16 32 15 33 4
学級集団 3 57 48 12 30 10 38 10
学級集団 2 65 74 22 31 14 27 6
学級集団 3 63 60 16 31 15 32 6
p学級集団 2 62 53 13 ??
?
? 34
p学級集団 3 53 46 13 31 8 36 12
・ i学級集団は、Bの該当者は1学期 23%、2学期 32%、3学期30%と高い。他者意識は1学
期44%と低かつたが、2学期は70%と高くなり、3学期は57%と下がつている。規範意識は1
学期41%、2学期 58%、3学期は48%と低い。友だちを大切にする指導はされているが子ども
たちの様子はメリハリがなく指導者の話を聞いていない。2学期は学年として活動することが
多く規範意識は高まり他者意識も高まつたが、3学期は1学期に戻り、授業は騒がしい様子が
見られ指導に困つている状態が見られた。アンケー トでは特定の子どもの名前を多く挙げてい
る子どもが多く見られグループ化が見られていた。
・ 1学級集団は、Bの該当者は1学期 21%、2学期3学期とも31%と多い。規範意識は1学期
64%、2学期 74%、3学期60%と高い。話し合いを学習や生活の中に多く取り入れ、学級集会
活動や全員遊びなど、全員が関わり合う活動を大切にしている。また、子どもたちが決めたこ
とは自分たちで守らせる指導や自治的な学級作りに取り組んでいた。係りや役割を決めるとき
積極的に関わつている子どもが多い。グループ化は見られない。
・ p学級集団は、Bの該当者は1学期 15%、2学期3学期は31%と多くなっている。他者意識
は1学期 40%、2学期62%、3学期53%と一旦上がりまた下がつている。しかし、規範意識は
1学期 56%、2学期 53%、3学期46%と下がつて行つている。子どもアンケー トの中で、特定
の友だちの名前を多く挙げている子どもが多く、Dの該当者が多いことからグループ化の可能
性が高いと思われる。係りを決めるときも消極的な子どもが多く見られる。
以上のことから、Bの該当者が多くなるのは 2、 3学期であり、1学期を通して新たな友だち
関係が作られつつあると考える。また、他者意識とBの該当者の多少は関連している。どの学
級集団でも他者意識とBの該当者が同じように1学期に比べて2学期に増加していたり、高い
他者意識の学級集団ではBの該当者が多くなり、低い他者意識の学級集団ではBの該当者も少
ない様子が見られたりした。他者意識を高めるためにはBの該当者を多くすることであると考
える。他にも
・ 班や小グループを活用し、話し合いの活動を積極的に取り入れている様子が見られる。
・ Bの該当者が多く、Dの該当者も多いときは、グループ化が疑われる。グループ化は、小人
数での認め合つている様子で力関係が働いていたり、学級集団にまとまりがないときに生じ
たりしている。子どもアンケー トで特定の子どもの名前を多く挙げている様子を確かめた上
で判断することが必要である。
・ Bの該当者の多少と他者意識は関連している様子は見られるが、Bの該当者が多いことが学
級集団の状態が良いことには限らず、規範意識との関連があると考え後述する。
② Bの該当者が少ない学級集団について (表19
Bの該当者が15%未満の学級集団としてh,m,s,t,uの学級集団について分析をした。
表 15 Bの該当者が少ない学級集団                         (°/。J
学級集団 学期 他者意識 規範意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
h学級集団 ?? 44 59 20 14 10 51 5
m学級集団 43 46 19 13 ???? 44 13
s学級集団 41 49 17 10 14 54 5
t学級集団
?
? 49 59 18 13 26 40 3
u学級集団 49 65 18 10 31 36 5
h学級集団では、持ち上がりの6学年の学級集団であり、4年生で学級崩壊を起こしている
ことから5年生時の3学期は規範意識 50%であつた。6年生になり1学期は59%と徐々に向
上している。 しかし、Dと無表出の該当者を合わせると56%と多い。
m学級集団では、規範意識や他者意識が低く、一部の子どもの指導が難しく話し合いが持て
ず指導者がリー ドし進める様子も見られた。Dと無表出の該当者を合わせると57%と多い。
3学級集団では、前年度の学級集団が崩れていたこともあり、指導者が全体をリー ドするよ
(°/。H
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りも個別指導を中心とする指導が多く規範意識は 49%と低い。Dと無表出の該当者を合わせ
ると59%と多い。
・ t学級集団とu学級集団は、同一校 5学年である。教師主導の指導傾向が共通して見られ、
子どもたちのやる気を引き出している。規範意識は59%、65%と高い。
以上のことから、Bの該当者が少ない 5つの学級集団に共通して言えることは、全て 1学期
に少なくなつていることである。学級編成が行われた1学期は、毎回、学級集団がリセットされ
友だちとの関わりが新たにスター トしているためにBの表出が低いことが考えられる。さらに
1学期では 1年間の学級経営を考えたとき、まず規範意識を育てておくことを指導者は意識す
ることから、Bの表出が抑えられているのではないかと考える。
に)Cの該当者(自己評価が高く他者評価が低い)に関すること
① Cの該当者が多い学級集団についてはH0
Cの該当者が25%以上の学級集団として、t,uの学級集団について分析をした。
表16 C該当者が多い学級集団                       (%)
学級集団 学期 他者意識 規範意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
t学級集団
?
? 49 59 18 13 26 40 3
u学級集団 49 65 18 10 31 36 5
u学級集団 2 70 76 26 18 26 26 4
u学級集団 3 70 73 20 23 27 25 5
t,uの学級集団で共通していることは、教師主導型が強いことである。聞き取りから、0 指導者は子どもの頑張りや良い行いに対して即、良い評価を直接伝えていることが多い。子
どもたちが「自分は頑張つている」と思つているときに、指導者からの適切な言葉かけが子ど
もたちの意欲にも関係している。
・ 指導者は行事や活動毎に、その子や友だちの頑張りを皆に伝えている。
・ 指導者は子どもたちに好かれ、先生の言うことを聞いて頑張ろうとしている子どもが多い。
② Cの該当者が少ない学級集団について
Cの該当者が10%未満の少ない学級集団として、p,q,s,の学級集団について分析をした。(表1つ
表17 Cの該当者が少ない学級集団
学級集団 学期 他者意識 規範意識 Aの該当者 Bの該当者 Cの該当者 無表出 Dの該当者
p学級集団 3 53 46 13 31 8 36 12
q学級集団 2 56 62 21 27 9 32 ??
s学級集団 3 48 39 15 20 9 49 7
p学級集団では、1学期 13%、2学期 11%、3学期8%と下がり、8学級集団では1学期 14%
、2学期22%、3学期9%と一旦上がるが3学期には下がつている。共通して頑張ろうとして 1
学期は高いが3学期までは長続きしていない。q学級集団では、 1学期 16%、2学期 9%、3学
期 17%と、2学期に下がつたのは問題が起きたことが原因している。しかし、解決したことから
3学期は上がっている。
その他の聞き取りから
・ 指導者からの繰り返される注意や叱責が多くなり、指示が入りにくい一部の子どもたちに手を
焼いている様子が見られる。
・ Dと無表出の該当者の合計が多く、一部の子どもが集団から離れている様子が分布図に現れて
いる。
以上から、資料としては少ないが、Cの該当者が多い学級集団ではDや無表出の該当者は少な
く 30%～43%の範囲であるが、Cの該当者が少ない学級集団ではDや無表出の該当者が 43%～
56%の範囲で多くなる傾向が見られる。このようにCの該当者が少なくなるとDの該当者が多く
なる傾向が見られ、CとDの合計した割合は変わつていないことから、学期によりどちらかに移
動しているのではないかと考える。
(51 D(自己。他者評価が共に低い)と無表出(自己評価は普通で他者評価は低い)に関すること
① Dと無表出の関係について
Dと無表出の該当者の割合を表にした。(表10
Dと無表出の該当者の割合について、Dの割合が上がれば無表出の割合も上がり、Dの割合
が下がれば無表出の割合も下がり、変わらなければ変わらない様子が見られた。学期が変わる19
ケースについて調べ、その内15ケースにそうした関連が見られ、約8割位の確からしさがあつ
た。
これはDと無表出の該当者が連動していることを示しており、Dや無表出の該当者の割合を
少なくし、他のA,B,Cの該当者になつて行くようにしていくことが、学級集団の状態を良い状
態にしていくことになると考える。
表18 Dグループと無表出の関係
学 級 学 期 無表出の割合 Dグループの割合 学級集団の状態度
h学級 1学期 51 5 44
2学期 37 4 59
3学期 39 3 58
i学級 1学期 44 10 46
2学期 33 4 63
3学期 38 10 52
i学級 1学期 49 40
2学期 37 9 54
3学期 37 9 54
l学級 1学期 38 8 54
2学期 27 6 67
3学期 32 6 62
m学級 2学期 44 13 43
3学期 38 10 52
p学級 1学期 42 10 48
2学期 34 55
3学期 36 12 52
q学級 1学期 35 12 53
2学期 32 ?? 57
3学期 23 8 69
s学級 1学期 54 5 41
2学期 44 3 53
3学期 49 7 44
t学級 1学期 40 3 57
2学期 31 2 67
3学期 35 0 65
u学級 1学期 36 5 59
2学期 26 4 70
3学期 25 5 70
② 学級集団の状態の基準値を設定
表 19に示すように、状態が良くない学級集団のDと無表出の割合について調べた。学級集
団の状態があまり良くない学級集団では、Dの該当者が 10%を超える学級集団が多く見られ
る。10%を超えていない学級集団も見られるが、無表出の割合が高くなっている。すなわちD
や無表出の様子は、どちらかが多ければ片方は少なく、どちらかが少なければ片方は多く、2
つの割合を合計すれば44%～60%の間に全て入る。そして、その値のほとんどは50%を中心
に±5の範囲にある値である。Dと無表出を合計した割合が 50%前後になっているとき学級
集団の状態があまり良くない可能性が高い。
以上のことから、全体からDと無表出の割合を除いたものが学級集団の状態度であること
から、学級集団の状態度の基準値として50%を設定することにした。しかし、基準値が50%
以下と言うことが、学級集団の状態が悪いと判断することにはならない。
表19 Dグループの割合が10%以上のときの無表出の割合と合計 (%)
Dの割合 無表出の割合 Dと無表出の合計
i学級集団 1学期 10 44 54
3学期 10 38 48
m学級集団 1学期 13 44 57
(%)
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2学期 10 38 48
p学級集団 1学期 10 42 52
2学期
?
? 34 45
3学期 12 36 48
q学級集団 1学期 12 35 47
2学期 32 43
s学級集団 1学期 5 54 59
2学期 3 44 47
3学期 7 49 56
2 他者意識と規範意識との関係からの分析
平成 27年度の10学級と、それぞれの学期毎について、合計29学期の学級集団の他者意識O
と規範意識Rの関係について OくR、 O=R,O>R,に分類し分析することにした。O(50は他者意
識 50%を表し±5の範囲は=の関係と見なす。
ほ)2つの意識は学期ごとに変動する力、 (表20
同じ学級集団において、毎学期2つの意識は上がったり下がつたりして変化していた。最も大
きな差として、t学級集団では他者意識が1学期 49%、2学期76%と、その差は27%であつた。
2つの意識はいろいろな要素に影響を受けているが、とりわけ学校からの要素は大きく、指導者
が変わつたり同じ指導者でも学期が変わつたりするだけでなく、学級集団で問題が起きたりす
ることからも影響を受けていると思われる。
また、この12)つの意識は、相互に影響を受け合い連動している様子も見られる。実際に、ある
学級集団で三学期に問題が起きたとき他者意識は低くなり、規範意識もそのことに影響を受け
て低くなっていた。規範意識と他者意識は、どちらかが上がれば上がり、下がれば下がつている
表20 他者意識と規範意識の関係
学級集団名 学期 度数 他者意識 規範意識
h 22 44 59
2 22 69 64
3 22 62 67
1
?
?
?
?
?
? 44 41
2 20 70 58
3 20 57 48
?
? 32 39 46
2 31 57 48
3 31 55 52
1 1 32 45 64
2 32 65 74
3
?
?
?
? 63 60
m 1 30 43 46
2 33 57 61
p 1 28 40 56
2 29 62 53
3 26 53 46
q 1
?
?
?
? 53 55
2 32 56 62
3
?
?
?
? 77 65
8
?
? 25 41 49
?
? 25 53 57
3 23 48 39
t 23 49 59
2 23 76 67
3 22 64 65
u 1
?
?
?
? 49 65
2 23 70 76
3 23 70 73
ケースは、全 19ケース中15ケースで見られ、約 8割の確からしさでこの傾向が見られる。こ
のことは、規範意識を高くすることが他者意識を高くすることを意味している。しかし、他者意
識を高くすることは規範意識を高くするとは限らないケースが見られる。
(21 規範意識が高くなる学期はいつか。俵 21)
表21 1学期の他者意識と規範意識
学級集団 1学期 学級集団 1学期
h 0(40<R(59p 0(40<R(50
1 O(4の=R(41) q 0(53)=R(55)
O(39<R(40 S O(41)<R(49
0(4D<R(64) O(49)くR(59)
m 0(49=]厳40 u O(49)<R(65)
1学期に規範意識の方が高いO(他者意識)<R(規範意識 の関係が見られた学級集団は、10学級
中7つであつた。残り3つの学級はO(他者意識)=R(規範意識)であつた。多くの指導者が 1学期
に規範意識を高めることの必要性を感じており手立てを講じている。1年間見通した学級経営を
考えるとき、1学期の規範意識が重要であることを示していると思われる。そのことは26年度
の調査において、調査対象学級全てにおいて同じ傾向が見られた。一学期 O(他者意識)=К規範
意識 であった3つの学級集団は、3学期に状態が悪くなつている。
鰺)他者意識と規範意識の関係はあるか。(表22)
3学期の学級集団の状態を分析するとき、学級集団の状態が良い、学級集団の状態があまり良
くない、の2つの状態に分けて規範意識と他者意識の関係を分析した。
① 学級集団の状態が良い学級集団として、h,1,q,t,uの5つ 学級集団を挙げた。全体的に落ち
着いた学習活動が見られ、子ども同士は対等な関係が保たれ自治的な活動が展開されている。
表22 状態の良い学級集団の他者・規範意識の関係
学級集団 1学期 2学期 3学期
h O(4の<R(59 O(69)=R(64)O(62)=R(67)
1 0(45)<R(64)O(65)くR(74)0(63)=R(60)
q O(53)=R(55)O(56)くR(62)O(77)>R(65)
O(49)<R(59)O(76)>R(67)O(64)=R(65)
u O(49)<R(65)O(70)<R(76)O(70)=R(73)
・ h学級集団は男性教諭が担任をしていた。4年生時に学級崩壊を起こした学年を5年生から
クラス替え無く引き続き担当している。特に、配慮を要する子どもたちの多くを学級内で担当
している学級集団である。体育主任として、校内の体育的行事を担当し、柔軟な姿勢で生活指
導ができ、子どもや保護者からの信頼は厚い。(図7)
1′半jOl 2学期
一 他者意識 一 規範意識
3学期
図7 h学級集団の他者意識・規範意識の関係
・ 1学級集団は、10年目の女性教諭である。子どもたちの間違つた言動に対して即指導を入れ
られる意識の高い教師で、子どもたちとの話し合いを取り入れている。問題傾向を有する子ど
もたちの話にはよく耳を傾けている。(図D
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1学期 2学期 3学期
一 他者意識 一 規範意識
図8 1学級集団の他者意識 。規範意識の関係
・ q学級集団は、1学期O(59=К5Dとやや高い意識でのスター トであつた。2学期は学年で
指導することが多く、規範意識が高くなり0(50<R160,3学期では0(7つ>R(65)となり、学期
を追うごとに学級集団として整い自治的な学級集団となつていた。(図9
80
1学期          2学期          3学期
― 他者意識 一 規範意識
図9 q学級集団の他者意識・規範意識の関係
e t,u学級集団は、同じ学年で2学級である。4年生での学級集団の状態は、大きな友だち関
係の問題もなく、学習体制も習慣化され引き継がれている。教師集団の様子も同じ歩調で指導
に当たつている。(図10(図11)
80
1学期          2学期          3学期
一 他者意識 一 規範意識
図10 t学級集団の他者意識・規範意識の関係
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1学期 2学期 3学期
一 他者意識 一 規範意識
図 1l u学級集団の他者意識・規範意識の関係
規範意識について5つの学級集団を同時に示すと下記の通りである。 (図19
また、他者意識について5つの学級集団を同時に示すと下記の通りである。(図19
規範意識1 他者意識1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1学期    2学期    3学期
―…Dh学級――Dl学級 ‐……q学級
………t学級 ‐――u学級
1学期   2学期    3学期
―
h学級-1学級 ‐……q学級
……‐t学級 ――Du学級
図12 状態の良い学級集団の規範意識    図13 状態の良い学級集団の他者意識
5つの学級集団に共通していることは、1学期はO(他者意識)<R(規範意識)の関係が見られ規
範意識が他者意識より高い。 3学期は 0(他者意識)=R(規範意識 、O(他者意識)>R(規範意識 の
関係が見られ他者意識は規範意識と同じか以上になつている。規範意識を 60%以上の状態にす
ることが、3学期で他者意識60%以上を維持できるのではないかと推測する。
② 学級集団の状態が悪い学級集団として、i,p,sの3つを挙げる。俵 23)
表23 状態の良くない学級集団の他者・規範意識の関係
1学期 2学期 3学期 特徴
i 学級集団 O(44)=R(41)0(70)>R(58)0(57)>R(48)三学期指導が入らず騒がしい
p学級集団 0(40)くR(56)O(62)>R(53)○(53)>R(46)三学期授業が騒がしく不成立
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8 学級集団 0(41)くR(49)O(53)=R(57)O(48)>R(39)学級崩壊 三学期担任交替
・ i学級の学年は2学級編成で、担任が女性教諭でその年に転勤で来たことから学級編成では比較
的問題が少ない子どもたちの集団を担当した。しかし、学級集団の様子は、「先生の言うことを聞
かない」「授業が騒がしい」などが見られ、指導が徹底できない様子も見られた。28年度は学級を
持ち上がった。学級の様子は同じ様子が見られ、集団としてはグループ化が見られていた。1学期
O(441=R41),と低い状態であつたが、2学期O(70>X50,と上がった。その原因は男性の学級担
任との合同的な活動、運動会や修学旅行などが多くあったことが考えられる。学年主任でもあり
体育主任でもあつた男性教諭による指導が学校 0学年の行事を通して行われていたことが、学年
全体の規範意識を高くしていたと思われる。しかし、2学期、修学旅行以後、その学級集団では
問題が多く表れ、子どもたちに押し切られる様子も見られた。3学期O(57)>R(40,学級全体が騒
がしくなり、注意をしても指導が入りにくい様子が見られた。(図1の
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図14 i学級集団の他者意識・規範意識の関係
O p学級集団は、担任は男性教諭である。強い指導をすることから、怖い先生と子どもたちから思
われているが、先生がいないと勝手なことをする子どもが現れ授業も騒がしくなる。周りの先生方
と歩調を合わした取り組みができず、後任の先生が後始末で大変になることが多い。3学期は授業
が騒がしくなり、成立しない様子が見られていた。(図lD
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図 15 p学級集団の他者意識・規範意識の関係
s学級集団は単学級で、6年生で新しく男性教諭が担任をした。前年度5年生時には学級集団が
荒れていたことから、1学期はO(44)=R(41)と低い意識であつた。2学期O(53)=R(57)と、いろ
いろな学校行事を通して規範意識は高まつたように見えたが、修学旅行や社会見学等での班分け
やルールに対して、指導者の言つたことが徹底できず子どもたちに譲ってしまった。3学期 O(48
)>R(39)に学級崩壊の状態が見られるようになり担任は休職した。(図10
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1学期 2学期 3学期
一 他者意識 一 規範意識
図16 s学級集団の他者意識・規範意識の関係
以下に
規範意識について3つの学級集団を同時に示す。 (図17)
他者意識について3つの学級集団を同時に示す。 (図10
規範意識2
1学期    2学期    3学期
一
i学級 ――・p学級 ――‐s学級
他者意識2
1学期   2学期   3学期
――‐i学級 ――Dp学級 ……‐s学級
図17 状態の良くない学級集団の規範意識 図18 状態の良くない学級集団の他者意識
1,2学期で規範意識が60%に達していないと、3学期は50%を切つてしまう可能性がある。
1,2学期にいくら他者意識が高くなつても、規範意識が60%以上維持できていないと確かな他者
意識とはなつていないのではないか。
以上のことから、
① 規範意識はどのくらい必要か。
状態が良くない学級集団について考察すると、他者意識が高い状態であつても、規範意識が低い
状態では、けつして学級集団の状態が良いとは言えないことが分かる。状態のよい学級集団につい
て考察すると、規範意識が高い中で他者意識が高くなつている。すなわち、規範意識の低い中で他
者意識が高くても、確かな他者意識に至っていないことが考えられ、学級集団の状態は良くないこ
とが分かる。
また、今回の調査資料の範囲ではあるが、折れグラフの様子から考察すると、規範意識が50%
台以下の学級集団の中では、いくら他者意識が高くなつても3学期では学級集団の状態が悪くな
つている様子も見られる。そのことから、 1学期で規範意識が60%前後となり2学期に60%以上
を維持することが、2学期以降の他者意識を 60%以上に維持し学級集団の状態を安定することに
つながると予想できる。今後も多くの資料から明らかにしていきたい。
② 2学期の規範意識はあてにならない。
2学期は、どの学級集団においても規範意識が高くなつている様子が見られる。いろいろな体育
的・学校行事があり学年全体として動くことが原因と考える。しかし、その高まりは学級集団内で
作られているとは限らないことから、2学期後半から下がる学級集団が見られる。平成 27年度調
査したすべての学級の規範意識を学期ごとに合計し平均すると、2学期に高くなっているが3学
期は下がつていることが分かる。(表2の
表24 規範意識の学期毎の平均
規範意識の平均
1学期 54%
2学期 61%
3学期 57%
2学期後半からよく問題行動が現れてくる学級集団とそうならない学級集団とに分かれてし
まう。その違いは規範意識の高さにあり、1学期の規範意識の高さと関係していると考える。
2学期のいろいろな学校・学年行事をやり遂げたことから、一旦は他者意識や規範意識は高ま
る。しかし、学級集団の指導者の意識は変わっていないことから、1学期の規範意識のレベルに
戻る。一度緩んだ意識はなかなか元には戻りにくいことから、規範意識の低下を助長し学級崩壊
へとなつて行くことが考えられる。
③ 規範意識を育てる方法は何か。
学級集団の状態が良い5つの学級について、具体的な指導方法と、学級集団の特徴的な様子
に関する事を直接担任や校長先生から聞き取つた。その中で、最も大切な指導者の姿勢として
共通して見られていた様子は、
○ 「友だちを馬鹿にする行為は、即指導入れている」ことであった。友だちに対して身体的、
名前、国籍、障がい等、本人がどうすることもできない事柄を冗談やからかいに使つたとき
は「どうゆうこと?」 と即、指導を入れていることである。すなわち指導者の人権意識の高
さが問われていると言うことであつた。
他にも、
○ 「自分たちで決めたことは自分たちで守らせるようにしている」ことであつた。前提には、
班活動や役割分担から話し合いができる学級集団を作つていることがある。高学年は自治
的な活動が展開できる学年であることから、指導者がいなくても自分たちで自主的に活動
できるように一年間を見通した指導をしていることが窺われる。徐々に指導者の位置を前
から後ろに変えて、自分たちで話し合い、自分たちで解決できるようにする指導者の意図が
、三学期の学級集団のよい状態へと大きく影響していると思われる。
○ 「学級目標に照らし合わせ指導している」ことである。子どもたちに指導が入らなくなる原
因の一つに、なぜ指導を受けているのか、どこがいけなかつたのかが理解できていないまま
に注意を受けていた過去の積み重ねが見られる。子どもたちのセルフエスティームの低下
である。気分次第や当然のことと決めつけ指導する指導者は多い。そのために子どもが素直
に反省できない状況を作つてしまうことがある。発達障がいの子どもたちへの対応も含め、
こうしたことを防ぐために、学級集団全員が分かる学級目標に照らし合わせ指導をしてい
ることは大切である。同時に、中学年からの「仲良じグループ」から「目的グループ」の友
だち関係作りの指導を行つておくことの大切さに気付かされる。
○ 「定期的に係や仕事の点検・工夫がなされている」ことである。係活動を班ごとに分担した
り、班から一人ずつ出して編成したり、学級集団により様々な方法で活動が展開され、活発
に動かしている様子が伺われた。単に点検活動を行う段階から、工夫を話し合う活動にして
いく中で、特徴的なことは指導者からの良い評価を子どもたちに伝えている事であった。一
部の子どもたちに偏らず、いろいろな子どもたちの頑張りを取り上げて認めている事であ
った。
○ 指導者が言つたことはきつちりやり遂げたり、いつもしている事は守つたりしていること
である。そうした姿勢は、指導者の規範意識を子どもたちに伝えることになっている。子ど
もが遅れているときも、みんなで待つてあげたり、応援したりする指導者の姿勢は、子ども
たちの規範意識を育てるには効果的な指導として使われている。
その結果、次のような様子が学級集団で見られている。
・ 「遊びと授業の区別がついている」様子が見られる。授業規律が守られている様子が見ら
れチャイム着席や、集中した授業になつている。作業的な活動に対して楽しい様子は見られ
ても遊んでいる子どもはおらず、目的をもつて活動している。
。 「教室の掲示物はいつも整つている」様子が見られる。教室の前には、学級目標が掲示さ
れているだけで、シンプルな状態がキープされている。教室の側面や後部には、ほとんどが
子どもたちで作成したり、作品だつたりしたものを掲示している。机の横には誰も荷物を掛
けていないことから、教室全体がすつきりしている。掃除道具は同じ方向に揃えられており
指導が入つている様子が伝わつてくる。
④ 他者意識を育てる方法は何か。
1学級集団の2学期は、規範意識 65%、他者意識 74%である。この学級集団の指導者は、「子
ども同士の関わりをどのように深く広くするか」を常に意識して他者意識を育てているとのこ
とであつた。特に、学級集団から離れる傾向を有している子どもたちをどのように集団の中に取
り込んでいくか、難しい課題と捉えている。この学級集団の学級目標は「仲間外れを一人も出さ
ない」と設定していることからも仲間意識を大切にしている意識がうかがわれる。仲間意識を高
めること、すなわち他者意識を高めることと一致する。
具体的な指導として、
○ 子どもたちの話し合い活動や集会活動の計画・実行を大切にしている。子どもたちは集会活
動での楽しい遊びだけでなく話し合いを毎回楽しみにしている。そして、係になつた子どもた
ちは一生懸命に用意しリー ドして周りの友だちも協力している。誰一人として文句を言わず、
非協力者はおらず、どの子も係をやりたがる。係りの子を助けなかったり文句を言つたりする
と、必ず指導者からの指導が入つていた。子ども同士で決めたことは、互いに尊重させたり守
らせたりする指導者の規範意識が見え隠れしている。
○ 他者意識を高めることに関係して、指導者の言葉遣いや子どもたちへの接し方にも専門性
が見られていた。子どもから話を聴くときの目線や、うなずきながらの聞き方、最後までじつ
くり待つ姿勢などが印象的であつた。特に、この学級に在籍している特別支援学級の子どもに
対する丁寧な支援方法は、他の子どもたちが同じように接することを誘導している。弱い立場
の子ども達をまず一番に考え大切にしている指導者の姿勢は、何より子どもたちにとつては
安心できる環境を作っていると思われる。そうした意味から、特別支援学級の子どもたちと共
に通常の学級集団の中で生活することは、他者意識を育てる大変効果的なことになつている。
○ その他にも
・ 一日を振り返る終礼のとき、学級の楽しい話題を取り出して提供している。
・ 指導者に質問や聞きに来る子どもに対して、即答せず考えさせている場面もあつた。
・ 話を始める前に、関心を指導者に向けさせ簡潔明瞭に短く話している。
・ 指導者は他の教職員ともよくコミュニケーションを図つている。
この学級集団の指導者から話を聴いていて気付くことは、よく子どもの様子をよく観察し適
切な指導にしていることである。決めつけたリー 方的に命令したりすることがなく、子どもや周
りの子どもたちの状況をよく観察して指導に生かしている。そのために指導者が子どもたちの
様子を観察できる場を常に設定している。例えば、小グループや班での話し合い、全体での話し
合い、いろいろな集会活動の計画や実行などから、子ども同士の話し方やその子の態度を見てい
る。何より指導者自身が独善的になることも予防しているとのことだった。
OR度との関係からの分布
(1)子ども一人一人のOR度の度数分布表から見えるもの。
OR度とは、3章のP22で前述しているが、他者意識と規範意識の2つの意識を合わせ数値
化し子ども一人一人の状態を指標化したものである。子ども一人一人の OR度を度数分布図に
合わらすことで、学級集団の状態を分析できるのではないかと考えた。平成27年度調査するこ
とができた学級集団の中で、学期を追うごとに状態が向上した学級集団と、学期を追うごとに状
態が悪化した学級集団とに分けて分析を行つた。
分析を以下の特徴で分類し、学級集団の状態により特徴が現れていないかを調べた。
・ 分布の範囲
度数分布表で OR度が最も低い階級を最小値とし、最も高い数値を最大値として最小値～
最大値を表し、()内にはその幅を示す。
・ 分布図の形の分類
分布の中心が50%より下位のときは「下位分布」とし、上位のときは「上位分布」とした。
他に、「台形型」、「ネズミ型(少ない度数が下位に続いている形)」 2つ以上の山ができている
「山型」とした。また、全体と完全に離れて度数があるときは「飛石」を記すことにした。
① 状態が向上したh,1,q,t,u学級集団について
h学級集団の度数分布表の特徴 (表29
h学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図25)
表25 h学級集団の度数分布表の特徴
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図25 h学級集団の1,2,3学期度数分布表
1学期は、30%台50%台を中心とする山に分かれていた。2学期は、その山が60%台を中心とする
上位分布に変わり、3学期も上位分布になつている。分布の範囲が広く、配慮を要する子どもを集団
に取り込んでいる。指導者は話し合いを取り入れ、学級目標に則した指導や言つたことは最後まで徹
底して支援している。
1学級集団の度数分布表の特徴 (表261
1学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図20
表26 1学級集団の度数分布表の特徴
l学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 分類
1学期 45% 64% 10～80(70 低い台形型
2学期 65% 74% 10～80(70 ネズミ型 飛石
3学期 63% 60% 10～80(70 ネズミ型
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h学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 形の分類
1学期 44% 59% 30～80(50 2山
2学期 69% 64% 30～90(60 上位分布
3学期 62% 67% 30～90(60 上位分布
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図26 1学級集団の1,2,3学期の度数分布表
1学期は、どの割合にも横ばいになつた分布が見られていた。2学期は60%台を中心とした上位の
分布に変わつたが、集団から離れる度数もあつた。3学期は、女子の過去の問題が発覚し、その影響
が上位分布と下位分布に分かれたが、学級全体としては一部指導が入りにくい子どもはいるものの
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q学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図2つ
表27 q学級集団の度数分布表の特徴
10～80(70
班活動を積極的に取り入れ、話し合いによる民主的な解決をしている。
q学級集団の度数分布表の特徴 (表2つ
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図27 q学級集団の 1,2,3学期の度数分布表
1学期は、全体の度数の 29%が50%台に集中し、20%～80%台に少しずつ分散し下位に多く位置
していた。2学期は、30%台～70%台の範囲に多く集まり下位の分布と上位の二つの分布に分かれ、
3学期は、全体的に分布の範囲は上位へと移動している。指導者は、班活動を取り入れ、子どもを尊
重した対応を心掛けている。状態が良くなつている様子が分かる。
t学級集団の度数分布表の特徴 (表20
t学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図20
表28 t学級集団の度数分布表の特徴
t学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 分類
1学期 49% 59% 20～70(50 2山
2学期 76% 67% 20～80(60 上位 飛石
3学期 64% 65% 30～80(50 上位分布
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図28 t学級集団の3学期の度数分布表
1学期は、全体の半数以上が50%台60%台に集中している。2学期は、分布範囲が上位に位置し、
3学期では、さらに分布範囲が狭くなり上位に位置している。集団から離れていた子どもたちが集団
の中に入つている。話し合いを取り入れている。
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u学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 分類
1学期 49% 65% 20～80(60 横ばいの台形型
2学期 70% 76% 10～90(80 上位分布 飛石
3学期 70% 73% 30～80(50 上位分布
u学級集団の度数分布表の特徴 (表29
u学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図29
表47 u学級集団の度数分布表の特徴
010  100
100/0     20%
図29 u学級集団の1,2,3学期の度数分布表
1学期は、どの割合にも同じ度数が見られる横ばいの分布が見られ、集団から離れがちな子ど
もも数名見られていた。2学期は、50%台～70%台を中心とする上位分布になつたが、離れてい
る子どもも2名見られていた。3学期は、幅も狭まり離れていた度数が分布の中に入り、全体的
に上位の分布となり学級集団の状態はよい。指導者は、班活動を取り入れ話し合いによる民主的
な雰囲気を作っている。
② 学期を追うごとに状態が悪化したちp,S学級集団
i学級集団の度数分布表の特徴 (表30
i学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図30
表30 1学級集団の度数分布表の特徴
i学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 分類
1学期 44% 41% 20～60(401 下位台形型
2学期 70% 58% 30～70(40 ネズミ型
3学期 57% 48% 20～70(50 2山
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図30 i学級集団の 1,2,3学期の度数分布表
1学期は 学級集団の半分以上が下位に分布が見られていたが、2学期はほとんどが上位に移動
し数人の子どもが下位に残る形になつた。3学期は分布の範囲が広がり、下位と上位の二つの山
p学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図30
表30 p学級集団の度数分布表の特徴
10～80(70 低い台形型
10～70(60
10～80(70
が見られ学級集団が二つに分かれている様子が見られ全体的に下位へ移動した。
p学級集団の度数分布表の特徴 (表30
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図30 p学級集団の1,2,3学期の度数分布表
1学期は、横ばいの広い分布が見られていた。子どもの考えを尊重し学級日標に沿つて指導する
など指導改善を図つた。2学期は、全体的に引き上げられたが、下位に低く上位に高い分布が分か
れて見られ一部の子どもたちが下位に残る分布が見られていた。3学期は、全体的に下位分布にな
つた。一部の子どもへの指導が難しくなつていた。
s学級集団の度数分布表の特徴 (表31)
s学級集団の 1.2.3学期 度数分布図(図31)
表31 s学級集団の度数分布表の特徴
s学級集団 他者意識 規範意識 分布の範囲 分類
1学期 41% 49% 10～90(80 2山
2学期 53% 57% 20～90(70 2山
3学期 43% 39% 10～90(80 下位分布
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図31 s学級集団の3学期の度数分布表
一学期は、下位の中心が30%台と上位の中心が70%台との分布に分かれ、下位に半数以上の度
41
数があつた。2学期は、上位に移りつつあるが2山が見られる。3学期は、全体的に下位の横ば
い分布となリー 学期の状態に戻つている。
3つの学級集団から共通した特徴として挙げられることは、
0 1学期はどの学級集団も分布が下位であったり、二つの山が現れたりして学級集団の状態と
してはあまり良くない状態が見られている。このことは、状態の良い5つの学級集団の中にも
見られていた。
0 2学期は、どの学級集団も要配慮の割合が少なくなり、上位へ分布が移つている様子が多く
見られる。「飛石」の様子や 「ネズミ型」も見られ、多くは上位へ集団が移行しているが集団
から離れている子どもたちも見られる。また、分布の範囲が広がり下位の度数を全体に取り入
れようとしている様子も見られる。
0 3学期は、OR度40%以下の子どもたちの割合の増減により学級集団の状態が大きく左右さ
れている。OR度40%以下の子どもたちの割合が低くなっている学級集団は上位の分布となり
状態は良くなつている。しかし、OR度40%以下の子どもたちの割合が高くなつている学級集
団の状態は悪くなり、下位の分布となっている。その様子は規範意識に現れており、一学期の
規範意識と同じ割合に戻つている。
以上のことから、学級集団の状態が向上するためには、OR度40%以下の子どもたちを学級集
団の中に入れることである。その様子が分布図にいろいろな形として表れている。どのようにし
て要配慮の子どもたちを集団の中に入れていくかが重要である。
具体的な指導として、q学級集団の指導者からの間き取りを行つた。この学級集団は、1学期の
要配慮の割合は48%であつた。2学期 31%、3学期 26%と確実に減らし、OR度分布図では全
員が30%以上の正規分布にまで向上させている。
・ 2学期は子ども同士の問題が多く起こつていたがその都度、個別指導と同時に学級集団の問
題でもあることを子どもたちに伝え、皆で話し合うことをしていた。
。 一部の子どもたちの言動を注意するだけでなく、そこにある理由を聞き出し周りの子どもた
ちへ伝え理解されるようにしていた。
・ 何より子どもの自尊感情を低下させない指導を心掛け、皆の前で注意しなくて済むように事
前指導に時間をかけたり、子どもが失敗やできないことがないように配慮したりしていた。
・ 子どもの特性を把握した指導が見られた。学力的に難しい子どもや不注意や衝動性の見られ
る子どもに対して、周りの友だちに対しても適切な対応を指導している。
・ 目立たないが発言するときのルールや言葉遣いには厳しい指導が見られた。
どのような子ども達が移動しているのか。
学期ごとに子どもたちは学級集団内で位置を移動している。効果的な指導にするためには指導
対象をどのような子どもたちに置くとよいのかを調べるために、移動している子どもたちの様子
を調べるようにした。そこで、子どもたち一人一人のOR度の増減を調べ子ども達の移動を捉え
るようにした。学級集団毎に移動した人数を階級に分け、表に表わした。(表32～49
さらに、どの階級の子どもたちが多く動いているかを調べるために、最も多く移動している人
数の階級に○印を記しておき、全体を集計する中で一般的な傾向が調べられるようにした。(表50
表32 h学級集団 1学期～2学期 移動の様子 N=22 (人獅
OR度 10%台 20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台 90%台
上位移動
?
? 1 6 1
?
?
下位移動 1 3
合計
?
? 1 70 ?? 3
表33 h学級集団 2学期～3学期移動の様子 N=22 (人拗
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 1 1
下位移動
?
? 3 2
合計 1 1 1 30 2
1学期～2学期移動の様子
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 2 3 4 2 2
下位移動 1
表34 i学級集団
42
N=21 (人獅
合計 2 3 50 2 2
表35 i学級集団 2学期～3学期 移動の様子
表36j学級集団 学期～2学期 移動の様
表37j学級集団 2学期～3学期 移動の様子
表38 1学級集団 1学期～2学期 移動の様子
表39 1学級集団 2学期～3学期 移動の様子
表 40 学級集団 1学期～2学期 移動の様子
表 41 学級集団 2学期～3学期 移動の様子
表42 q学級集団 1学期～2学期 移動の様子
表43 q学級集団 2学期～3学期 移動の様子
表44s学級集団 1学期～2学期 移動の様子
N=21
N=31
N=32
N=29
N=31
N=32
N=25
伏 獅
(人抑
伏 数)
(人狗
(人数)
(人拗
(人抑
(人数)
伏 数)
拗
N=31
28
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 2
下位移動 2 4
合計 40 40
子 N=32 人
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 1 2 2 5
?
?
下位移動
?
? 2 1
合計 2 3 50 3 1
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 1 6 1 2
下位移動 2 1 1 5 1
合計 1 80 2 3 5 ??
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 2 2 4 2 3
下位移動 2
合計 2 2 40 2 3 2
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 3
下位移動 1 2 4 4
合計
?
? 50 4 50 ??
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動
?
? 2 3 1
下位移動 3 4
合計
?
? 2 3 40 40
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 3 1
下位移動 4 3 4
合計 70 4 4
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 2
?
? 3 3 1
下位移動 3 1 2
?
? 3
合計 2 40 40 3 3 2 3
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 2 6 2 2 4
下位移動 4
?
? 2
合計 2
?
? 60 60 2 5 2
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
43
上位移動 5
下位移動 1 1 1
合計 60 1 ??
ほ)
表45 s学級集団2学期～3学期 移動の様子 N=23 (人拗
表46 t学級集団 1学期～2学期 移動の様子 N=23 (人数)
表47 t学級集団2学期～3学期 移動の様子 N=23 (人狗
表48 u学級集団 l学期～2学期 移動の様子 N=21 (人拗
表49 学級集団 2学期～3学期 移動の様子 N=23 (人数)
中間層の存在。
表50 学級毎の移動が最も多かつた階級
学級集団 20%30%40%50%60%70%80%90%
h学級集団 ○
i学級集団 ○ ○ ○
i学級集団 ○ ○
l学級集団 ○ ○ ○
p学級集団 ○ ○ ○
q学級集団 ○ ○ ○
s学級集団 ○ ○
t学級集団 ○ ○ ○
u学級集団 ○ ○
合計個数 4 3 8 4 3
OR度が 50%の子ども達が最も多く動いていることが分かる。OR度が50%の子どもたちの特
徴は、学級集団の中ではA,B,C,Dなどの特徴があまり表出していない子どもたちである。自己評
価も特に頑張つたという意識もなく、他者評価も少ない子どもたちである。それだけに周りに影
響を受けやすい特性が共通して見られる。良く言われている中間層の子どもたちである。
中間層の移動が学級集団の状態を大きく左右している。中間層が上位に移動するか、下位に移
動するかにより学級集団の状態は良くも悪くも変わつてくる。
実際、p学級集団では、指導者の強い指導によリー 学期から2学期にかけて中間層が上位へ移
動し、学級集団の状態は改善されている様にも思われたが、一部の子ども達が反発し3学期は影
響を受けた中間層が下位に動き指導が入らない状態となり学級集団の状態は悪くなった。中間層
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動 1
下位移動
?
? 2 4 1
合計 1 1 3 40 1
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動
?
? 3 3 3
下位移動
?
?
合計 3
?
? 3 40 2
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動
?
? 2 1
下位移動 2 1 3 1
合計
?
? 40 40 1
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動
?
? 3 2 3 2
下位移動 1 1
合計 1 40 2 3 2 ??
OR度 10%台20%台30%台40%台50%台60%台70%台80%台90%台
上位移動
?
? 2
?
?
下位移動 2 2 2
合計 1 40 2 3 2
への指導は、集団から離れがちな子ども達への指導にもつながっている。指導者からの直接的な
指導が難しい子ども達への指導として、中間層の子どもたちの存在は重要であると考える。
12)その他
1学期～2学期、2学期～3学期の調査毎に移動した子どもたちの合計人数を調べると、調査
の度に学級集団の半数前後の子どもたちが移動していることが分かる。 1学期は、新しい担任や
友だちも代わり学級集団の中でシャッフルしている様子は予想していたが、2学期や3学期にお
いても同じように入れ替わつていた。いろいろな行事や学級集団内でのトラブルと出会う中で友
だちとの関わりが変わっているのではないかと考える。移動する人数が落ち着いてくるには、一
年間では少ないのかもしれない。
5 分布表との関係からの分析
(1)集団から離れやすい子どもたちへの指導
学級集団から離れやすい子どもたちに対する指導は、高学年になればなるほど指導者にとつ
て大変な労力が必要となつている。学級担任が1年で交代するようになる中で、毎年、学級集団
の中でそのような位置におかれ続けている可能性があるからである。そうした子どもたちは、い
つの間にか排除されているような感覚を抱くようになり、周りの子どもたちにも大きな影響力
をもつようになると同時に、指導者と対立の構造を作ることになつていると考える。こうした子
どもたちを学級集団の中に入れていくためにはどのようにすればよいのであろうか。
学級集団内における相関関係分布図から、子ども同士の関係を調べていくことにした。学級集
団i,p,sについて、分布が下位に大きく移動した2学期から3学期について考察した。状態とし
ては良いが3学期の調査前に女子同士のトラブルが起こつた学級集団 1についての4つの学級
集団を取り上げ学級集団毎に分布図を作り調べた。(図32～39
他者意識と規範意識のうち、どちらか一方でも下がつている子を取り出し、Aグループの該当
者との関係について調べることから、中間層との関係性を調べるようにした。(表51～50
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i学級集団 2学期分布図
23456
図33 i学級集団 3学期分布図
45
下位へ移動した番号 1..6.7.10.11.12.13.14.16.17.18,19,
Aグループの個数 1つ以下 2つ 3つ 4つ以上
番号 1,6,10,11,12,13,14,16,17,18,,19,7,
i学級集団は、2学期に一旦上位へ移動していたが、運動会や修学旅行後は授業が騒がしくなり指
導者の指示が入りにくくなり、一部の子どもは1学期の状態に戻つている。
表51 i学級集団 下位へ移動した子どもとAグループの関係
12人の子どもが移動し、その内、
9
8
4     5
他者意識
図34 1学級集団 2学期分布図
◎
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∞
図35 1学級集団 3学期分布図
一部の子どもに手を焼きながらも2学期は全体に上位へ移動していた。3学期に過去の女子同士の
対人問題が再発したことから、分布表では拡散した状態が現れ下位へ移動している。
表52 1学級集団 下位へ移動した子どもとAグループの関係
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下位へ移動した番号 1,213,4,8110111,12,13,14,15,16,19,20,30,32,33
Aグループの個数 1つ以下 2つ 3つ 4つ以上
番号 3,4,10,11,12,13,14,15,30,32,33,2,8,19, 16, 1.20.
下位へ移動した子ども17人のうち、11人がAグループ1つの子どもである。
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図 36
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p学級集団 2学期分布図
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他者意識
図37  p学級集団 3学期分布図
一部指導が入りにくい子どももいたが、何とか強い指導の下で2学期は全体として上位へ移動し
てぃた。しかし、指導者の指導に反発する子どもたちと共に中間層の子どもたちが下位へ移動した。
表53 p学級集団 下位へ移動した子どもとAグループ
下位へ移動した番号 1,2,3,8,12,16,17,18,23,29,33
Aグループの個数 1つ以下 2つ 3つ 4つ以上
番号 2,3,8,12,16,17,18,29,33, 1.23.
移動した子ども11人のうち、Aグループ1つ以下の子どもは8人である。
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8学級集団 2学期分布図
他者意識
図39  8学級集団 3学期分布図
6学年単学級である。前年度に荒れた学級を新たに担当し指導を行うが、受け入れが難しい様子
が下位の子どもたちがあまり動いていない2学期の分布図から伺われる。3学期は、規範意識が上位
と下位に分かれ、他者意識が全体に低い様子から、学級崩壊を起こしていることが分かる。
グループの関係集表54 s学級 団 下位へ移動 した子 どもとA
下位へ移動した番号 1,5,6,7,12,13,16,17,18,20,21,22,24,25,
Aグループの個数 1つ以下 2つ 3つ 4つ以上
番号 1,5,7,12,13,20,21,25,6,22,24,16,18, 17,
移動した子ども14人のうち、Aグループ1つ以下の子どもは8人であつた。
48
以上のことから
① 学級集団で問題が起きると分布は全体的に左下に下がつていく傾向が見られる。下位に位置
している子どもたちを上位へ移動させていくことが、学級集団の状態を良くするこになり、子
どもたち一人一人の良さを引き出すことにつながる。特に、下位に位置している集団から離れ
やすく子どもたちが上位へ移動して、学級集団の中に入れることが学級経営の重′点となると考
える。
② 分布図の様子を見ると、多くの子どもたちは移動している様子が分かるが、集団から離れや
すい子どもたちは単独で移動しているのではなく、全体の流れの中で移動していることが分か
る。全体が上位へ移動すれば離れやすい子どもも上位へ移動する傾向が見られる。すなわち、
その子だけの指導では改善は難しく、周りの子どもも含めた全体の中で間接的な指導が効果的
と思われる。子ども同士の関わりを深めることが重要で、小集団や班などの活動を普段から学
習に限らず取り生活全般に取り入れておくことが必要と考える。
③ 3学期に状態が悪くなつた4つの学級集団について移動した子どもたちの様子を分析した。
Aグループの表出が 1つ以下の子どもたちの多くが下位に移動していることが分かる。A,B,C
などの特徴があまり見られない子どもたちであり、学級集団の中でも日立たない存在の子ども
たちである。前述した中間層の存在健40との関連している。学級から離れやすい子どもたちも
含まれていることから、中間層の子どもたちを学級集団の中でどのように活用していくかが、
学級集団の状態をより良くしていくことになり、その指導の対象がそうした子どもたちである
と考える。
12)配慮を要する子どもと学級集団との関係
通常の学級集団の中には、多くの配慮を必要としている子どもたちがいる。配慮を要する子ども
たちは周りの友だちに大きく影響を受けながら生活をしている。その様子を特別支援学級在籍し
なから通常学級で生活している子どもたちから見ていつた。
特別支援学級に子どもが在籍している1,q学級集団の分布図を分析した。(図40～4D
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図41 1学級集団の分布図 2学期
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図42 1学級集団の分布図 3学期
精神2級rASDの子どもは、1学期は分布表の左下に位置していたが、2学期に学級集団の状態
が良く全体が上位へ移動するにつれて右上に向上している。しかし、3学期は規範意識は変わらな
いが他者意識が下がり戻つている。療育手帳B2の子どもは、2学期には規範意識が向上するが3
学期は1学期に戻つている。自開症の子どもは、1,2学期通してあまり変わらず3学期欠席。学級
集団の状態は、学期を追うごとに良くなつているが、3学期の調査時期に学級の問題が発生してお
り、配慮を要する子どもを含め学級集団全体が下位に下がつている。
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この学級集団は、2人の自開症スペクトラムの診断されている子どもが在籍している。1学期
は全体的に下位に子どもたちが多かつた。2学期に2つの山ができていることから察するとい
ろいろな問題が起きていたことが察せられる。3学期は指導者の粘り強い指導があり、全体的に
上位へ移動し、集団から離れている子どもは見当たらない。こうした学級集団の状態から、特別
支援を要する子どもたちも3学期には上位へと移動している。
以上ことから2つの学級集団だけではあるが、障害の種類により程度の差は見られるが、いずれ
も学級集団に影響を受けていることが分かる。多くの子どもたちが上位へ移動すれば配慮を要す
る子どもも上位へ移動し、下位へ移動すれば下位へ移動している。特に、q学級集団に在籍してい
る自閉症スペクトラムの子どもは、2学期は下位にいて 3学期には上位へ位置し本来持てる能力
を発揮し、友だちからも多く認められている。
配慮を要する子どもたちの中には、学習や行動に関することや、身体、精神、発達に関すること
など、様々な事情を抱えている子どもがいる。こうした子どもたちは常に不安の中にいて、良くも
悪くも周りの人的・物的な環境から影響を受け生活をしている。特に、配慮を要する子どもたちは
人一倍不安の中にいて、強く影響を受けながら生活している。すなわち、整った学級集団の中では
整った生活となり、備えている能力が最大限に発揮され、荒れた学級集団の中では荒れた生活とな
り、その特性が認められる機会を失い、学級集団の中で排除されることにもなりやすい。そうした
意味から、こうした不安を強く感じやすい子どもたちの分布図の位置を常に点検しておくことは、
学級集団の状態を把握する指標であるのではないだろうか。
第2節 指導者の分析
1 指導者の意識と調査結果との関連
指導者の効果的な指導が学級集団の状態を良くしている。効果的な指導とは、指導者の課題意
識が指導方法を通して、子どもたちの中に指導がしっかりと入り課題が解消されていくことで
ある。指導者の指導がどのくらい効果的に行われているか、学級集団毎に調べた。指導者用のア
ンケートの調査項目1から指導者の課題意識を調べ、指導者が意識されている項目と各学級集
団の項目の状態とを比較して調べていくようにした。
(1)分析方法
① 指導効果の判断基準の設定
指導者の意識した項目と、実際に学級集団で調査した項目とを比較するとき、指導効果の
有無を判断するための共通した基準が必要である。一つの基準として、以下の基準を設定し
て効果の有無が判断できないを調べることにした。
・ 状態度篠:目毎にA,B,Cの該当者合計数を調査人数で除した割合)が50%以下の項目
に対して指導効果が見られない。
・ 状態度が60%以上の項目に対しては、一様指導効果が見られる。
・ 上記以外の状態度が60未満～51以上の項目に対しては、10項目のうち高い項目か
ら上位半数以上に入る項目は指導効果が見られる。
指導者の意識した項目の中で上記の基準が当てはまるとき指導効果が見られると捉えた。
そこで、各学級集団において学期毎に10項目の状態度を表にした。その表の中に、
・ 指導者の強く意識した3つの項目に○を記した。
・ さらに、上記基準に入つている項目には○を◎に変えて記した。(表55～63)
② 指導効果の指標化
指導効果が見られた項目が一年間を通していくつあるかを調べ、指導効果の指標化にした。
○ 計算方法
一回の調査毎に、指導者が強く意識している項目は3つずつ選択されている。一年間で3
回の調査を行つているので、指導者一人に対して合計9つの項目が選択されている。9つの
項目に対する指導効果が見られる項目数の割合を算出したものが、指導効果の指標化であ
る。
例えば、ある学級集団で、9つの項目のうち一年を通して6の指導効果が見られた項目が
あつたとすると、
6÷9=0.66 となり 指導の効果として 66% と指標化。
③ グラフ化
折れ線グラフで項目ごとの状態の高低を捉えると同時に、指導者の意識した項目と指導効
果の様子が分かるようにした。 (図46～5の
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表55 h学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
学期 項目1基
本的生活
項目2健
康体力
項目3自
主自律
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任感
項目5創
意工夫
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いや り
項目7自
然愛護
項目8勤
労奉仕
項目9公
正公平
項 目 10
公共心
?
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図46 h学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
h学級集団では、1学期は指導者の意識している項目と基準の状態に入る項目とが一致しているの
は2つある。いずれも規範意識に関する項目であり、指導方法に関しても「キッチリ最後まで」「学
級のルール」と規範意識に関する方法と一致している。2学期も2つが入つているが、そのうちの1
つが他者意識の項目であり、指導方法も「話し合い」を強く指導されている。ただ、項目5のように
一致していないものもある。3学期は1つ一致している。他者意識に関する項目で指導方法として「
尊重した対応」が強く一致している。卒業を前に仲間づくりに強い指導があつたと思われ、全体的に
高くなつていることから指導に効果が表れている。指導者が意識した 9つの意識のうち効果が表れ
ているのは5つであり、指導の効果としては56%である。
指導方法 。01学期「キッチリ最後まで」「学級のルール」「つい口出し」
2学期 「話し合い」「キッチリ最後まで」「学級のルール」
3学期「キッチリ最後まで」「学級のルール」「尊重した対応」
態度
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j学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
表 56 学級集団における指導者意識 と項 目毎の?
?
項目1基本
的生活
項目2健
康体力
項目3自
主自律
項目4責任
感
項目5創
意工夫
項目6思
いやり
項目7自
然愛護
項目8勤
労奉仕
項目9公
正公平
項 目 10
公共心
38 31 31056◎ 19 53◎ 50 ???? 34 50
2 52 74 32065◎ 45 65◎ 55 55 52 48
3 52 68 39 550 45065◎ 55 58 42 61
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j学級集団では、昨年度の良くない学級集団の状態を引き継いでいる様子が折れ線グラフの凸凹や
全体的に状態が低い様子から察することができる。1学期は、意識と状態が一致している項目が2つ
あり規範 。他者意識が一つずつ一致している。指導方法も「キッチリ最後まで」「尊重した態度」と
規範 。他者が一つずつ見られ意識と方法が一致している。2学期も同じ2つの項目が一致している。
自治的な活動を指導しようとするが、指示待ちの子どもたちが多く、その様子が項目3の不一致に現
れている。3学期は意識と状態が一致しているのは1つであるが、1学期より全体的に向上している
ものの2学期より下がつている項目もある。指導者が意識した 9つの意識のうち効果が表れている
のは 5つであり、指導の効果としては 56%であるが、子どもたちが落ち着いてくるに従い、課題に
対する意識が薄らいでいるように推測する。
指導方法・・ 1学期 「キッチリ最後まで」「じつと待つ」「尊重した対応」
2学期 「個別指導になりがち」
3学期 「キッチリ最後まで」「学級のルール」
表57  1学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
-1学期 -2学期
図48 1学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
1学級集団では、1学期は意識と状態が一致している様子が2つ見られ、指導が入つていると思わ
れる。他者・規範意識が一つずつ見られる。2学期は意識と状態が3つすべて一致していることから
効果的な指導が入つていると思われる。指導方法も「話し合い」を強く行い他者意識を高め、規範意
識の方法も多く取り入れている。状態が向上している様子が折れ線グラフからも察することができ
る。指導に効果が表れている。3学期は調査未回収。指導者が意識した6つの意識のうち効果が表れ
ているのは5つであり効果は83%であり、指導方法も意識と一致している。
指導方法・・1学期 「先生がルール」「個別指導が中心」「上下関係で指導」「つい口を出す」
2学期 「話し合い」、「個別指導が中心」「つい口を出す」
表58 m学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
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図49 m学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
m学級集団では、1学期は指導者の意識の中に規範に関する項目が2つ見られるが、いずれも状
態は低く一致していない。指導方法でも規範意識に関する項目は低い。しかし、2学期は一致した項
目が3つあり効果的な指導になり、全体的に高い状態に向上しているが、指導方法では「尊重した対
応」が低いことが項目9の低さと関係していたり「指導者のルールで指導」「つい口出し」している
ことが項目5や項目7と関係 していたりすることも考えられる。3学期は調査未回収だが、3学期の
状態は一部の子どもたちに指導が入りにくい様子が見られていた。意識した 6つの意識のうち効果
が表れているのは3つであり効果は50%である。
指導方法・・ 1学期 「中途半端になる」「つい口出し」「上下関係で指導」
2学期 「先生のルール」「つい口出し」「上下関係で指導」
学級集団における指導者意識と項目毎の状態度表 59?
?
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康体力
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図50 p学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
p学級集団では、1学期は1つだけ意識と状態が一致している。状態が低い項目に意識が一致し
ている項目もあり、指導がちぐはぐになつている様子が見られる。指導方法でも、先生の決めたル
ールに従つた指導がなされたり、先生と子どもを意識した上下関係で指導されたりして、一方的な
55
教師主導の指導が子どもの意識とずれを生じさせている可能性がある。2学期は 2つ一致した項
目があり指導方法も「キッチリ最後まで」の指導に力を入れやや全体的に状態が高くなっている。
しかし、3学期は一致する項目はなく、指導者の意識とは別に高い項目があつたり、1学期や2
学期より低くなつていたりして効果的な指導にはなっていないことが予想される。「事前指導」が
指導されていない教師主導型の指導が、その場その時に注意される子どもたちを作り、項目3や項
目5の低さに現れていると思われる。意識した9つの項目のうち効果が表れているのは3つで効
果は33%である。
指導方法・・1学期 「先生のルール」「上下関係の指導」
2学期 「キッチリ最後まで」
3学期「時間割の変更を少なく」「班活動をする」「事前指導はしていない」
表 60 学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
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図51 q学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
q学級集団では、1学期は1つのみ意識と状態が一致している。他者意識を課題としているが、指
導方法では規範意識に関する指導が多く一致していない。そのことが低い項目が多いことに現れて
いる。しかし、2学期は2つの項目が一致しており、1学期の指導が改善され配慮を要する子どもヘ
の指導として「個別指導」に重点が置かれ、「尊重した対応」により指導が効果的に入つている。3学
期は指導者の意識と状態がすべて一致しており、指導が効果的に入つていると考えられる。意識した
9つの意識のうち効果が表れているのは6つで効果は67%。
指導方法001学期「話し合い」「学級のルール」「つい口出し」
2学期「話し合い」「個別指導中心」「尊重した対応」
3学期「「話し合い」「キッチリ最後まで」「学級のルール」「班活動」「尊重した対応」
表61 s学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
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図52 s学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
3学級集団では、 1学期は意識と状態が一致している項目は見当たらない。意識は他者意識を課
題にし「話し合い」に取り組んでいるものの「つい口出し」や注意が多くなり、規範意識に関する事
が多くなつている。そのことが、全体的な状態の低さに現れている。2学期は状態が全体的に上がっ
ているが意識と状態が一致している項目はない。指導方法についても、規範意識に対する指導方法が
「中途半端な指導」になり、注意することが多くなり悪循環を作つていることが推測される。3学期
は担任が交替しているため分析不可。1学期・2学期の指導者においては、意識した6つの意識のう
ち効果が表れている項目はなく、効果は0%。
指導方法・・1学期「話し合い」「つい口出し」
2学期 「中途半端になりやすい」「個別指導が中心」「つい口出し」
3学期 '指導者が交替したことから調査不可
表62 t学級集団における指導者意識と項目毎の状態度?
?
項目1基本
的生活
項目2健
康体力
項目3自
主自律
項目4責
任感
項目5創
意工夫
項目6思
いや り
項目7自
然愛護
項目8勤
労奉仕
項目9公
正公平
項 目 10
公共心
?
? 61 61 43 65◎ 70◎ 43057 61 43 70
2 70 52 43 74◎ 83◎ 83◎ 39 83 61 83
3 68 55 41 64◎ 77◎ 64◎ 59 77 50 91
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図53 t学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
①
57
⑩
t学級集団では、1学期は意識と状態が一致している項目が2つあり、指導に効果が表れていると
思われる。しかし、一致していない項目6も見られる。学級集団の課題は他者理解が希薄な事であり
(項目 3、 項目6、 項目9が低い)、 そのことを指導者は意識して「尊重した対応」をしている。2学
期は指導者の意識と状態がすべて一致していることから指導に効果が表れている。3学期も意識した
項目すべての状態が高いことから指導に表れていると考えられる。ただ、項目3については教師主導
型の傾向が現れている。意識した9つの意識のうち効果が表れているのは8つであり効果は89%。
指導方法 1学期「学級のルール」「尊重した対応」「中途半端になる」「つい口出し」
2学期「学級のルール」「尊重した対応」「中途半端になる」「つい口出し」
3学期「学級のルール」「班活動」「尊重した対応」「中途半端になる」「時間割の変更」
表63 u学級集団における指導者意識と項目毎の状態度
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図54 u学級集団における指導者意識と項目毎の状態度折れ線グラフ
u学級集団では、1学期は1つ一致しているが、項目6や項目9は一致していないことから、
指導に効果があまり表れていないと予測される。2学期は高い状態で 3つとも一致しており指導
が効果的に入つている。3学期は2学期と同じように高い状態にあることから指導が入つている様
子が見られる。指導者が意識した 9つの意識のうち効果が表れているのは7つあり、指導の効果
果は78%である。
指導方法 。・ 1学期「中途半端になる」「つい口出し」「上下関係で指導」
2学期「中途半端になる」「つい口出し」「上下関係で指導」
3学期「先生が決める」「個別指導が中心」「上下関係で指導
以上の学級集団での指導の効果をまとめた。(表60
表 64 指導の効果と学級集団
効果の割合 10%台20%台30%台40%台 50%台60%台70%台80%台
学級名 8 p h,j,m,q u 1,t
効果の数値が高い学級集団に状態が良い学級集団が見られた。すなわち、状態の良い学級集団
では、指導者が意識している項目と学級集団での状態の高い項目とが一致しているということで
ある。
また、1学期に指導意識の項目と学級集団の項目の状態が不一致である様子が9つの学級集団
の中で5つも見られた。その中の 3つの学級集団は2学期から一致していたが、他の2つの学級
⑩⑨⑧②①
学期 項目1基
本的生活
項目2健
康体力
項目3自
主自律
項目4責
任感
項目5創
意工夫
項目6思
いやり
項目7自
然愛護
項目8
勤労奉仕
項目9公
正公平
項目 10
公共心
62 76 71《) 52 62 38057 62 48071
2 52 74 57 83◎ 65 70◎ 70◎ 74 65 87
3 87 61 61 74◎ 61 74◎ 70◎
?
? 74 83
集団p,sでは2学期も一致することなく実際の状態も良くない様子が見られていた。指導者の指導
が、学級集団の課題と関係なく行われ、実態とのずれとなつて表れている可能性がある。すなわち
担当する学級集団の課題に応じた指導ではなく、指導者の指導方法が学級集団の課題とは関係な
く一方的に行なわれていたのではないかと考える。
2 指導者の指導方法と学級集団の状態
学級集団で指導されている指導方法について調査項目2を分析した。どのような指導方法が学
級集団の状態をよくしているのかについて調べた。そのために、7つの指導方法について学期毎に
、指導者が行つている指導の強弱をレベル毎に位置づけ、状態の良い学級集団(h,1,q,t,u,0の指導者
が行つている指導方法を明らかにした。
各項目のレベルに は強い～Dは弱い)毎に学級集団を位置付けた。 (表65～6つ
表65 1学期における各学級集団での指導方法の強弱
1学期 項 目 A 強い B やや強い Cやや弱い D 弓弓い
①話し合い g,s h。1.1.m.●.t.u.v
②最後まで h,i 上p,g,s m,t,u,v
③学級ルール h.o,t 1,m,s,u,v邸
④明るく 崚 h,p,g,s.二1
⑤全体指導 g Lm,p,s,m1,Lv
⑥待つ J p Lm,o,t,u,vb
⑦尊重 h,0,3.V 邸 ,ュ m
次の3つが、状態の良い学級集団で行われている指導方法であつた。
①話し合いで子どもたちに考えさせる。
③学級のルールを基に指導している。
⑦どの子どもに対しても人として尊重した対応をしている。
表66 2学期における各学級集団での指導方法の強弱
次の3つが、状態の良い学級集団で行われている指導方法であつた。
①話し合いで子どもたちに考えさせる。
③学級のルールを基に指導している。
⑦どの子どもに対しても人として尊重した対応をしている。
表67 3学期における各学級集団での指導方法の強弱
3学期 項 目 A 強い Bやや強い Cやや弱い D 号弓い
①話し合い ■ L,j,p,」 u S
②最後まで h_i,■S p,ュ,1 ??
③学級ルール h,1,ぃ」 p,ュ
④時間変更 p,s h、1,oou,i ??
⑤班活動 pioitii hti,s ??
⑥事前指導 8,1 L,j,o.t,up
⑦尊重即指導 h.oos,1 1.D.1 u
7つすべてが良い状態の学級集団で行われていた。特に、以下の2つが高かつた。
③学級のルールを基に指導している。
⑥事前指導に必ず時間を取つている。
以上から、具体的な良い指導方法としては十分に捉えられていないものの、学期を通して効果が期
待できる指導方法の一例として挙げられることから今後のアンケー ト調査の内容にも活用し改善を
加えていく。
2学期 項 目 A強い B やや強い Cやや弱い D 弓弓い
①話し合い 理 ],m,p,■s二聾
②最後まで 節 j■m,q m 8
③学級ルール 墨 j』⊇,■,s理 m
④明るく 1.m.t h,1,o,u p,3
⑤全体指導 Lm,p,艶1,1,o,s
⑥待つ コ ,p』 山 S越
⑦尊重 亜 h.1.1.D.S IIl.u
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①話し合いで子どもたちに考えさせる。
③学級のルールを基に指導している。
④時間割の変更を少なくしている。
⑤班活動を活発に行つている。
⑥事前指導に必ず時間を取つている。
⑦友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
第3節 その他の分析と整合性
l AB,C,Dのグループ該当者の割合から指導傾向を捉える。 資料 9
ほ)他者意識と規範意識のそれぞれの状態を、さらに A′B′C′Dグループ該当する児童の割合の関
係から分析し、その学級集団の傾向から指導者の指導傾向を調べた。
① 算出方法
○ 学級集団でのA,B,C,Dの割合算出方法は、下位項目「健康 0体力」「自然愛護」を除く8
項目(基本的生活習慣、自主自律、責任感、思いやり、創意工夫、勤労奉仕、公平公正、公共
心)において、A,B,C,Dグループに該当する合計個数を全体制 査度数×8項目)で除した。
○ 他者意識でのAB,C,Dの割合算出方法は、下位項目「思いやり」「勤労奉仕」「公平・公正」
において、AB,C,Dグループに該当する合計個数を全体(調査度数×3項目)で除した。
○ 規範意識でのA,B,C,Dの割合算出方法は、下位項目「自主 。自律」「責任感」「公共心」に
おいて、A,B,C,Dグループに該当する合計個数を全体価 査度数×3項目)で除した。
② グラフ化と特徴の捉え方
上記で算出した割合を、学級集団、他者意識、規範意識の3つに分けてグラフにした。
A,B,C,Dの表出の割合を4つの領域に分け、右上にAグループの割合、左上にはBグルー
プの割合、右下にはCグループの割合、左下にはDグループの割合を描き、全体の型を円型
や楕円型の特徴で捉えるようにした。割合を描くとき縦軸と横軸に日盛りを取 リー 日盛り
10%とした。(図55)
りの楕円型
Bグループの割 ―プの割合
Dグループの割 Cグループの割合
図55 AB,C.Dのグループ該当者の割合
9)A,B,C,Dの表出の特徴を分類 俵 60
A,B,C,Dの割合を4つの領域に位置付けることから全体の型を見ることにした。
・ グラフの4つの割合を比較し、どの割合も同じ程度と見られるときは、丸型とし○を記す
ようにした。Dグループの割合が10%を超えているときは●を記した。
・ グラフの4つの割合を比較し、割合に偏 りが見られるときは、楕円で表すようにした。A
とDに高い割合が見られるときは右上がりの楕円、BとCに高い割合が見られるときは左
上がりの楕円で表すようにした。
・ グラフの中で高い割合のグループを記すようにした。
表68 各学級集団におけるA,B,C,D表出の特徴を分類
校名 学年組 学期 2つの意識 表出度 高い割合 特徴の分類
K校 a
学級集団
1学期 規範意識 53% C ヽ
他者意識 46% B 婆
2学期 規範意識 43% C ●
他者意識 49% B ミ
3学期 規範意識 47% A C ○
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他者意識 55% B ミ
b
学級集団
1学期 規範意識 35% C バ
他者意識 28% B C ゛
2学期 規範意識 56% A B ○
他者意識 40% B C ヽ
3学期 規範意識 50% B ミ
他者意識 39% B ヽ
C
学級集団
2学期 規範意識 34% B D ●  Ч
他者意識 34% B D ●
Y校 e
学級集団
2学期 規範意識44% C ●
他者意識 28% D ●
3学期 規範意識 51% A C ○
他者意識 41% B ●
d
学級集団
3学期 規範意識 57% C バ
他者意識 41% B ヽ
f
学級集団
2学期 規範意識 61% A B C ヽ
他者意識 54% B ヽ
3学期 規範意識 58% A ″
他者意識 45% B ヽ
g
学級集団
2学期 規範意識 52% A C ●
他者意識 40% A B D●
3学期 規範意識 50% A B C●
他者意識 41% A B D●
N中学
校
1年H組 3学期 規範意識40% A C ○
他者意識 30% B C ヽ
1年I組 3学期 規範意識 30% C ヽ
他者意識 38% B ヽ
2年J組 3学期 規範意識49% C ヽ
他者意識 38% C ぶ
2年K組 3学期 規範意識48% C ヽ
他者意識 36% C ヽ
(3 グラフ化の特徴分析について
(○の特徴について)
○型が現れていたのは、a学級集団の3学期、b学級集団の2学期、e学級集団の3学期、
N中学校H組3学期である。この4つの学級に共通することは、○の位置がグラフの上位に
位置してDグループの割合が小さいことである。他にも、
。 子ども一人一人へ言葉かけが多く、子どもの頑張りを取り上げて認めている指導者の様
子が見られた。また、問題が起きても個人の問題として終わらせず全体指導にも生かして
いた。子どもたちは指導者に認められたいと言う気持ちが強い様子が伺われた。
・ 他者とのかかわりが多くあり、互いによいところを認め合う関係が見られた。相互に助
け合 う様子や指導者の皆と話し合う姿勢も見られた。
(ごフ f特
徴
1靴Y7、たのは、f学級集団の3学期である。この学級の特徴は、西己慮を要する
子どもが多く個別指導からの関わりが多い。指導者から頻繁にかかわりをもつ子どももい
れば、あまり声がかけられていない子どもも見られる。子どもによりかかわり方に違いが見
(｀ゝ の特顧11命毎;し
ては明るいが、指導者からの注意が流れやすい様子も見られる。
ほとんどの学級集団で左上がりの傾向を有していた。中学校の3つの学級集団においてほ
ぼ全ての学級に現れていた。特に、「規範意識」はほとんどが左上がりの傾向が見られた。
共通していることは、指導者のモデリングが強く、学級を立て直す意識が強いことから、指
?
?
導者からの強い全体指導の傾向が現れている。子どもたちに規律やルールを指導し状態を
よくしようとしている様子が伺われる。指導者が代わつたり指導がいなかったりすると、集
団が騒がしくなる様子が見られている。
●の特徴について)
c学級集団、e学級集団、g学級集団、2学期のa学級集団でこの型が見られていた。実際
の学級集団の様子も状態としては良くなく、c学級集団は学級崩壊を起こし、eやgの学級
集団は指導者の指導が入りにくい様子が見られた。他にも、
・ 学級集団で淀んでいる状態が見られ、指導者からの注意よリグループ内での友だち関係
が強くなり、学級集団としてのまとまりがない。きちんとしていた子どもまでが反抗する
様子が見られた。不公平感が蔓延し一部の子どもたちの乱暴な言動を助長している。見え
ない力関係もあり友だちの問題行動に対しても誰も注意しない言動が見られた。
・ 頑張つても認められていない子どもが見られた。一部の子どもに指導者が手を焼いてい
たことから、周りの様子に気が付きにくくなつている。さらに、子ども一人一人がすぐに
先生に聞いたり、先生に用事を頼んだりする子どもの様子が見られ、先生が全体を掌握す
ることを難しくしている。先生に認められ頑張ろうとする子どもとそうでない子の違いが
はっきりしていた。グループ化も見られた。
・ 頑張つても認めてもらえなかつたり、何をどのように頑張ればよいのかが分からなかつ
たりしている子どもも見られ、集団全体がやる気を失いつつある。一人一人がバラバラな
動きとなり、友だちに関心がなく自分勝手な言動が目につく。友だちの問題行動に対して
も誰も注意しない様子がく見られるようになつていた。
以上をまとめると、
・ミゝ型は全体指導が強い指導傾向00 型はバランスが取れた指導
。zノ型は個別指導が強い指導傾向
。● 型は指導が入つていない
14)整合性について
① 学級集団、他者意識、規範意識のグラフに関する整合性
27年度1学期と2学期に5つの学級集団の指導者から5段階評価をいただいた。他者意
識や規範意識に関する整合性はどれも5′点と4′点台であつた。指導者に対する子どもたち
の態度や、授業中の雰囲気、友人関係などの様子から、概ね指導者のイメージに一致して
いる評価を得ることはできた。
しかし、整合性の評価の傾向として、状態の良い学級集団の指導者からの評価は高得′点で
あるのに対して、状態があまり良くない学級集団の指導者からは、低い評価が見られた。
客観的に調査の分析結果と実際の状態とを比較する難しさが見られた。
精度を上げるために、他者意識に関する3項目、規範意識に関する項目3項目、計6項
目に絞り分析し、平成28年度から棒グラフで表示したり、OR度として子ども一人一
人の状態に目を向けたりして調査 0分析するようにした。
② 型による指導傾向と実際の指導傾向の整合性
3つの学校で評価を実施した。概ね5点,4点,台の評価であつたが、担当する学級集団に
より違つてきたり、学期により全体指導から個別指導に変えていたりすることもあるとの
ことであつた。特に、1学期や生活指導を必要とする中学校では、全体指導になりがちであ
ることから、左上がりの楕円が全体指導の傾向を表していることは一致しているとのこと
であつた。
分析結果と学級集団の様子について
分析結果を数値化したリグラフかしたりして、学級昇段の状態を把握できるようにした。しか
し、その数値が学級集団のどのような状態を指摘しているのかが分からなくては意味がない。現
れた数値と実際の学級集団で起きる可能性がある事象について提示することができるように調
べていった。
そのために、26年度に調査した実際の学級集団の様子から、直接参観したり担任や周りの教
職員から聞き取つたりした内容を、分析結果で現れた指標値(他者意識や規範意識の状態を指標
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化した数値。第1章3節4参照)毎に分け分類 した。そして、その内容が他の学級でも同様に見
られているかを平成 27年度の調査で確かめていくためにようにした。そして、修正をカロえ平成
28年度の調査に生かすようにした。
(1)他者意識に関する具体事象と指標値による分類
学級集団の様子を、以下の項目に関して観察・聞き取りを行つた。0 思いやり 協力に関すること(ァ)・ 0相手の立場や弱い立場になつて考える様子。
。 公正 公平に関すること(イ)。・善悪の判断がしつかりできる様子。
・ 勤労奉仕 について(ウ)・・教え教えられたり助け助けられたりする共同した様子。
○ 他者意識の指標値が60%以上のとき(0‐60
平成26年度の調査学級集団の中に他者意識の指標値が 60%以上の学級集団がなかつたこ
とから、他者意識と規範意識を合わせた学級集団の指標値が 60%のf学級2学期の様子を使
うようにした。
(ァ)子どもたちは指導者や子どもたちと安心して接している様子が見られた。
(ァ)自他の頑張りを認め合い集団の一員としての自党が高い。
(イ)困つている友だちがいても自然に言葉をかけたり、友だちの行き過ぎた言動に対して
も言葉かけを行われたりしていた。
(ウ)人気者や個性的な子どもが多く学級集団を明るくしている。
(ウ)様々 な活動や行事に対して積極的で多くの子どもたちがリー ダーを担当している。
○ 他者意識の指標値が50%以上60%未満のとき
a学級集団の3学期 55%、f学級集団の2学期 54%の様子から
(ァ)指導者が子ども達を尊重し、班活動などを通して子ども同士の話し合いを行つている。
(ァ)他者との関わりを深め、友だち関係を大切にしている。
(イ)頑張つていることが指導者からだけでなく友だちからも認められている。
(ウ)自分から積極的に働きかけ、友だちに言葉をかけている子どもが多い。
○ 他者意識の指標値が40%以上50%未満のとき(O‐40
1学期 46%、2学期49%のa学級集団、2学期 40%のb学級集団、3学期41%のd学級集
団、3学期41%のe学級集団、3学期45%のf学級集団、2学期40%3学期41%のg学級集
団の様子から
(ァ)友だちへの言葉かけが少なく傍観者的な立場をとる子どもの言動が見られた。
(ァ)指導者や友だちと一緒に遊んだり活動を楽しんだりすることが少ない。
(イ)少しずつ友だち関係に対等な関係がなくなり、気を遣つている様子も見られる。
(イ)ルー ル違反や良くない友達の言動を先生に行つてくる様子が見られる。
(ウ)一部の子どもの発言に全体が左右されている様子が見られる。
○ 他者意識の指標値が40%未満のとき(O‐30
1学期28% 2学期 39%のb学級集団、2学期34%のc学級集団、2学期 28%のe
学級集団の様子から
(ァ)友だちの問題行動に対して傍観者になったりかばつたりしている様子が見られる。
(ァ)反抗する子どもや子ども同士のけんかが見られる。
(ァ)他者との関わりが希薄化している。
(イ)グループ化が見られグループ間の トラブルが見られる。
(イ)子どもたちの中で、上下・強弱の関係が見られる。
(イ)一部の日立つ子どもたちに学級集団が左右されている傾向が見られる。
(ウ)いつもザフザワした状態で指導者からの注意が繰 り返されている。
12)規範意識に関する具体事象と指標値による分類
以下の下位項目に沿つて記録していつた。
・自主 自律に関すること(力)。・学習規律やルールを守り迷惑をかけない様子。
・責任感に関すること(キ)。・学級の仕事や負かされたことを責任もつて行う様子。
・公共心に関すること(ク)。・皆で使 うものを大切にする様子。
○ 規範意識の指標値60%以上のときC‐60
2学期61%のf学級集団の様子から分析した。
(力)自分たちの問題は自分たちで解決していこうとする様子が見られる。
(力)遊びと授業の区別をつけている。
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(力)一つの行事に全員で前向きに取り組める学級集団である
(キ)周りから支援され認められていることから任された仕事は積極的である。
(キ)リー ダーの役割を担 う子どもが多い。
(ク)教室の備品や掲示物は常に整然としている。
○ 規範意識の指標値50%以上60%未満のときC‐50
1学期 53%のa学級集団、2学期56%3学期 50%のb学級集団、3学期 57%のd学級集
団、3学期51%のd学級集団、3学期51%のe学級集団、3学期58%のf学級集団、2学期
52%3学期50%のg学級集団の様子から
(力)学習規律や生活規律もほぼ保たれている状態である。
(力)指導者からの一方的指導が多くなり恐怖の喚起指導が見られる学級集団も見られる。
(力)指導者の不在の時、自習のときに騒がしくなる様子がある。
(キ)定期的な相互点検があまり意識されていない。
(キ)真面日に頑張つている子どもも多く見られる。
(ク)掃除道具を雑に扱う人や丁寧にしている子どももいる。
○ 規範意識の指標値40%以上50%未満のときC‐40
2学期43%3学期47%のa学級集団、2学期44%のe学級集団の様子から
(力)真面目に一生懸命に頑張つている子どもも多くいるが目立たない。
(力)ルー ルや任された係の仕事などがルーズになつている。
(キ)指導者の指導が不徹底になつているところが見られる。
(キ)友だちを威圧した言葉遣いが見られる。
(ク)掃除道具や実験道具が雑に扱われている。
○ 規範意識の指標値40%未満のときQ・30
1学期35%のb学級集団、2学期34%のc学級集団の様子から
(力)授業は騒がしく友だちの言動に無関心な様子が見られる。
(キ)ルー ルを守つても守らなくても、してもしなくてもよい雰囲気がある。
(キ)真面目に頑張つていた子どもが投げやりな友だちに同調している。
(キ)責任転嫁や無責任に友だちをかばう言動が見られる。
(ク)壊れたり破れたりしたままの物が放置されている。
(31 修正について (5点満点で評価)
平成26年度は7学級から14ケース資料を収集 0分類していき、27年度は1学期に9学級
から意見を聞くことができ修正していった。提示した内容と実際の学級集団で見られる様子
が、概ね同じことが見られているとのことであつたが、回収できた資料が少ないことから、正
確な修正できたとは言い難い。
ただ、他者意識の指標化した数値で 40%以上～50%未満(O‐40の中で不一致の評価があっ
た。具体的な事象を挙げていたが、その学級集団には見当たらなかつたとのことであった。他
者意識の指標化の数値が 40%を切ることから、友だち関係が希薄化し援助行動が少なくなる
ことが予想されるが、いじめが起きているとは限らない。物が破れたり友だちをからかつたり
することも、予想されても必ず起こることではない。しかし、そうした事象が起こりやすい状
態であることは考えられる。
回答していただいた学級集団からの評価
他者意識について
。 (O‐60について 2学級集団から回答 平均5点
・ (0‐50について 3学級集団から回答 平均4.3点
。 (0‐40について 4学級集団から回答 平均4点
0(O‐30 なし
規範意識について
0 0‐60 なし
・ C‐50について 2学級集団から回答 平均5点
・ C‐40について 7学級集団から回答 平均 4.1
0(R‐30 なし
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第5章 活用とまとめ
第1節 実践と活用
これまでに改善を加えてきた調査内容について実践と活用を行つた。ご協力いただい
た学校とは別の2つの学校で、5.6学年の学級集団について、計8学級集団について調
査を行つた。さらに、 1ケースの教育相談での活用を行つた。
1 平成28年度 O校 6年 1組 ( 1 )学期 級集団の実践
に)学級集団の実態
在籍28名、その内、特に4名の配慮を必要としている子どもも在籍している。自
閉症の子や、コンサーター を服用している子が2名、無気力な行動面で配慮を要する
子どもが1名である。
指導者からの観察では、以下の項目に高い評価が見られる。
。 いろいろな子がリー ダーとなっている。
・ 掲示物や道具は整つている。
・ 友だち同士がお互いに言葉をかけあつている。
しかし、遊びと授業の区別があまりついてなかつたり、グループ化も見られたりし
ていると観察している。人気者や個性的な子どもも多いが、一部の子どもに投げやり
な言動が見られ手を焼いている。
12)指導方法
友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れているが、強い指導は見られ
ず普通の指導をしている様子がうかがわれる。ただ、指導するときに指導者の思いで
指導している。
13)子どもアンケート分析
・ 特定の友だちを選んでいる子どもが18名。
・ 自己評価で×をつけていた子どもは3名。
・ 他者からの評価が得られなかつた子どもは3名。
・ 他者評価がなかつたうちの2名は配慮を要する子どもである。
に)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から学級集団を分析。この学級集団の表出度は60%。(図70
図70 学級集団のグループ毎の割合
(分析結果)
O A,B,Cの表出度が20%前後、全体の表出度60%あり活動意欲の高い学級集団と言
える。こうした学級集団は、全体として先生や友だちから認められたい、期待に応え
たいと気持ちは高く、自分や友だちが頑張つていると捉えている子どもが見られる。
・ グループ内で特定の友だちを多く選んでいる子どもが 18名もおり、グループ内で
認め合つている可能性が高い。そのことが遊びと授業の区別がつきにくい様子に現れ
ている。
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・ 7%の子どもが自他共に認められてなく、自己肯定感が低い子(1,5,6,22,24番)や、
評価されていない子(2,8,9番)が見られ、一部の子どもに投げやりな言動が見られて
いることに現れている。
○ グループ化の解消手立てとして、学級全体で取り組む活動や、子ども一人一人に役
割を担当させ、指導者から良い評価を伝えたり子ども相互で認め合ったりする。
○ 自己肯定感の低い子どもたちへは、達成感や所属感を実感できるように、課題の量
(図 71)
雌
OR度
0
90%
図 71 度数分布図
(分析の結尉
・ 全体として指導が入りやすい状態がうかがわれる。教室の掲示物や道具が整つて
いたり、友だち同士の言葉かけもできていたりしている。
・ 全体として引き上げているが、学級集団に入れていない子どもが一人見られる。
○ 個別指導や小集団、班活動により、友だちを通して指示が入つていくようにして
集団から離れない工夫が必要。
③ 他者意識と規範意識の状態からの分析 (図79
他者意識 規範意識
図72 他者意識、規範意識の状態
下位検査からの分析 他者意識の状態 (図7鋤
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勤労奉仕
図73他者意識の状態
思いやり
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公平公正
下位検査からの分析 規範意識の状態 (図 7り
80
自主自律         責任感
図74 規範意識の状態
(分析の結莉0 他者意識や規範意識も高い様子が見られ、友だちを馬鹿にする行為に対して即指導
を入れられていたり、全員が揃うまで待つていたりすることが、規範意識を 60%以
上に高めていると思われる。
・ 指導者が言つたことや指示したことに対して、容易に譲らない指導者の姿勢が効果
を成している。
○ 今後は他者意識をもつと高めていき(例えば、公正公平の意識として、異質性や民
主的な方法を取り入れる)自治的な学級集団にしていく。
学級集団内における子どもの相関図 (図7D 配慮を要する子● 9番欠席
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縫
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他者意識
図75 学級集団内における相関図
公共心
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(分析の結菊
・ 集団に順応している子どもたちは多く人気者や個性的な子どもが見られる。
・ 集団に馴染めない子どもたちが見られ、1番 2番の子どもへは個別指導が必要
・ 注意を繰り返しても効果がなく投げやりな言動が見られるときは、分からないまま
に注意を受け自尊感情が低下している可能性がある。
○ 何を注意されているか分かるために学級目標に照らし合わせて指導することが大
切である。また、褒められる機会を増やすために、事前に注意を回避する活動の工夫
を考える。
2 平成28年度 0校 6年 2組 ( 1 )学期 学級集団の実践
(1)6学年2組の学級集団の実態
在籍28名、その内、特に2名の配慮を必要としている子どもが在籍している。特
に4番の子どもの行動(非行)に配慮を要する。
指導者からの観察では、特に強く見られる特徴はないと感じているが、以下の項目
の事象が起きていると感じている。
・ 一部の子どもがリー ダーになりがちである。
・ グループに分かれている。
。 一部の子どもの言動に投げやりな様子が見られる。
12)指導方法
特に強い指導はなく、普通通りの指導をしている様子がうかがわれる。
(3 子どもアンケー ト分析
子どもアンケートをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもが 18名
もいた。自己評価で×を3つ以上つけていた子どもは 5名、他者からの評価が得ら
れなかつた子どもは5名であつた。
に)学級集団の状態分析
① AB,C,Dグループ毎の割合から学級集団の状態を分析。(図70
図76 学級集団のグループ毎の割合
の 析の結果)
。 この学級集団は、Bの特徴表出度が他より高くDも9%と高いことが特徴である。
・ Bの表出度が高く、特定のグループ内で同じ友だちを認め合っている子どもが18
名見られることから、この学級集団はグループ化が見られる。
・ 一部の子がリー ダーになつたり、休憩時間と授業時間の区別がつきにくくなつたり
する様子に現れる。
・ Dの特徴が高いのは、自己評価が低い子(2,7,8,10,24番)、 他者評価が低い子
(5,6,10,13,16番)の存在があり、力関係が見られたリー 部の子どもに投げやりな言動
が見られたりすることに現れている。
○ 学級全体で取り組める活動を用意し、互いの関わりが広く深めていく必要がある。
子どもたちの活躍できる場を多く作り、子ども一人一人に役割を担当させ良い評価を
伝えたり子ども相互で認め合つたりすることから自尊感情を高めていくこと。
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② 子ども一人一人の表出度を分布図
10
図77 0R度
(分析の結果)
0 30%の子どもが多く下位の子どもたちを引つ張り上げている様子が分かる。
・ 50%以下の子どもたちが中心になつていることから騒がしい授業となりやすい。
0 50%の子どもたちが上位に流れるためには、上位の子どもたちが学級をリー ドで
きるような活躍の場を作ることが必要である。
③ 学級集団を他者意識と規範意識からの分析 (図7D
他者意識
図78 他者意識、規範意識の状態
下位検査から他者意識の分析 (図79
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図79 他者意識の状態
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公平公正
下位検査から規範意識の分析 (図80
自主自律 公共心
の 析の結射
・ 他者意識による子ども相互の認め合いができるには、まず、規範意識をしつかり
高めておくことが必要である。1学期の規範意識は、以後の学期での学級集団の状
態と深く関わつている。2学期は運動会や修学旅行など、学年全体で行う行事が多
くあり、規範意識は高まる傾向はどこの学校でも見られるが、そうした学校や学年
行事が終わつた後は、学級での規範意識に戻ることから、運動会後によく起きる間
題行動の発生や、3学期におしゃべりがひどくなる等、指導者の指導が入らなくな
る様子が見られがちである。
○ 子どもたちの規範意識は、指導者の規範意識が大きく影響している。例えば、友
だちを馬鹿にする言動は即注意をしたり、指導者が言つたり指示したりしたことは
キッチリと指導を入れたりする姿勢が子どもたちの規範意識を作ることになる。
④ 学級集団内におけるどもの相関図 (図81) 配慮を要する子4番  ●
図81 学級集団内における相関図
43
責任感
図80規範意識の状態
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(分析の結果)
・ 分布図を見て分かるように、学級集団が一部の上位と多くの下位の2つの集団に分
かれている。一部の子どもたちがリー ダーとして学級を動かし、リー ダー以外は無関
心状態となつている可能性がある。
○ 個男Jの指導が必要な子どもたちが多くいます。しつかり話を聴いて、一方的な指導
のないようにして、頑張りを皆に伝えていくことも必要です。
○ 学習活動では、課題に対して何をどうすればよいか分からない子どもたちが多くい
るので、明確な指示や完結明瞭な説明が大切です。
3平成28年度 0校 5年 1組 ( 1 )学期 学級集団の実践
但)5学年1組の学級集団の実態
在籍25名、その内、特に療育手帳B2を取得している2名の配慮を必要とする子
どもが在籍している。
指導者からの観察では、以下の項目に高い評価が見られる。
・ 遊びと授業の区男Jがついている。
・ 人気者や個性的な子どもが多い。
しかし、グループ化が見られたり、一部の子どもに投げやりな言動が見られたりし
て、手を焼いていると感じている。
12)指導方法
強い指導として、
・ 友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
。 一斉に活動するときは全員がそろうまで待つようにしている。
・ 班活動を学習や生活全般に行つている。
・ 行事や活動毎に児童の頑張りを皆に伝えるようにしている。
などを挙げている。
13)子どもアンケート分析
子どもアンケートをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもが26名
もいた。自己評価で×を3つ以上つけていた子どもはいない。他者からの評価が少な
い子どもは4名いた。他者評価がなかつた内の一人は配慮を要する子どもであつた。
に)学級集団の状態分析
① グルー ブ毎の割合から学級集団の状態を分析。(図80全体の表出度は61%
図82 学級集団のグループ毎の割合
の 析の結果)
・ この学級集団は、全体の表出度が高く、Dや無表出の割合が低いことから、自分の
頑張りを意識したり他者から評価されたりしている子どもが多い。
・ Bの表出度が他より高く見られることが特徴ですが、特定のグループ内で同じ友だ
ちを認め合っている子どもが26名も見られることから、グループ内で認め合つてい
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る可能性がある。
・ Dの特徴が低いのは、自己評価が低い子がいないためである。子どもたちの頑張り
を皆に広げている指導が効を成している。しかし、他者評価が低い子(1,10,11,20番)
がいるので、学級全体で取り組める活動を用意し、友だち同士の関わりが広くなるよ
うな工夫が必要。
② 子ども一人一人のOR度から度数分布図 (図83)
9
8
7
6
図83 0R度 度数分布図
(分析の結莉
・ 全体的に、30%だつた子どもたちが引き上げられ、40%の子どもたちが多くなつ
ていると推測される。
0 50%を中心とする正規分布に近いことから、指導者の指導が入りやすい状態と考
える。小集団・班活動を生活全般に使つていることが効果的な指導になつている。
○ いろいろな場面で多くの子どもがリー ダーとなり認められることから、2学期や
3学期に40%の子どもたちが50%の方に流れ自治的な学級集団になると考える。
③ 学級集団を他者意識と規範意識からの分析 (図80
他者意識                規範意識
図84 他者意識、規範意識の状態
下位検査から 他者意識の分析 (図85)
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図86 他者意識の状態
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思いやり 公平公正
下位検査から 規範意識の分析 (図80
自主自律           責任感
図86 規範意識の状態
∽ 析の結果)
・ 60%以上の規範意識が確保されていることから、他者意識による子ども相互の認
め合いが確かにしていく段階である。2学期以降に人気者や個性的な子どもたちが
生まれてくることが推測される。
・ 規範意識を高めている指導は、「友だちを馬鹿にする言動は許さない」という指導
者の姿勢にあり、休み時間と授業時間の区別をつけたり、教室内の掲示物や道具が
整つていたりする様子に現れている。
・ 他者意識を高めている一つの指導に「全員が揃うまで待つ」ことが見られる。
○ さらに自分たちで自治的な学級にしていくことが大切である。
④ 学級集団内における子ども一人一人の相関図(図8つ 療育手帳B2●
6
籠 5
極
導
寝 4
3
2
1
0
図87 学級集団内における相関図
の 析の結莉
・ 分布図を見て分かるように、学級集団の大勢が右上の域に入つており、学級集団を
必要と感じている子どもが半数以上いる。
3456789
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・ 左下の域に3割も見られることから、個別指導も並行して取り組み、課題に対して
は個に応じた量や内容を配慮する必要がある。
・ 集団から離れやすい子どもたちもいることから、指導者は子どもたちの話をしつか
り聞いたり、班活動を通して友だちから言葉かけをしたりして、集団の中に入れるよ
うにすることである。
平成28年度 O校 5年 2組 ( 1 )学期 学級集団の実践
に)5学年2組の学級集団の実態
。 在籍25名、その内、特に配慮を要する子どもは、知的障がいと非行傾向の2
名が在籍している。
・ 指導者からの観察では、誰にでも好き嫌いなく言葉をかけていると見ていたり
グループ化の様子も見られないと感じたりしている。
・ 遊びと授業との区別がつきにくく騒がしくなる様子も感じている。
121 指導方法
強い指導として、友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
を挙げている。しかし、一斉に活動するときは全員がそろうまで待つたり、班活動
を学習や生活全般に使つたりすることにはあまり意識していない。係り活動の相互
点検も意識していない。
(3)子どもアンケー ト分析
・ 子どもアンケー トをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもが18
名いた。
・ 自己評価で×を3つ以上つけていた子どもは 2名、他者からの評価が少ない
子どもは 4名いた。他者評価がなかつたうちの一人は配慮を要する子どもであ
った。
14)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から学級集団の状態を分析 (図80 全体の表出度は50%
図88 学級集団のグループ毎の割合
(分析の結果)
・ ムB,Cの割合は同程度であるが全体的にやや少ない。
・ グループ内で特定の友だちの名前を多く挙げている子が 18名いた。グループ化が
見られる。授業と休み時間の区別がつきにくく騒がしくなる様子に現れたりする。
・ Dが8%と高い様子が見られます。その原因は自己評価が低い子が2名(3,8番)、 他
者評価が少ない子が4名(4,9,12,26番)見られることに関連している。
○ 互いの関わりが広くなるように学級全体で取り組める活動を用意することが必要
である。そして、子どもたちの活躍できる場を多く作り、子ども一人一人に役割を担
当させ良い評価を伝えたり子ども相互で認め合つたりする。
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子ども一人一人のOR度からの度数分布図 (図89
0
10%
図89 0R 分布図
僻 価の視点)
・ 指導が入 り30%以下であつた子どもたちが引き上げられ、40%、50%の子どもた
ちが多くなつていると推測できる。
・ 分布の範囲が狭く 50%を中心の正規分布に近いことから、比較的指導を入れや
すい学級集団になつている。
0 40%台の子ともたちが30%台に引き下げられることのないように、小集団・班活
動を大いに取り入れ、自治的な集団を作つておくことが大切である。
③ 学級集団を他者意識と規範意識からの分析 (図90
80
70
43
他者意識 規範意識
図90 他者意識、規範意識の状態
下位検査から他者意識の分析 (図91)
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図91他者意識の状態
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公平公正
下位検査から規範意識の分析 (図92
80
70
自主自律         責任感          公共心
図92 規範意識の状態
(分析の結果)
・ 友だちを馬鹿にする言動に対して即、指導を入れている指導者の姿勢が、規範意識
引き上げていると思われるが、自分たちで自立した行動はまだ難しい。
○ 指導者の有無に関係なく自分たちで自主的な活動ができるように、話し合いや班活
動を日頃より取り入れ、指導しておくことが大切である。
○ 「これだけは容易に譲れない」姿勢を示したり、自分たちで決めたことは自分たち
で守れるように支援したりして規範意識を高める。
○ 規範意識をまず高めておくことが大切である。その上で、いろいろな子どもがリー
ダーを担当できるようにしたり、だれに対しても対等に関わる言動を高く評価したりし
て、他者意識を確かなものにしていく。
④ 学級集団内における子ども一人一人のOR度の相関図(図99 知的● 非行 ●
他者意識
図93学級集団内における相関図
(分析の結莉
。 他者・規範意識の低い左下の域に子どもが36%入つている。中でも、個別指導が
必要と思われる域に2名入つている。(3,17番)
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○ 規範意識が不足していることから、特別支援や行動に配慮を要する子どもたちが左
下の域に入つている。学級集団に馴染めない子どもたちは不安になりやすく、二次
的な問題が起こることが,い配される。しつかり個別に子どもの話を聞いたり、とき
にはその子の思いを全体で考えることから、集団から離れないようにすることが大
切な指導である。
平成28年度 KN校 6年 1組 ( 1 )学期 学級集団の実践
(1)6学年1組の学級集団の実態
在籍34名、指導者からの観察では、以下の項目を強く感じている。
・ いろいろな子どもがリー ダーになつている。
・ 遊びと授業の区別がついている。
・ 人気者や個性的な子どもが多い。
・ 教室の掲示物や道具は整っている。
・ 人気者や個性的な子どもが多い。
・ 何事にも積極的に参カロする。
などである。
しかし、少しグループ化が見られていることも感じている。
(21 指導方法
強い指導として、0友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
・ 自分たちで決めたことは自分たちで守らせている。
・ 指導するときは学級日標に照らし合わせて指導している。
・ 一斉に活動するときは全員がそろうまで待つようにしている。
・ 係や委員会活動など定期的な点検・振り返りの活動をしている。
・ 班活動を学習や生活全般に行つている。
・ 行事や活動毎に児童の頑張りを皆に伝えるようにしている。
など、すべての指導を取り上げている。
(3)子どもアンケー ト分析
子どもアンケー トをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもはいなか
つた。自己評価で×を3つ以上つけていた子どもは2名、他者からの評価が少ない子
どもは1名。
14)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から学級集団の状態を分析 (図94)全体の表出度は64%
図94 学級集団のグループ毎の割合
(分析の結果)
。 中間層やDの割合が少なくAの割合が大きいことは、
に認め合つている集団である。
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多くの子どもたちが相互
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・ 学習と休憩時間の区別がついていたり、教室環境も整つていたりしている様子に
現れている。
・ 目立つようなグループ化の傾向は見られていない。
0 2学期のいろいろな活動を通して、いろいろな活動で多くの子どもたちがリー ダ
ーとなり、子ども一人一人の個性が学級全体で認められ、人気者や個性的な子ども
が多く表れるようにする。
② 子ども一人一人のOR度を度数分布図で表す (図9D
0
90%
図95 0R度
(分析の結果).0班活動や小集団を使い、下位の子ども達を上位に引つ張り上げている。そのこと
が集団から離れている子どもを作つていないと考える。
・ 正規分布に近い状態となり全体指導が入りやすい状態を作つている。
0 80%台の子どもたちの活用を考える。
③ 他者意識と規範意識からの分析 (図90
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図 96
下位検査から他者意識の分析
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他者意識、規範意識の状態
(図9つ
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図97 他者意識の状態
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下位検査から規範意識の分析 (図99
80
自主自律          責任感
図98規範意識の状態
(分析の結莉
・ 他者意識や規範意識が高く、学級集団の状態としては大変良い。
・ 短期的には、即、子ども相互のおかしい言動には注意し、長期的には、指導者の
譲れないところが明確であり、子どもたちに分かりやすいことが規範意識を高くし
ている原因になつている。係や自分たちで決めたことは自分たちで守らせる点検活
動や、学級目標に照らし合わせた指導も行つている。
0 2学期も子どもたちの頑張りを広く深く皆に伝え、子どもたちが認め合い互いに
友だちを尊重し合える自治的な学級集団にしていく。
④ 学級集団内における子ども一人一人の相関図 (図99
45678
図99 学級集団内における相関図
扮 析の結果)0 ほとんどの子どもたちは右上の域におり、拡散せず同じ方向でまとまっている。
・ この学級集団の特徴は、規範意識の格差が大きいこと。子ども同士の関わりが強い
ことが、規範意識の低い子どもも学級集団に入れている理由と考える。
○ 規範意識が低い子どもたちへの指導は、学級目標や皆が決めたルールなどに従つて
指導することが分かりやすい指導になる。
?
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平成28年度 KN校 6年 2組 ( 1 )学期 学級集団の実践
(1)6学年2組の学級集団の実態
在籍33名、指導者から、学級集団の様子について、特に強く意識している様子は
ないが、一部の子どもがリー ドしている様子を感じている。
12)指導方法
強い指導として、
・ 指導するときは学級目標に照らし合わせて指導している。
・ 一斉に活動するときは全員がそろうまで待つようにしている。
などを挙げている。
(31 子どもアンケート分析
子どもアンケー トをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもはいなか
つた。自己評価で×を3つ以上つけていた子どももいない。ただ、他者からの評価が
少ない子どもは3名いた。
に)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から級集団の状態を分析(図100 全体の表出度は 66%
図100学級集団のグループ毎の割合
(評価の視点)0 中間層や Dの割合が少なく、多くの子どもたちが相互に認め合つている集団と
言える。
・ 特徴的なことは、Cの割合が高く、自分は頑張つているという意識を持ち自己肯
定感の高い子が多いことである。頑張りを見て欲しいと願つている子どもに対して
結果だけでなく良い評価を指導者が一人一人に伝えていくことか大事である。
・ Bの割合も高く特定の友だちに多く名前を挙げている子が 10名おリグループ化
の様子も見られる。
② 子ども一人一人のOR度を度数分布図に (図101)
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図101 0R度
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僻 価の視点)
・ 50%を中心とする正規分布にほぼなつており、適応度が60%以上の子どもが中心
となり幅が狭いことから、指導が入りやすい状態である。
0 30%台の子どもたちを、さらに上位へ移動していくには、班活動や個別の言葉か
けが必要である。
③ 他者意識と規範意識からの分析  (図102)
80                      75
他者意識
図102 他者意識、規範意識の状態
下位検査から他者意識の分析 (図109
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下位検査から規範意識の分析
80
勤労奉仕
(図100
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図104 規範意識の状態
∽ 析の結莉
・ 全体的に子どもたちの規範意識は高く、指導者の規範意識の高さが見られる。友だ
ちをバカにする言動に対して即指導を入れる、学級目標を意識させた指導などが効を
公共心
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成していると考える。
○ 高い規範意識の中で、児童の頑張りを取り上げ認めたり、皆がそろうまで待つたり
することから他者意識が高くなり、思いやりや協力などが行動によく影響している。
○ 学級集団の中で互いに支え合うことから、たくさんのリー ダーが生まれ、人気者や
個性的な子ども、特技を生かせる子どもなど、自分の可能性に気付き発揮できる学級
集団になると思います。
④ 学級集団内における子ども一人一人の相関図 (図10D
他者意識
図105 学級集団内における相関図
(分析の結果)0 全体的には多くの子どもたちは右上の域に位置しているが、規範意識が低い子ども
が見られている。一部の子がリー ダーになりがちな様子や、授業中やや騒がしい状態
などが見られている。
・ 拡散した分布状態で、学期始めや問題が起きたときに見られる様子である。
○ 規範意識が他者意識より低い子どもが多くいることから、学級目標や皆が決めたル
ールに照らし合わせた指導を心掛け、子どもたちが理解できるようにすること。
7 平成28年度 KN校 5年 1組 ( 1 )学期 学級集団の実践
(1)5学年1組の学級集団の実態
在籍32名、その内、自開症の子ども1名が特別支援学級に在籍している。
指導者からの観察では、以下の項目に高い評価が見られる。
・ 友だち同士の言葉かけは良くしている。
・ 誰にでも好き嫌いなく言葉をかけている。
しかし、一部の子どもに消極的な様子が見られていると感じている
(2)指導方法
強い指導として、
・ 友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
・ 一斉に活動するときは全員がそろうまで待つようにしている。
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・ 行事や活動毎に児童の頑張りを皆に伝えるようにしている。
などを挙げている。
旧)子どもアンケート分析
子どもアンケー トをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもは3名、
自己評価で×を3つ以上つけていた子どもは2名、他者からの評価が少ない子どもは
2名いた。
に)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から学級集団の状態を分析(図100 全体の表出度は 67%
図106 学級集団のグループ毎の割合
(評価の視点)
・ 無表出やDの割合が少なくAが多いことから、子どもたちが相互に頑張つている
ところを認め合つている集団と言える。
・ 人気者や個性的な子どもが多く生まれる状態にある。
・ Cの割合が高いことから、自分は頑張つているという意識を多くの子どもたちが抱
き、指導者からの良い評価を期待している状態である。
・ 特定の友だちを多く名前を挙げている子が 13名おり、グループ化を避けるために
も、さらに学級集団全体で互いに関わりが深められる活動が大切である。
② 子ども一人一人のOR度を度数分布図に  (図10つ
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図 107 0R
(評価の視点)
0 60%を中心とする正規分布になつており、50%～70%に多くの子どもたちが入つ
ている。大変指導が入りやすい状態と言える。
・ 学級集団から離れている子どもが1人いる。
○ 班活動を学習や生活全般に多く取り入れ、集団から離れやすい子どものことも考
えた言葉かけや個別指導により友だちの中に入れるように指導を工夫する必要が
ある。
????????????
??????????
????????????????????
??
?
??????
?
?
?
?
?
?
?
??
?
????
?
?
?
83
③ 他者意識と規範意識からの分析 (図108p
80
70
60
50
40
他者意識                規範意識
図108 他者意識、規範意識の状態
下位検査から他者意識の分析 (図109
90
?
?
思いやり
下位検査から規範意識の分析
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勤労奉仕
図109他者意識の状態
(図1101
公平公正
自主自律         責任感         公共心
図110 規範意識の状態
粉析の結卿
・ 全体的に子どもたちの他者意識や規範意識は高く指導者の意識の高さが見られる。
・ 友だちをバカにする言動に対して即指導を入れる、係活動などの点検などが規範意
識を高めていると考える。
・ 高い規範意識の中で、児童の頑張りを取り上げ皆に伝えていることが他者意識を高
め、思いやりや協力などの行動に現れている。
○ いろいろな活動でたくさんのリー ダーが生まれ、人気者や個性的な子どもが見られ
ている。誰が係を担当しても、皆が指示に従つている関係が効を成している。
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④ 学級集団内における子ども一人一人の相関図 (図111)自閉症 ●
10
12345678910
他者意識
図111 学級集団内における相関図
(分析の結果)
・ 全体的には多くが右上の域にいるが、他者意識が低い様子が見られ子どもが 2人
いる。自閉症の子どもの特徴と一致しているが、もう一人についても配慮が必要であ
る。
・ 分布状態は収縮しており、指導が入り互いの関わりは深まりつつある。
○ 友だちとの関わり方が難しいことが考えられ、対人スキルを全体や個別に指導する
ことが必要である。周りからの優しい言葉かけを指導したり、待つてあげる指導をし
たりすることから、友だちとの関わり方が分かるようにする。
8 平成28年度 KN校 5年 2組 ( 1 )学期 学級集団の実践
ほ)5学年1組の学級集団の実態
在籍33名、その内、ADHDの配慮を必要とする子どもが1名在籍している。
指導者からの観察では、以下の項目に高い評価が見られる。
・ 誰にでも好き嫌いなく言葉をかけている。
しかし、一部のリー ダーに偏りを感じている。
(2)指導方法
強い指導として、0 友だちをバカにするような言動には、即、指導を入れている。
・ 行事や活動毎に、児童の頑張りを皆に伝えるようにしている。
などを挙げている。
しかし、以下の指導にはあまり意識はない。
・ 一斉に活動するときは全員がそろうまで待つようにする。
・ 係や委員会の活動を定期的に点検したり振り返つたりする。
13)子どもアンケート分析
子どもアンケートをまとめていくとき、特定の友だちを選んでいる子どもが 14名
もいた。自己評価で×を3つ以上つけていた子どもは3名、他者からの評価が少ない
子どもは6名いた。
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14)学級集団の状態分析
① グループ毎の割合から学級集団の状態を分析 (図119 全体の表出度は 64%
図112 学級集団のグループ毎の割合
(評価の視点)
・ 無表出やDの割合が少なくAが多いことから、子どもたちが相互に頑張りを認め
合つている集団と言える。
・ 人気者や個性的な子どもが多く生まれる状態にある。
・ Cの割合が高いことから、自分は頑張つているという意識を多くの子どもたちが抱
き、指導者からの良い評価を期待している。
○ 特定の友だちを多く名前を挙げている子が 14名おり、グループ化を避けるために
も、さらに学級集団全体で互いに関わりが深められる活動が大切である。
② 子ども一人一人のOR度を度数分布図に表わす  (図119
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図113 0R
(評価の視点)
・ 60%を中心とする正規分布になつており、ほとんどの子どもが40%～80%に入つ
ている。
・ その集団から離れている20%の子どもたちが何人かいる。
○ 離れている子どもたちを学級集団の中に取り入れていくことが2学期の課題で
す。班活動を学習や生活全般に多く取り入れ、時にはこの子どもたちの思いを聞き
取り皆に伝えることも必要。友だち相互の力を活用すること。
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③ 他者意識と規範意識からの分析 (図11の
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他者意識
図 114
下位検査から他者意識の分析
規範意識
他者意識、規範意識の状態
(図1lD
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図115他者意識の状態
下位検査から規範意識の分析 (図110
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図 116
公共心
(分析の結莉
・ 全体的には、子どもたちの他者意識や規範意識は高いです。友だちをバカにする言
動に対して即指導を入れることや、自分たちで決めたことは自分たちで守らせる、学
級目標に照らし指導するなどの指導が規範意識を高めていると考える。
・ 規範意識が高い中で、児童の頑張りを取り上げ皆に伝えるようにしていることが他
者意識を高め、思いやりや協力などが行動になつている。
○ さらに、他者意識が高くなるように、全員が揃うまで待つたり係活動の点検や工夫
したりできるようにして、子どもたちと相談しながら自治的な学級集団にしていくこ
とが大切である。
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④ 学級集団内における子ども一人一人の相関分布図(図117)ADHD●
10
345678910
他者意識
図117 学級集団内における相関図
(分析の結果)
・ 全体的には、多くの子どもたちが右上の域にいて、規範意識が高い特徴が見ら
れるが、1人規範意識が低くい子どもが見られ集団から離れている。
・ 他者意識では格差が大きく、対等な友だち関係が難しかつたり自分勝手な言動
が見られたりする子どもも見られる。
○ 個男り指導の必要な子どもも見られ相談しながら進めていくことも大切である
○ 分布状態は収縮しており互いの関わりは深まりつつあることから、周りの友だ
ちと相談したり関わりを活用したりして、左下の域の子どもたちが学級集団に入
れるようにしていくことが大切である。
実践の整合性
平成28年度に行つた調査学級集団について、直接学校に行き学級集団の担任と会
い、その学級集団の様子について聞き取りを行っていく中で整合性を確かめて行くよ
うにした。
○ 子どもアンケー ト個票について
0 特定の友だちを多く選んでいた学級集団の担任の中で、予想していた担任と意
識していなかつた担任とに分かれていた。予想していた担任は思い当たる場面を
思い出していたが、意識していなかつた担任はグループ化を肯定する考えをもつ
ていた方もいた。
・ 他者から名前が挙げられていない子どもに対して、多くの担任は予想をしてい
た。しかし、性格の問題として捉え手立てを打つことはあまりしていない様子だ
つた。配慮を要する子どもたちの名前が挙げられていたことに、大変喜ぶ担任の
?
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姿が多く見られた。
・ 自己評価の低い子どもたちに対して、予想していた担任とそうでない担任に分
かれた。予想していた担任は、日頃の行動から察していたが、予想していない子
どもが低いことに驚いていた。
○ 一覧表のA,B,C,Dの表出状態について
。 子ども一人一人について見ていつたとき、友だちから認められていたことや、
自分なりに頑張つていた子どもの様子に初めて気づき意外であつたようであっ
た。
・ 学級集団の他者意識や規範意識の状態度について、どの学級集団も担任が意識
していた様子と合つていたようである。特に、子どもたちの学習規律の様子が規
範意識の状態度に同じく表れていると評価していた。
・ 10項目ごとの状態度について、担任はあまり意識していないこともあり、整
合性については分からないとのことであった。
・ 子ども一人一人のOR度と0,Rの数値について、担任が意識していた学級集
団内での子ども一人一人の様子が、数値としてよく表れているということであつ
た。
○ グラフ化について
・ 円グラフについては、Dや無表出の割合が全体の割合から分かり、学級の状態
を捉えやすいとのことであつた。「AB,Cの割合がどのくらいあればいいのか」
と担任からの質問があつた。
・ OR度の度数分布表については、50%以下の子どもたちの人数が捉えやすく、
また、集団から離れている子どもたちが捉えやすいとの事であつた。
・ 他者意識や規範意識の棒グラフについては、2つの意識のバランスが分かり、
それは指導者の意識のバランスと同じように表れているように感じているよう
だった。
。 学級集団内における子ども一人一人の分布表について、子ども一人一人の位置
が現れているのではないかと評価していた。特に、配慮を要する子どもたちの位
置が明確に捉えることができることに驚いていた。
○ 実践を通して
平成28年度は、新たな学校で実践を行つた。全体的に担任が学級集団の中で
子ども一人一人の様子を把握することは大変難しいと感じた。それは、調査結果
を見て初めて気づくことや、改めて意識する学級担任が多かったからである。「
あの子がそうだつたとは分からなかつた。」「あの子の名前が挙げられていてよか
った」「そういえば、ずつと一緒にいることが多かったな」などの様子が見られ
た。
しかし、そうした細かなことは知らなくても、子ども同士の関係は大変に良く
全員が良くまとまつている学級集団は多くある。それは子ども同士の関わりから
担任が知らなくても、相互に指導が入つているからではないだろうか。そこに学
級集団のよさがあり、学級担任がすべきことがある。よく保護者に「先生は40
人もの子どもたちをよく見られていますね」と言われる。これは子ども一人を見
ている保護者の観点であり学級集団の中で見ている、担任の観点とは異なるもの
である。担任が直接言わなくても子ども同士で解決したり修正したりする学級集
団を育てることが、家庭で子ども一人一人を育てることと同じことだと考える。
大局的には、子ども一人一人に指導することの以前に、学級集団を育てること
が大切な学級担任の職責であると感じた。
10 教育相談での活用
自己0相互評価による集団の実態把握の方法は、学級集団だけでなく職場やスポー
ツチーム、家庭での小集団においても通じるのではないかと考えた。そこで、教育相
談の中において実践をした。
(1)調査のねらい
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自閉症スペクトラムと診断されている子どもが、教育相談に訪れることは多い。主
訴として低学年では、学習に集中しない、友だちにちょっかいをかける、場に不相応
な言動が見られるなどが多く、高学年では、友だちができない、思い通りにいかない
と乱暴になる、学習が分からないなど、集団の中で不適応を起こし不登校に至るケー
スも少なくない。自己肯定感が失われ自暴自棄に陥つている子どもたちもいる。
そうした中で、小学校5学年の男児であるAは、2歳半で自閉症スペクトラムと
診断され、継続的に医療にかかつていた。学校ではまじめに一生懸命に取り組む良い
状態が見られ、自己肯定感を維持できている。こうした状態を維持している環境はど
のような環境であるのかを、本児の発達検査、家庭の状態調査、学級集団の状態調査
から分析し、本児の実態との関係を提えることにした。
こうした調査に協力をしていただいた保護者や学校の担任の先生に感謝する。
(2)調査期間
平成27年10月28日～平成27年11月5日
(31 調査対象
本児の調査
家庭調査 父(46歳)、 母(46歳)、 本児、一女(9歳)、 二女(5歳)の5人家族
(調査は父、母、本児の3名)
学級集団調査 在籍児童28名
14)調査方法
本児調査 発達検査 WISC‐Ⅳ
家庭調査 3名による自己・相互評価調査
学級集団調査 28名による自己・相互評価による調査
(51 教育相談の主訴と本児の様子
教育相談を希望されたのは、それまで定期的にかかつていたが医療機関が終了とな
つたことから、引き続き相談先を両親が求めていたことによるものである。全般的な
発達の状況を把握し今後の支援を求めていた。家庭や学校で問題があり本児が困つて
いるケースとは異なっていた。
学校では、段取りが変わると固まつてしまう、自分の気持ちをまとめることが苦手
などの様子が見られている。休み時間に一人読書をし、学級内での トラブルはなく、
通常学級の中で普通に生活している。学力はあるが、外的な刺激を拒む様子が見られ
ることから、気分転換のために特別支援学級を利用している。
家庭では、極端に間違うことを嫌がり、失敗を恐れチャレンジしようとしない。時
間の感覚が少しずれている様子が見られる。どこかに行くとき計画はできるが細部に
までは気が付かない。
16)成育歴
夜泣きがひどかつた。定期検診では母親から言葉の遅れを相談した。幼児期では、
いろいろなこだわりが見られ、白い物しか食べない、入れない場所がある、乗れない
電車があるなどである。また、音を聞いただけで電車の車種が分かつたり、聞いたメ
ロディーをすぐに弾くことができたりしていた。
17)本児の発達検査からの状態分析
FSIQ(110,VCI(117),PRI(100,WMI(120,PSI(10の 検査の様子は、前半は間違い
に対して修正や頭の切り替えがなかなかできなかったが、後半は考え直したり、でき
なくても前に進めたりと対応に幅が見られた。全般的に一生懸命な取り組みが見られ
た。読書が好きな様子やすぐに聞いた音楽を弾けたりする様子と一致している。
また、予定の変更や予期しないことに不安となつたり、自分の気持ちを言葉でまと
めることが苦手だつたりと、自己肯定感が低下しやすい傾向を有している。
しかし、分からないことがあると自分から「具体的には」と聞き直し、友だちから
嫌な事を言われても、自分でも「友だちから嫌なことを言われるのはいやだけど気に
しないようにしている」と言つているなど、自己肯定感が高い様子が見られる。環境
調整がしっかりできていることが原因していると思われる。この原因を調べるために
家族や学級集団の状態を調査するようにした。
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(8 家庭調査
① 調査項目の設定
「学級集団」の状態調査で用いた項目と同じように生命尊重の項目を除く内容に
して用いるようにした。自己評価項目は、
○ 毎日の生活で、決まつた時間に寝たり起きたりする。
○ 食生活で、健康や衛生面に気をつかつている。
○ 家族で時間や約束したことは守つている。
○ 家族で家事分担を決めて、しっかりしている。
○ 家族で何かするときアイデアを出している。
○ 掃除をする時、皆でするようにしている。
○ 地域行事には皆で参加するようにしている。
○ 皆で分けるとき公平に分けている。
○ 使つた物は必ず元に片付けている。
自己評価は「自分はしている」は(◎)、「ときどきしている」は(○)、「自分はしていな
い」は(×)を記入した。他者評価は自分以外で何人でもあげてよいことにした。
○ 毎日、寝る時間や起きる時間が決まつて生活する人をあげてください。
○ いつも健康に気をつけて、食事や運動をする人をあげてください。
○ 約束したことをしつかり守つている人をあげてください。
○ 任された家の仕事をきちんとする人をあげてください。
○ よくアイデアを出す人をあげてください。
○ 掃除をするとき、よく協力する人をあげてください。
○ 地域の行事によく参加している人をあげてください。
○ いただき物など、何でも皆で分ける人をあげてください。
○ 使つた物は必ず元に片付ける人をあげてください。
② 調査方法と一覧表の作成・グラフ化
グループ分けを下記の基準で行い、一覧表を作成した。
O Aグループ00 自己評価が◎で他者から2人以上あげられている。
自己評価が○で他者から2人以上あげられている。
O Bグループ・・ 自己評価が○で他者から1人あげられている。
自己評価が×で他者から1人以上あげられている。
O Cグループ・・ 自己評価が◎で他者から1人以下のとき。
O Dグループ 。・ 自己評価が○で他者から無しのとき。
自己評価が×で他者から無しのとき。
縦に家族の名前、横に項目を取リー 覧表を作成した。
各項目の状態度は、度数が少ないことから、Aは2点、BとCは1点、Dは0点
と配点し合計点を算出し、合計点を6点(全員がAのときは最大値 6点)で除した値
である。家庭集団の状態度(学級集団の状態度)や、他者意識、規範意識、OR度など
についての値は、学級集団での算出方法と同じである。
数値化したものをグラフ化した。
19)家庭 。学校の関係分析
本児を取り巻く環境を、家庭や学校の状態から分析した。調査の母集団が異なるこ
とから、細かな比較はできないが、大きな概略的な比較で分析する。
① 家庭での他者意識と規範意識 はH19
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表 118家庭での他者意識 。規範意識
家庭全体としては他者意識が高く、家族の人間関係は大変良い。規範意識も高い。
家族で安心できることから、学校や家庭以外でいろいろな事にチャレンジしたり自分
らしさを発揮 しようとしたりできる環境となつている。
② 家族一人一人の他者意識。規範意識(表1191
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■父の状態 ■母の状態 ■本児の状態
表119 家族の状態を比較
父親は他者意識が高く、家族の人間関係を大切にしている様子が分かる。規範意識は
あまり高くなく、母親に任せているおおらかな性格がうかがわれる。
母親は、他者意識だけでなく規範意識も高く、家庭では規律面を担い生活を整える存
在になつている。周りからの信頼もあり家庭の安心基地である。
本児は、他者意識が高く、本人にとつていろいろな事に頑張り、チャレンジできる環
境になつている。規範意識については、自分は頑張つている意識があるが周りから認め
られていない。基本的生活習慣においても同様の傾向が見られる。意識のずれが見られ、
本人の頑張つているシグナルは察しにくいので、周りがあらかじめ意識して言葉をかけ
たり、頑張り過ぎないように配慮したりしていくことが大切と考える。
③ 学級集団調査
グループ毎の割合から学級集団を分析 (合図120 全体の表出度は64%。
学級集団
図120 学級集団のグループ毎の割合
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図 122 学級集団の他者意識と規範意識
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下位検査から規範意識の分析 (図120
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図126 他者意識、規範意識の比較
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規範意識は、家庭も学校も同じレベルに位置しており、本人にとって学校はあまり違
和感なく生活していると思われる。家庭と学校の段差がなく生活していることから、自
己肯定感が高く維持される環境にあることが、本人の安心した生活となり能力の発揮に
なつていると考える。他者意識は家庭での意識の方が高く、学級集団の人間関係が余裕
をもつて行われていることが考えられることが、「友だちから嫌なことを言われても気
にしないようにしている」と、本人が苦手な友だちに対しても適切に対応していること
につながつている。
⑩ 活用を通して
発達障害と診断を受け学級集団に適応できず教育相談に来所する子どもたちは多い。
そうした中で、本児を取り巻く環境が良く維持されていることから、本来備わつている
いろいろな能力が発揮されていると考える。今回、家庭と学級集団における状態調査と
本人の発達検査の3つから捉えたが、いずれからも高い状態が見られ環境の連携がスム
ーズに行われていることが分かつた。本来備わつている能力が集団の中でも発揮される
ためには、友だち同士の深い関わりから支え合う良い状態の学級集団が必要である。
学級集団を指導していた担任は、いろいろな特性をもつ子どもに対して柔軟に対応し
ていたことである。例えば、学習の取りかかりが遅くなつたり、新奇場面で固まつたり
しても、臨機応変に言葉をかけ本児のペースを確保している。特別支援学級を回避場所
や、一息つける場所として利用できるようにしていることも大切な配慮である。
家庭では、ご両親が家庭の文化として大切にされている4つの方針がある。一つは物
事を判断するときは相手の気持ちや立場を代えて考えること、二つは故意に嫌がること
にもチャレンジさせ最後はできたことを認めること、三つは本人の意思を尊重すること
四つは美味しい料理を作ることであつた。明確な家庭の文化があり安心した生活が見ら
れる。この調査結果を担任や保護者へ説明した。結果からの状態と学校や家庭での状態
と一致していることが確認できた。
① 今後の方向
学級集団や家庭の状態により、子どもたちの自己肯定感は大きく左右されている。
5年生時の本児の状態はよく、学級集団や家庭の状態も良い。しかし、本児が4年生
の学級集団は騒がしく状態は良くなかつた。その時に「自分は出ていけばいい」と、
自分を責める本児の言動が見られており、自己肯定感が下がつていたときがあった。
当たり前のことではあるが、子どもたちの身近な生活集団である学級や家庭、地域に
おける状態を良くすることが、子どもの特性をより良く発揮させることになる。今後
は、学校の状態が良くても家庭の状態が悪いとき、学校の状態が悪く家庭の状態が良
いときなどについても調査し、子どもたちが起こすいろいろな事象の背景にある集団
との関係について調べていきたい。
今回、調査方法を教育相談で試してみたが、学級集団だけでなく家庭や地域、会社
などの集団の中でも状態を調べる方法として活用できることが確かめて行きたいと
考える。
第2節 成果と課題
1 成果と課題
(1)学級集団と指導者の関係について
いろいろな特性の有無や強弱は学級集団により異なっているものの「指導者の
指導を強く受けている」と言うことである。いくら自治的な学級集団でも、指導
者の指導の中で行われている。それだけに指導者の指導力により、子どもたちの
環境が左右されていると言つても過言ではない。
特に学級集団の状態は、他者意識や規範意識の強弱に関わつているが、その強
弱は指導者のそうした意識の有無に強く影響されている。指導者が言つたことや
決めたことを容易に変えたり譲つたりすることから規範意識が低くなり、障害の
ある子どもや乱暴な子どもへの対応が冷たかったり放置されたりすることから
他者意識が低くなつている。まさに指導者の何気ない1つ1つの対応から子ども
たちは見て聞いて学んでいるようである。指導者の作る環境的学級集団の影響は
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計り知れないだけに、こうしたことを常に意識して指導することが、効果的な指
導にもなる。
12)学級集団の状態を左右する他者意識と規範意識についてである。他者意識は規
範意識の上に成り立っているものであり、育てる順番を間違え指導努力が実を結
ばない学級集団が多く見られたことである。それは、学級集団が目的達成のため
の機能体となる以前に、共同体になる必要があるからではないであろうか。そう
した意味から、共同体としての学級集団は規範意識が中心的に必要であり、機能
体としての学級集団は他者意識が中心的に必要になるからではないかと考える。
けつして規範意識を高めるのは、指導をしやすくするための指導ではなく、学級
のルールを守るためでもない。
まず、規範意識を育てる指導方法を身に付けておくことは、教職員としての基
礎的指導スキルであると考える。規範意識を高める方法はけつして規則で縛るこ
とではない。恐怖喚起でもない。子ども同士が迷惑をかけないようにする手だて
を子どもたちが考え、しつかり決めたことを守ることである。そして、指導者や
子どもたちが共に意識して生活することである。守つても守らなくても意味が無
いものなら作らない方がいい。作つたために、指導者の指示までもいい加減とな
り、学級崩壊やいじめ等の問題発生に拍車をかけることになりかねないからであ
る。
他者意識では、学級集団の中から一人でも仲間外れを作らない所属感を育てる
ことである。一部の子どもたちが学級集団から離れている状態は、指導者からの
指導が入りにくく悪循環になりやすい。3学期になり解消している学級集団は状
態が向上しているが、3学期になつても変わらずにいる状態は、同調する子ども
を作ることになる。学級集団の中から一人でも仲間外れを出さない指導方法を指
導者は身に着けることが必要である。手立てとして、普段から生活や学習の中で
班を活用したり話し合い活動をしたりして、友だち同士の関わりを深め、周りの
友だちからの言葉かけを活用する指導が効果を成している。
多くの学級集団で、4月のスタート時にすでに学級集団から離れている子ども
が多くいた。前年度3学期で学級集団から離れていたと思われるが、新たな学級
集団でも改善されず学級集団から離れている様子が見られる。毎年、改善される
ことなく、こうした状態を経験していることは、いつの間にか、子どもは学集団
から除外されている意識になり、学級集団の中に戻りにくい状態を作つているこ
とが考えられる。高学年での指導が大変になる傾向の原因である。単年度ごとの
学級編成により、こうした一部の子どもたちが毎年学級集団の中で作られ継続さ
れることのないように、毎年の指導者からの振り返りの中で、指導の成果と課題
を明らかにする必要がある。
(31 アンケー ト質問について
今回のアンケー トでは、質問項目として指導要録 様式2を活用した。それは
通知表や指導要録の記入、保護者や子どもとの懇談会資料にも活用できるからで
ある。学級集団の状態を把握することに特化した調査をするとき、2つの意識で
ある他者意識と規範意識に直接関連する質問にしていくことから、さらに精度の
高い調査にすることができるのではないかと考える。質問の言葉をより分かりや
すくしたり、質問のイメージを共有できるようにしたりして、さらに工夫をして
いきたい。
に)学級集団の課題把握
指導者の学級集団の課題が把握できていないままで、指導者がこれまでの指導
方法を行つていることから、何時になっても学級集団の状態が改善していない様
子が見られた。学級集団の状態を次の学年に正しく伝え、課題を明らかにして学
年がスター トできるようにするためにも、こうした調査を行い、一年間の成果と
課題を明確にしておく必要がある。
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2 今後の研究方向について
(1)整合性の調査について
今回の研究を通して難しく感じたことは、調査の分析と実際の状態との整合状態
をどのように捉えるかである。子どもたちや学級集団は日々変化していることを考
えると当然である。指導者の意識によつても異なり、どこをもつて整合しているか
によっても異なる。何と何を比較しているかが分かるように調査内容を明確にして
いくようにする。さらに、流動的な状態の把握をどのようにして妥当な確からしさ
にするか、そのためには多くの事例に基づき確からしさを高めていくことが必要で
ある。
(a 調査資料の扱いについて
取り扱いについて留意することがある。それは、いくら分析で状態度が示されて
も「～だから～なる」と言つた公式のようにはならない事である。状態を示す数値
が低いから、学級集団の中でいじめが起きているとは限らない。子どもたちや学級
集団の状態は、教師や子どもが関連し合い相対的、複合的な要因に影響されている
からである。そうした意味から、学級集団の状態度は、学級集団の中で起きている
事象を分析する際の根拠として取り扱うことが大切であり、実態の正確な把握は、
事実の正確把握と分析が何よりも大切である。子どもや学級にレッテルを貼つたり
指導者の評価に使つたりすることのないようにしたい。
(31 特性について
現場の学校で予想されていたことや、新たに気付かされた特性など、多くの集団
特性について捉えることができた。しかし、今回の調査で取り上げた観点は一部に
過ぎない。例えば、単年度での学級担任が交替することの是非や、現在の教育課程
が今の子どもたちの成長段階に合つているのか、月ヽ学校の中で低学年と高学年が一
緒に生活している事の是非、特別支援教育に関する一斉指導ができるための条件な
どについても、学級集団の特性から調査を進め、論議していきたい。
に)調査方法の応用化
学級集団の状態を把握する目的で自己・他者評価を取り入れた調査方法を行つた。
この方法は、学級集団の状態を把握するだけでなく、他のいろいろな集団の状態を把
握することにも応用できるのではないかと考え、教育相談の中で家庭の状態を調査し
た。1ケー スだけではその方法の是非を問うことは難しいが、いろいろな集団として
学校内の教職員、会社や病院内での医師や看護師などの集団の中での状態を把握でき
るのではないかと考える。その集団での業務に応じた他者意識と規範意識の質問内容
を作成し、アンケートを取ることから集団の状態を把握するようにする。機能体とし
ての集団に至る成熟度を把握することができると考える。
15)指導力の測定
学校現場では、チームで行う活動であることから、その子どもに対する教育責任の
所在が不明確なところが多くある。実際、学校現場で一方的な強い指導を受けたため
に学校に行けなくなっている子どもたちがいる。原因でなくてもきつかけを作つてし
まつたのは担任であることは間違いない。
今回、指導者の分析の中で取り組んだことは、指導力を明確にできないかというチ
ャレンジであつた。今後、曖味な教職の仕事は成立しなくなる可能性がある。指導力
についてさらに明確に捉えることができる方法が必要になると考える。
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おわりに
今までにいろいろな学級集団を見てきた。けんかやいじめが次から次へと起こる学級
集団があれば、問題事象とは無縁で全員が協力して目的に向かう学級集団もある。騒が
しく指導が入らなかつた学級集団が、指導者が代わり嘘のように静かに集中して学習が
できる学級集団になることもある。注意ばかりされていた子どもが、いつの間にか皆の
リー ダーとなり活躍している。そのようなことはよく見たり聞いたりする話である。学
級集団の状態が子どもたちへ与える影響は強く、指導者の意識や考えによるところ大き
いことを意味している。
ある教師は「問題行動を起こす子どもがいるから学級規律が乱れ、学級が崩壊してし
まう」と考え、また、ある教師は、「子どもの問題行動は個人だけの考えだけで起こる
ものではなく、子どもを取り巻く集団により作られている」と考えている。確かに目の
前で起こる問題行動を見れば、その原因を当事者の問題として提えてしまいがちであ
る。しかし、問題事象に至るまでに周りの友だちや仕事仲間、家族関係等に誘発されて
いる環境を捉え、子どもたちに指導することも大切な指導と考える。そうした捉え方
に指導者の意識や考えの違いが現れ、学級集団の状態に大きく影響を与えている。
今、経済優先の成果主義の中に取り込まれつつある教育において、その場その時に
起きた問題事象ばかりに目を取られ対処療法的な改善策が図られていることが多く見
られるようになつた。全国学カテストの結果が公表され学力低下が取り上げられると、
勉強さえ教えれば学力が上がると考えたり、不祥事が起こればコンプライアンスを教
えればよいと考えたりしていることである。その背景にある「したくてもできない」
周囲の環境による原因に対して目を向けた解決策がなされていな対応が、その場限り
の効果として表れても根本的な解決とはならず、やがて再発になつて現れていること
と同じである。
子どもたちが起こす日々の問題事象ばかりに目を向けることなく、子どもたちが属
している社会や学校、家庭や親戚、習い事などの集団の中で置かれている環境からも
考察することが、子どもを正しく理解することになり効果的な指導にすることができ
る。けつして責任を転嫁することではなく、それぞれの集団で連携しそれぞれで考え
できることに取り組んでいくことである。特に、学級集団における環境からの影響が
大きいことから、学校やスクールカウンセラーが教育相談の中でイニシアティブを取
り、子どもを取り巻くいろいろな集団をコーディネー トしていくことが、今後、益々
重要になつて行くことが予想される。
最後に、研究に対してご指導いただいた須田康之先生をはじめ、兵庫教育大学の多
くの先生方や院生の仲間に感謝して終わります。
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学期を振 り返つてみましょう。
1.自分を振り返つてみましょう。
下の質問で、
よくできたと思う人は(◎)、
を ( )に書きましょう。
年  組  番 名前
資料
平成28年 月
普通と思う人は(○)、 できてなかつたと思う人は(×)
?
?
?
① 落ち着いて学習やスポーツにがんばれましたか。
② 毎日、休み時間は友だちと元気に遊んでいましたか。
③ 先生がいなくて、きちんと自習ができましたか。
④ 任された仕事は最後までやり遂げましたか。
⑤ アイデアを出したりや工夫したりできましたか。
⑥ 相手の気持ちを考えて友達に接することができましたか。
② 自然や人に対して優しくできました力、
③ 友だちや、学級、学校のために、協力しましたか。
⑨ 誰に対しても、同じように接することができました力、
⑩ トイレや掃除道具などをていねいに使つていますか。
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
(      )
2.学級の中で、がんばつていた友だちを教えてください。
下の項目に当てはまると思う友だちの名前を (  )に書いてください。
一人でも二人でも何人でも書いてください。  Ta呼び名‐ く担鋼Em31てく欧
“
L
① 「いつも落ち着いて、勉強やスポーツに頑張つている」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前  ( )(     )
② 「休み時間は、元気に皆と遊んでいる」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
③ 「先生がいなくても、きちんと自習している」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
④ 「係りの仕事を頑張つている」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
⑤ 「いろいろなアイデアを考えている」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
⑥ 「困つたら相談しやすい」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
⑦ 「動物や植物の世話をよくしている」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
③ 「学級のことを考え意見を言いつたり手伝つてくれたりする」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
⑨ 「誰に対しても笑顔で接している」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
⑩ 「いつもそうじを一生懸命にしている」と思う友だちを書きましょう。
友だちの名前 (      )  (      )
学級担任へのアンケー トについて、ご協力ください。
1.指導者の意識について 質問します。
下の項目で、 強く意識して指導いる項目に 3つ ○
① 規則正しい生活習慣「早寝 早起き 朝ごはん」
② 休み時間は、元気に外で遊ぶこと
③ 先生がいなくて、きちんと自習できること
④ 任された仕事は最後までやり遂げること
⑤ アイデアを出したりや工夫したりすること
⑥ 相手の気持ちや立場を考えて行動すること
⑦ 動植物や人の命について考えること
③ 友だちや、学級、学校、地域のために貢献すること
⑨ 誰に対しても、同じように接すること
⑩ トイレや掃除道具など、公共物をていねいに使うこと
資料
年  組
を ( )に記入してください。
(  )
( )
( )
( )
( )
( )
( )
( )
(      )
(      )
事饉担任として、日uH尋きれてい0■子についてお■0します.
指導の強■に合つているところの記号にOを記入してください。(強い指導A,～■い指導Dとして欄断)
1 友だちを馬鹿にするような言葉遣いには、即、指導を入れている。
自分たちで決めたことは自分たちで守らせている。
指導するとき、学級目標に照らし合わせて指導している。
一斉に活動するとき、全員がそろうまで待つようにしている。
係 りや委員会など定期的な点検・振り返り活動をしている。
班活動を学習や生活全般に行つている。
?
?
?
?
?
?
A
行事や活動毎に、児童の頑張りを皆に伝えるようにしている。
3撃‖ 団0●子についてお■書します。
薔じている機子に近い所の記号にOをしてください。
1 いろいろな子がリー ダーになつている。 -3-―  一部の子がリー ダーになりがち。
2 遊びと授業の区別がついている。 -3-― ・授業中、騒がしく注意が多くなる。
3 教室の掲示物や道具は整っている。   -3-―  教室の掲示物や物がよく破れる。
4 友達同士の言葉かけはよくしている。  -3-―  友だち同士の関わりは少ない。
5 誰にでも好き嫌いなく言葉をかけている。-3-―  グループに分かれている。
6 人気者や個性的な子どもが多い。-3-―   力の強い子、弱い子の上下関係がある。
7 何事にも積極的に参加する。  A―一毬
「
一く■―う 一部の子に投げやりな言動が見られる
4 学級集団の中で、配慮を要する子どもが在籍されているときは、その子の出席番号と診断名、療育
手帳、行動面など、分かる範囲で記入ください。
配慮児童 出席番号 診断名や手帳、特徴など 配慮児童 出席番号 診断名や手帳、特徴など
調査に協力いただく担任の先生ヘ
資料 3
澤井茂和
調査協力のお礼と研究の概略について
調査にご協力いただきありがとうございます。学級集団を担当される先生方の役に立つ
資料を提供したいと考えています。よろしくお願いいたします。
1 調査の流れ
① アンケート実施と返送。                月末
② アンケー ト結果を学校へ送付、懇談会等での活用。    月初
2 調査の留意点
① アンケート用紙は、学級の人数分をプリントしていただき配布してください。欠席者
は後日実施するか、また、しないかは担任の先生の判断で結構です。支援の必要な児童
は、できる範囲でお願いします。
② 制限時間はありませんが、終わりの会や時間があるときに 10分～15分程度の時間
を取つて実施してください。
③ 実施前に子どもたちへ、以下のことを説明してください。
・ 他の学級の友だちは書きません。自分の学級の中だけです。
・ 名字で記名し、あだ名や呼略 も正式な名字で書きます。ひらがなでもいいです。
・ 同じ名字があるときは、山本あ、山本い と記入してください。
・ 実施中、学級全員の名簿が必要なときは見てもかまいません。
④ 実施後は出席番号順に整え、本人の名前が右上に書いているかを確認下さい。
・ あだ名や呼び名で書いているときは、名字を書き加えておいてください。
⑤ 子ども調査と指導者調査を担当者にご提出ください。
3 その他
子ども一人一人から回収したアンケー トに、その子を評価した友だちの数を記入し返
却させて頂きます。自己。他者の評価の様子から、その子の集団の中の様子を懇談会や
通知表等に活用することもできます。集計に時間がかかりますので、早めの実施0送付
をお願いします。                          以上
資料 4
調査にご協力いただいた先生方ヘ
お礼 と資料の読み方について
調査にご協力いいただきありがとうございました。分析結果の資料をお返し致します。学級経営
を振り返り、次学期の学級経営に活かしていただき、子どもたちの環境向上にご尽力ください。
(資料の理解について)
○ アンケー ト個票について
(1)児童一人一人について、自己・他者評価の集計をしています。
○ ( )の横に書いている赤の数字は、「頑張つていた」と評価していた友だちの数です。
○ ( )の横に書いてあるアルファベットは、
A00自他共に学級集団に適応していることが予想されます。
B・・自分ではあまり意識してなくても、周りの友だちから認められています。
C・・頑張つている意識を持つていますが、周りから認められていません。
D・ 0自他共に認め認められていません。学級集団への不適応が予想されます。
○  集計の下の方に赤字で児童名を書いているものもありますが、その子を四つ以上選んでい
た友だちの翡前です。
○ 一覧表について
(1) 一覧表の右に、子ども一人一人の学級集団に対する適応の割合として、OR度を0～100%の
範囲で記しています。高いほど適応している状態です。
さらに、0(他者理解),R(規範意識)から見た子どもの適応状態を9点満点で数値化しています。
(21  -覧表の下には調査項目毎の学級集団の状態を割合で記しています。学級集団、他者意識や
規範意識の割合は、50%を基準にして算出しています。
○ 学級集団の分析 グラフについて
1 全項目から学級集団を分析
特徴表出度の割合を円グラフで表しています。Dや中間層の割合が少ないほど、学級集団とし
ては相互理解が深まつた状態となります。Dや中間層の割合を合わせて40%以下にすることが望
まれます。
2 適応度の分布図
学級集団内で、児童の適応の割合を度数分布表で表しています。一番指導が入りやすい状態は、
50%以上を中心にした正規分布ですが、山がいくつもあつたり、離れていたり、400/0以下が多か
つたりすると指導が入りにくい状態になります。
3 学級集団を他者意識と規範意識から分析
学級集団は規範意識が大変重要で、60%以上が必要です。それを維持することから他者意識は
効果的に作用していくようです。2学期に規範意識が高くなつても1学期が低いと3学期はまた
低い状態に戻る様子が見られます。
4 子ども一人一人の学級集団の相関分布図
児童一人一人の学級集団内の位置を分布図で表しています。状態を把握し、子どもに応じた指
導を立ててください。
・ 縦軸は規範意識、横軸は他者意識の分布図です。子どもを指導するとき、どちらの意識が不
足しているかを提えて指導すると効果的です。
資料 5-|271F」電6- 1本的 自主自律 :工夫 いやり 自然愛饉 勤労奉仕 公正公平 公共心 A B C D OR度 0 R
C B A A B C A A A 5 2 2
?
? 80 8 8
2B A B A B 2 3 5 57 4 4
3C C C A C B D 1 4 7 53 6
4A C D B B 2 1 5 47
5D D D D B D D B D D 2 8 10 13 2 0
6B C B C B B B B A 1 6 2 9 67 6 7
7B C B C C B C A 2 2 4 8 67 5 7
8B A B 0 A B D C 2 3 2 1 8 60 2 6
欠 0
10B ヘ D B B 1 3 1 5 47 ?? 2
B A B B B D 1 4 1 6 50 3 4
12B C B A B B C 1 4 2 7 60 3 7
13B B B B C B 5 1
?
? 53 5 5
14 B B B 3 3 43 4
15B B B B B B D 6 「? 50
?
?
?
?
16 C A ヘ B B C A B C 3 3 3 9 73 7
17 B B C B B B B C 6 2 8 60 ?? ??
18A B A B B B C 2 4 1 7 63
?
? 6
19 A B C A 2 1 1 4 53 5 5
20A B B C A A ヘ 4 2 1 7 70 8 6
21C C B A B C B 0 1 3 ?『 8 63 ?? 7
22C A A A ヘ B A A C A 1 2 10 90 7 9
23 C C D B A C B 1 2 3 7 53 7 5
欠 0
25 C B 1 1 2 40 4 3
26A C B B B C A 2 3 2 7 63 ?? 7
27 A ヘ B B A C A 4 2 1 7 70 7 5
28A B ヘ A ヘ B B B C ?『 4 1 9 77 5
?
?
29 C ヘ B B A B A 3 1 7 67 7 7
30B B B B B B 6 6 53 5 5
欠 0
32 D D B D D B 2 4 6 27 1 3
33C B B C B B D C 4 3 1 8 53 4 534 B ヘ B B C 1 3 1 5 53 5 6A 5 7 4 10 5
?
? 2 G 3 8 50 AB 10 6 6 8 23 12 8 4 9596 BC 5 10 2 ?? 2 ?? 5 3 ?? 9 45 45 CD 1 3 2 2 1 1 6 2 20 20 中
21 24 20 23 17 24 22 21 23 212 D
状態度 65% 7儡 5591 60% 48X 74% 4馴 68% 48M 6791
三 単 期 N=31 学級集団 62%胞者麓謹 63%規範意臓 60%その他 56%
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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3学期を振り返つてみましょう。
1.自分を振り返つてみましょう。
下の質問で、
よくできたと思う人は(◎)、
を ()に書きましょう。 .
① 落ち着いて学習やスポー ツにがんばれましたか。
② 毎日、休み時間は友だちと元気に遊んでいました力、
③ 先生がいなくて、きちんとできましたか。
④ 任された仕事は最後までやり遂げましたか。
⑤ アイデアを出したりや工夫したりできましたか。
⑥ 相手の気持ちや立場を考えて行動できましたか。
⑦ 自然や人に対して優しくできましたか。
「
、   ③ 友だoや、学級、学校、地域のために活動しましたか。・ ⑨ 誰に対しても、同じように接することができました力ヽ
・⑩ トイレや掃除道具などをていねいに使つています力、
2.がんばっていた友だちを教えてください。.
下の項目に当てはまると思う友だちの名前を (
一人でも二人でも書いてください。
① 「いつも落ち着いて勉強やる
Ⅲ  ・友だちの名前
③
② 「休み時間は、元気に皆
友だちの名前
・
「先生がいなくても、
(_|
友だちの名前 (
「係りの仕事を頑張つ
友だちの名前 (
と思う⑤ 「いろいろなアイデア
友だちの名前
「困らたら相談し
友だちの名前
友だちを書き
)
「動物や植物の世話を
―
              ヽ¬ヽ
)る」と思う友
友だちの名前 )       (
「よく手伝つてくれる
■   7L
ちを書きまし
友だちの名前
「誰に対しても笑顔で
友だちの名前 ((
「いつもそうじを
)・に書いてください。上の名前を書いてれ
ましょう。 ~T
よう。
――?
?????????
普通と思う人は(O)、 できてなかったと思う人は(X)
(0)/
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18::4
(0)麟ハ
概
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④
⑥
⑦
③
⑨
⑩
る卜¢思う友だちを書きましょう。一
r
る」と思う
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つ。 ~l~
友だちの名前 ( 工 I /‐/′
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